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明
治
一
一
一
一
一
年
（
一
八
九
○
年
）
一
一
一
月
一
一
七
日
、
第
一
回
帝
国
議
会
（
通
常
議
会
）
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
「
商
法
及
商
法
施
行

条
例
施
行
期
限
法
律
」
は
、
法
律
第
一
○
八
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
明
治
一
一
十
一
一
一
年
四
月
法
律
第
一
一
一
十
一
一
号
商

法
及
ビ
同
年
八
月
法
律
第
五
十
九
号
商
法
施
行
条
例
〈
明
治
一
一
十
六
年
六
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
」
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
旧
商
法

今
般
、
今
井
潔
教
授
（
三
重
大
学
・
人
文
学
部
）
と
共
同
で
、
明
治
一
一
一
一
一
年
の
現
行
商
法
典
（
こ
と
に
会
社
法
）
成
立
の
歴
史
的

展
開
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時
系
列
で
言
え
ば
、
明
治
一
一
一
一
一
年
の
い
わ
ゆ
る
「
旧
商
法
典
」
の
成
立
後
か
ら
明
治
一
一
一
一
一
年
の

現
行
商
法
典
成
立
・
施
行
に
至
る
一
○
年
間
を
中
心
に
扱
う
こ
と
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
明
治
一
一
一
一
一
年
一
二
月
二
七
日
の
「
商
法
及
商
法
施
行
条
例
施
行
期
限
法
律
」
の
公
布
に
至
る
経
緯
ま
で
を
、
今
井
潔

教
授
が
御
担
当
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
私
は
、
明
治
二
四
年
以
降
の
展
開
を
ま
と
め
る
こ
と
が
与
え
ら
れ
た
役
割
り
で
あ
る
。

※
当
時
の
法
令
お
よ
び
文
献
の
多
く
は
、
文
章
に
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
下
の
法
令
お
よ
び
文
献
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜

濁
点
を
付
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
先
達
個
々
人
に
対
す
る
一
切
の
敬
語
的
表
現
を
省
略
し
た
。

１
、
政
府
お
よ
び
議
会

第
四
章
明
治
期
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会
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２
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壺叩

６
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７
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二
一
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８
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明
治
一
一
一
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社
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立
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一
一
一
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回
帝
国
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会
）

第
六
章
明
治
三
一
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年
会
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法
の
概
要
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会

５
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議
会

２
、
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会
社
法
の
概
要

仙
株
式
合
資
会
社
規
定
の
新
設

②
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国
会
社
規
定
の
新
設

③
設
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立

例
会
社
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設

⑤
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会
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関
ｌ
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主
総
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心
主
義

の
動
向
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明
治
二
四
年
二
八
九
一
年
）（
１
）
 

院
議
に
上
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

壱
？
ま
し
ね

貴
族
院
に
お
い
て
は
、
明
治
一
一
四
年
一
一
一
月
、
同
院
議
員
小
畑
美
稲
他
九
一
ハ
名
が
民
法
商
法
に
関
す
る
建
議
案
を
政
府
に
提
出
し
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
民
商
法
を
修
正
す
べ
く
、
す
み
や
か
に
特
別
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
修
正

作
業
は
政
府
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
と
り
わ
け
商
法
の
審
査
に
関
し
て
は
、
院
内
の
学
識
経
験
者
の
み
な
ら
ず
、

（⑤。）

法
官
、
帝
大
教
員
、
商
工
会
会
員
等
を
加
え
る
よ
う
提
一
一
一
一
ロ
ー
」
て
い
た
。

第
一
回
帝
国
議
会
は
、
明
治
二
四
年
一
一
一
月
八
日
に
閉
会
し
た
。
同
年
四
月
一
四
日
、
政
府
（
第
一
次
山
縣
有
朋
内
閣
）
は
閣
議
を

開
い
て
、
先
の
小
畑
議
員
ら
の
建
議
案
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
結
論
は
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
右
の
建
議
案
は
、
要
す
る
に
民
商
法
の
全
般
を
攻
撃
し
、
漠
然
と
再
審
を
請
求
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
か
り

に
民
商
法
の
修
正
に
着
手
す
る
と
し
て
も
、
施
行
を
一
年
半
後
に
控
え
た
状
況
で
は
龍
頭
蛇
尾
の
修
正
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も

（４４） 

そ
も
政
府
は
、
完
成
三
」
れ
た
法
典
と
し
て
商
法
を
発
布
し
た
の
で
あ
り
、
右
の
建
議
案
は
採
用
し
難
い
。

明
治
一
一
四
年
五
月
六
日
、
山
縣
内
閣
に
替
わ
っ
て
、
第
一
次
松
方
正
義
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
松
方
内
閣
も
同
様
の
方
針
を
踏
襲

（
２
）
 

な
か
っ
た
。

典
の
施
行
は
、
当
初
の
施
行
》

こ
の
後
も
、
第
一
回
帝
国
一

へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
二

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）
九
月
一
六
日
、
東
京
商
工
会
内
部
で
明
治
一
一
一
一
一
年
商
法
の
検
討
を
重
ね
て
き
た
商
法
改
正
委
員
奥

（
９
）
 

三
郎
兵
衛
以
下
九
名
は
、
東
京
商
工
会
残
務
整
理
委
員
総
代
の
渋
沢
栄
一
に
「
商
法
修
正
意
見
」
を
提
出
し
た
（
こ
の
時
期
、
東
京

商
工
会
は
、
東
京
商
業
会
議
所
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
閉
鎖
を
決
定
し
て
残
務
整
理
中
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
代
表
が
残
務

整
理
委
員
総
代
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
）
。
渋
沢
栄
一
は
、
東
京
商
工
会
残
務
整
理
委
員
総
代
の
名
義
を
も
っ
て
、
同
年
九
月
一
一

一
日
に
田
中
不
一
一
麻
呂
司
法
大
臣
お
よ
び
陸
奥
宗
光
農
商
務
大
臣
に
宛
て
、
同
年
一
○
月
一
一
日
に
貴
衆
両
院
議
長
に
宛
て
、
右
意
見

一
三
名
は
、
商
法
一
部
施
行
の
議
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
議
案
は
、
商
法
中
第
一
編
第
六
章
（
会
社
法
）
お
よ
び
第
一
一
一
編
（
破
産
）

な
ら
び
に
商
法
施
行
条
例
中
商
事
会
社
お
よ
び
破
産
に
関
す
る
規
定
を
明
治
一
一
五
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
べ
し
と
い
う
内
容
の
も

（
５
）
 

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
明
治
二
六
年
一
月
一
日
全
面
施
行
が
既
定
の
方
針
で
あ
っ
て
、
｜
部
を
実
施
し
て
も
い
た

ず
ら
に
法
典
を
紛
擾
（
ふ
ん
じ
ょ
う
）
し
錯
雑
さ
せ
る
結
果
を
招
く
で
あ
ろ
う
か
ら
、
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
い
う
旨
を
表
明
し

（
６
）
 

て
反
対
し
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
右
の
見
解
を
主
張
し
た
の
は
、
、
王
と
し
て
当
時
の
田
中
不
一
一
麻
呂
司
法
大
臣
で
あ
っ
た
。
田
中

司
法
大
臣
は
、
元
椹
密
顧
問
官
で
あ
り
（
明
治
一
一
一
一
一
年
六
月
二
七
日
か
ら
同
一
一
四
年
六
月
一
日
ま
で
）
、
そ
れ
以
前
は
駐
仏
公
使
で
あ

（
７
）
 

っ
た
。
彼
の
駐
仏
公
使
と
い
う
経
歴
は
着
目
に
値
し
よ
う
。

明
治
一
一
四
年
一
二
月
一
一
五
日
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、
第
一
一
回
帝
国
議
会
は
停
会
と
な
っ
た
。

こ
の
後
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
一
一
年
）
四
月
に
松
方
内
閣
の
内
部
に
お
い
て
民
商
法
修
正
委
員
設
置
の
動
き
が
あ
っ
た
よ
う
で

（
８
）
 

あ
る
が
、
こ
れ
も
田
中
司
法
大
臣
の
反
対
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
政
府
は
明
治
一
一
三
年
の
商
法
典
を
そ
の
ま
ま

放
置
し
た
形
で
、
明
治
二
五
年
五
月
一
一
日
召
集
の
第
一
一
一
回
帝
国
議
会
（
特
別
議
会
）
に
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

し
た
。明
治
二
四
年
一
一
月
一
六
日
、
第
一
一
回
帝
国
議
会
（
通
常
議
会
）
が
召
集
さ
れ
た
。
同
年
一
一
一
月
、
衆
議
院
議
員
渡
辺
又
一
一
一
郎
他

２
、
民
間
の
動
向

当
初
の
施
行
予
定
（
明
治
二
四
年
一
月
一
日
）
よ
り
も
一
一
年
間
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
回
帝
国
議
会
は
、
未
だ
継
続
さ
れ
て
い
た
。
議
会
の
な
か
で
は
、
な
お
も
一
部
の
議
員
に
よ
る
商
法
民
法
修
正

一
月
、
衆
議
院
議
員
の
佐
竹
義
和
他
二
一
名
は
商
法
及
民
法
修
正
方
案
を
議
会
に
提
出
し
た
が
、

同
年
三
月
に
も
、
衆
議
院
議
員
高
木
正
年
が
商
法
改
正
案
を
提
出
し
た
が
、
や
は
り
院
議
に
上
ら

(408）４ (409） ５ 
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ル満狡亦もス極
モタ檜多当のＬ－的
ノスヘク時もるに
アノかハにあの－う
り具ん好おる元で新

（
Ⅲ
）
 

書
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
。
右
意
見
書
は
、
問
題
の
あ
る
条
項
に
つ
き
、
原
文
と
修
正
文
と
が
対
照
し
て
併
記
三
」
れ
、
か
つ
修
正
の

理
由
が
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
一
一
一
一
口
及
さ
れ
た
会
社
法
関
連
の
条
項
は
、
株
式
会
社
に
関
し
て
、
第
一
六
四
条
、
第

（
、
）

一
七
六
条
、
第
一
七
八
条
、
第
一
九
一
条
、
第
一
九
一
一
条
、
第
二
一
一
一
一
条
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
東
京
商
業
会
議
所
は
、
明
治
一
一
四
年
一
一
月
一
四
日
開
催
の
第
九
回
臨
時
会
議
に
お
い
て
、
商
法
修
正
建
議
の
た
め
、
調

（
、
）

査
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
た
。
調
査
委
員
と
し
て
、
渋
沢
栄
一
、
奥
一
一
一
郎
丘
〈
衛
ら
一
○
名
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
に

（
皿
】

は
、
穂
積
陳
重
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
梅
謙
次
郎
、
一
局
根
義
人
、
志
田
鐸
太
郎
ら
の
各
博
士
が
顧
問
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

（
ｕ
）
 

右
の
動
き
に
対
し
、
大
阪
商
法
会
議
所
は
、
こ
の
時
期
も
一
貫
し
て
商
法
曲
〈
の
早
期
全
面
施
行
を
、
王
張
し
て
い
る
。

当
時
に
お
け
る
経
済
社
会
の
実
態
を
背
景
に
、
商
法
の
早
期
施
行
を
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
彼
ノ
商
社
ノ
如
キ
モ

亦
多
ク
ハ
好
商
狡
寶
（
か
ん
し
よ
う
こ
う
か
）
ノ
徒
ラ
ニ
奇
利
ヲ
襲
断
ス
ル
ノ
目
的
｜
一
成
ル
モ
ノ
比
々
皆
然
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
ク
、
好
諾

狡
檜
（
か
ん
か
っ
こ
う
か
い
）
ノ
徒
ハ
揚
々
ト
シ
テ
白
日
経
済
一
一
横
行
シ
、
商
工
業
ハ
皆
此
等
ノ
徒
ノ
好
典
ヲ
暹
フ
シ
私
利
私
欲
ヲ

満
タ
ス
ノ
具
卜
為
り
、
良
寶
却
一
丁
跡
ヲ
潜
ム
、
其
商
工
業
ノ
発
達
進
歩
ヲ
妨
害
シ
国
家
経
済
ヲ
茶
毒
ス
ル
ノ
甚
シ
キ
言
う
可
カ
ラ
ザ

ル
モ
ノ
ァ
リ
、
其
斯
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
職
ト
シ
テ
法
律
ノ
保
護
ノ
十
分
ナ
ラ
ザ
ル
’
一
由
ラ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ズ
、
殊
一
一
会
社
ノ
如
キ
ハ
其
弊

３
、
学
界
の
動
向

い
わ
ゆ
る
法
典
論
争
の
象
徴
と
も
一
一
一
一
口
う
べ
き
穂
積
八
束
の
論
稿
「
民
法
出
デ
テ
忠
孝
亡
ブ
」
が
法
学
新
報
上
に
公
表
さ
れ
た
の
は
、

明
治
一
一
四
年
（
’
八
九
一
年
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
学
界
は
ま
さ
に
法
典
論
争
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
法
典
論
争
の
意
義
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
分
析
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
般
的
に
言

え
ば
、
商
法
典
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
民
法
典
を
め
ぐ
る
論
争
ほ
ど
に
は
先
鋭
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
経
済
社
会
の
実
態
に
即
し
て
展
開
さ
れ
た
冷
静
な
応
酬
が
中
心
で
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
よ
う
な
応
酬
を
中
心
に
、
学
界
の
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
延
期
派
の
主
張
の
要
点
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。

お
よ
そ
民
商
法
は
、
個
人
の
権
利
義
務
に
関
す
る
規
定
を
中
心
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
私
法
法
規
は
、
「
一
タ
ビ
実
施
ス
ル
ト
キ
ハ

、
（
巧
）

直
二
既
得
ノ
私
権
ヲ
生
ズ
ル
ガ
故
二
之
ヲ
試
験
的
二
実
施
シ
テ
後
二
之
ヲ
修
正
セ
ン
ト
ス
ル
ハ
極
メ
テ
困
難
」
で
あ
る
。
加
え
て
、

た
と
え
は
一
途
カ
ニ
現
時
ノ
法
典
ヲ
実
施
シ
、
果
シ
テ
世
態
風
俗
習
慣
一
一
背
戻
セ
ザ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
熟
察
シ
、

（
四
）

明
瞭
ナ
ル
ニ
及
ン
デ
始
メ
テ
之
レ
ガ
修
正
ヲ
為
ス
ノ
大
一
一
利
ナ
ル
コ
ト
ヲ
信
ズ
」
る
と
述
べ
る
も
の
が
あ
る
。

極
的
に
「
新
商
法
ノ
規
定
中
現
行
ノ
慣
習
ト
相
副
ハ
ザ
ル
モ
ノ
少
シ
ト
」
し
な
い
が
、
「
慣
習
ヲ
変
更
ス
ル
ノ
割

ス
」
る
の
で
あ
っ
て
、
「
現
行
ノ
慣
習
一
一
シ
テ
後
世
一
一
害
ア
ラ
バ
」
む
し
ろ
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
を
変
更
す
べ
菱

（
加
）

Ⅱ
Ｊ
１
Ｊ
１
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
速
力

民
商
法
の
と
り
わ
け
財
産
権
の
諸
規
定
は
、
各
人
の
契
約
自
由
の
原
則
を
確
認
す
る
こ
と
を
そ
の
本
旨
と
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
経

済
社
会
に
お
い
て
弱
肉
強
食
的
な
自
由
な
活
動
を
な
す
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
Ｐ
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
経
済
的
弱
者
を
仮

（
胆
）

借
な
く
責
め
た
て
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
法
曲
〈
は
個
人
の
金
銭
的
権
利
の
保
護
に
そ
の
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
っ
て
、

（
Ⅳ
）
 

「
其
所
謂
会
社
ナ
ル
モ
ノ
モ
亦
数
多
ノ
個
人
か
各
個
ノ
金
銭
的
利
益
ヲ
謀
ル
ノ
機
械
的
集
合
」
た
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
商
法
中
二
規
定
セ
ル
諸
種
ノ
会
社
ノ
如
キ
モ
富
豪
家
ヲ
シ
テ
簿
貧
者
ヲ
圧
シ
、
商
業
ノ
専
権
ヲ
躁
鯛
セ
シ
ム
ル

（
咀
）

二
外
ナ
ラ
」
な
い
も
の
で
あ
り
、
商
法
実
施
を
希
望
す
る
の
は
富
一
蒙
者
層
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
断
行
派
の
論
旨
は
、
と
も
か
く
法
典
を
施
行
し
、
そ
の
後
に
不
都
合
な
部
分
を
改
正
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
、

「
速
カ
ニ
現
時
ノ
法
典
ヲ
実
施
シ
、
果
シ
テ
世
態
風
俗
習
慣
一
一
背
戻
セ
ザ
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
熟
察
シ
、
然
ル
後
不
完
全
ノ
点

（
四
）

ン
デ
始
メ
テ
之
レ
ガ
修
正
ヲ
為
ス
ノ
大
一
一
利
ナ
ル
コ
ト
ヲ
信
ズ
」
る
と
述
べ
る
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
よ
り
積

法
ノ
規
定
中
現
行
ノ
慣
習
ト
相
副
ハ
ザ
ル
モ
ノ
少
シ
ト
」
し
な
い
が
、
「
慣
習
ヲ
変
更
ス
ル
ノ
利
害
ヲ
商
量
ス
ル
ヲ
要

っ
て
、
「
現
行
ノ
慣
習
一
一
シ
テ
後
世
一
一
害
ア
ラ
バ
」
む
し
ろ
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
を
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る

、

(410）６ (411） ７ 
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（
皿
）

号
害
ノ
最
モ
劇
甚
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
。
こ
の
よ
う
な
「
今
日
ノ
経
済
社
会
ノ
弊
害
ヲ
矯
正
」
す
る
た
め
に
は
、
「
須
一
フ
ク
速
カ
ニ
商
法
及
８

２
 

舗
ビ
民
法
ノ
一
一
法
典
「
フ
実
施
ス
ベ
シ
、
若
シ
夫
レ
徒
一
フ
ニ
荏
幕
（
じ
ん
ぜ
ん
）
遅
々
セ
バ
則
チ
我
国
経
済
社
会
ノ
損
失
亦
得
テ
知
ル
可
皿

妬
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
今
ヤ
商
工
業
経
済
社
会
ハ
実
一
一
無
法
無
視
ノ
暗
黒
社
会
ナ
リ
、
魑
魅
（
ち
み
）
走
り
魍
魎
（
も
う
り
ょ
う
）
躍
り

第
（
皿
）

学
百
鬼
横
行
ス
ル
モ
ノ
豈
異
ム
ニ
足
一
フ
ン
ヤ
」
と
述
べ
て
い
る
。

雛
経
済
社
会
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
議
論
を
通
し
て
、
加
え
て
、
先
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
延
期
決
議
を
ふ
ま
え
て
、
断
行
派
の
意
見

学
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
商
法
早
期
修
正
論
ま
た
は
会
社
法
・
破
産
法
先
行
実
施
論
へ
と
展
開
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
戸

神
そ
の
論
旨
は
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
Ｊ
ｂ
の
で
あ
る
。
商
法
に
不
完
全
な
点
が
少
な
く
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
し
、
商
法
の
修
正

が
急
務
で
あ
る
こ
と
は
世
論
も
認
め
て
い
る
。
断
行
派
と
い
え
ど
も
、
商
法
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
を
当
然
に
認
識
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
商
法
を
実
施
す
る
急
務
あ
り
と
信
じ
る
か
ら
断
行
に
利
が
あ
る
と
説
い
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
何
も
修
正
に
反
対
し
て

（
”
）
 

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
て
え
ば
梅
謙
次
郎
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
主
旨
を
述
べ
、
商
法
を
修
正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
早
期
に
修
正
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
Ｐ
そ
し
て
、
修
正
す
る
に
し
て
も
、
か
り
に
「
｜
｜
年
ノ
後
一
一
至
リ
テ
（
す
な
わ
ち
、
明
治
一
一
六
年
六
月
の

施
行
予
定
時
期
が
到
来
し
て
も
）
修
正
未
ダ
成
ラ
ザ
ル
ヲ
名
ト
シ
テ
更
一
一
商
法
ノ
延
期
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ
余
ハ
決
シ
テ
之
ヲ

〈
型
）

賛
成
セ
ザ
ル
ベ
シ
」
と
政
府
そ
の
他
に
一
一
一
戸
わ
ば
釘
を
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
商
法
の
施
行
延
期
を
可
決
し
た
帝
国
議
会
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
皮
肉
な
感
想
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
明
治
一
一
三
年
末
の
時
点

で
商
業
社
会
の
現
況
に
背
反
し
て
実
施
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
延
期
さ
れ
た
法
典
が
、
た
か
だ
か
同
一
一
四
年
、
二
五
年
の
一
一
年
間

を
経
た
だ
け
で
実
施
で
き
る
と
い
う
こ
と
自
体
理
屈
に
合
わ
な
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
期
間
に
十
分
な
修
正
を
加
え
て
現
況
に

適
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
が
筋
で
は
な
い
か
。
法
律
は
、
実
施
前
に
国
民
に
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
明
治
一
一
六
年
か

ら
本
気
で
実
施
す
る
つ
も
り
な
ら
、
直
ち
に
修
正
案
を
起
草
す
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
心
に
商
法
の
実
施
延
期
を
議

口
■
■
■
■
■
「

》》饒澪歸艤鴎院騨昧陶鴎時腿牌降ｉＬ櫻膨燃障鮖魅催い陸腰に味｛Ｌトレ旧ｉご？トＬ（》凪

決
し
た
帝
国
議
会
の
議
員
が
、
未
だ
修
正
に
つ
い
て
意
見
を
発
し
な
い
の
は
ど
う
い
う
わ
け
な
の
か
。

会
社
法
・
破
産
法
先
行
実
施
論
も
、
学
界
に
お
い
て
は
、
梅
謙
次
郎
あ
た
り
の
首
唱
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
商
法
を
延
期
す

べ
き
か
否
か
は
、
実
際
の
経
済
社
会
の
利
害
の
問
題
で
あ
る
が
、
社
会
情
勢
を
勘
案
す
れ
ば
、
「
商
法
中
目
下
一
日
モ
早
ク
実
施
セ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
部
分
モ
亦
夕
之
レ
ア
リ
、
会
社
法
破
産
法
是
レ
ナ
リ
、
今
ヤ
商
法
ハ
既
二
延
期
セ
ラ
レ
タ
リ
、
故
一
一
其
会
社
ト
破
産

（
妬
）

法
ト
ヲ
分
離
シ
特
別
法
ト
シ
ー
ア
発
布
ス
ル
コ
ト
実
二
今
日
ノ
急
務
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。

同
じ
く
次
の
よ
う
な
主
張
も
見
ら
れ
る
。
「
例
へ
（
近
年
会
社
ヲ
設
立
シ
テ
商
工
等
一
私
人
ノ
経
営
シ
能
ハ
ザ
ル
大
事
業
ヲ
起
サ
ン

ト
ス
ル
ノ
流
行
ア
リ
卜
錐
モ
、
役
員
ノ
権
限
・
株
主
間
ノ
権
義
・
公
衆
一
一
対
ス
ル
責
任
等
ヲ
規
定
ス
ル
所
ノ
会
社
法
ナ
キ
ヲ
以
テ
往
々

諸
種
ノ
弊
害
ヲ
醸
ス
事
ア
リ
…
：
・
是
等
新
事
実
一
一
関
ス
ル
法
律
ヲ
制
定
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
ト
セ
バ
ー
時
一
一
大
部
ノ
法
典
ヲ
編
成
ス
ル

（
〃
）

ノ
方
法
二
依
ラ
ズ
シ
テ
必
要
ア
ル
ヲ
感
ズ
ル
ニ
随
テ
漸
次
単
行
法
ヲ
発
行
ス
ル
ヲ
以
テ
最
良
ノ
方
法
ナ
リ
ト
信
ズ
」
。

と
り
わ
け
梅
謙
次
郎
は
、
具
体
的
に
商
法
典
に
規
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
従
い
、
こ
の
法
典
が
現
時
の
会
社
に
関
す
る
弊
害
を
除
去

開展
す
る
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
旨
を
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
設
立
に
関
し
て
商
法
は
「
若
干
ノ
条
件
ヲ
設
ケ
此
条
件
ヲ
具
備
ス

的史
ル
ー
非
ザ
レ
バ
会
社
ハ
未
グ
設
立
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
殊
二
株
式
会
社
ハ
再
度
政
府
ノ
免
許
ヲ
得
ル
ー
非
ザ
レ
パ
設
立
ス
ル
コ
ト
能

噸
ハ
ズ
ト
セ
リ
、
故
一
一
従
来
ノ
如
ク
好
商
四
五
相
集
リ
テ
｜
ノ
会
社
ヲ
企
テ
、
未
ダ
社
員
ア
ラ
ザ
ル
ニ
会
社
ノ
設
立
ノ
届
出
ヲ
為
シ
、

鵬
新
聞
二
広
告
シ
、
大
法
螺
ヲ
吹
キ
以
一
丁
株
主
ヲ
募
り
、
若
干
ノ
利
潤
ヲ
獲
テ
己
等
ハ
退
キ
、
以
テ
善
意
ノ
株
主
ヲ
損
害
ス
ル
コ
ト
能

雌
ハ
ザ
ル
ベ
シ
」
。
ま
た
、
会
社
の
経
営
・
管
理
に
関
し
て
も
「
商
法
ハ
細
カ
ニ
役
員
ノ
権
限
ヲ
定
メ
又
社
員
間
ノ
権
利
義
務
ヲ
規
定
シ
、

（
犯
）

〈云年
殊
二
株
式
会
社
一
一
就
イ
テ
ハ
程
々
監
督
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
、
監
査
役
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
置
キ
以
テ
取
締
役
ヲ
監
督
セ
シ
メ
、
或
ハ
臨
時
官
吏

一一
〈
羽
）

一
一
一
ヲ
派
遣
シ
一
丁
検
査
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
等
、
大
二
役
員
ノ
不
正
不
規
律
ヲ
防
止
セ
ン
コ
ト
ヲ
謀
し
り
」
。
会
社
の
解
散
の
場
合
に
お
い
て
も

治明
「
清
算
人
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
一
定
ノ
権
限
ヲ
以
テ
｜
定
ノ
監
査
方
法
一
一
従
上
会
社
財
産
配
当
ノ
事
ヲ
掌
ト
リ
、
以
テ
各
債
権
者
及
ビ

(413） ９ 
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（
釦
）

各
社
員
間
二
平
等
ノ
分
配
ヲ
為
サ
ン
コ
ト
ヲ
務
ム
ル
ナ
リ
」
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
会
社
法
が
「
実
施
サ
ー
フ
レ
ナ
バ
、
復
夕
今

（
瓠
）

日
ノ
如
キ
会
社
ノ
不
都
合
ナ
ル
ヲ
間
カ
ザ
ル
ナ
ー
フ
ン
」
。
以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
会
社
法
の
早
期
実
施
に
反
対
す
る
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
法
だ
け
を
早
期
に
実

施
せ
よ
と
い
う
「
論
者
ノ
ー
一
一
一
百
、
之
ヲ
明
治
十
九
年
二
発
セ
バ
或
ハ
多
少
ノ
勢
カ
ヲ
得
タ
ル
ヤ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
然
し
ド
モ
之
ヲ
今
日

（
犯
）

二
唱
道
シ
テ
徒
一
フ
ニ
世
人
ノ
耳
目
ヲ
奪
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
事
情
二
切
ナ
ラ
ザ
ル
世
人
情
ト
シ
テ
之
ヲ
願
ミ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
如
何
セ
ン
」
。

詮
」
の
主
張
の
背
景
に
あ
る
事
情
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
明
治
一
九
年
、
わ
が
国
政
府
の
強
引
な
紙
幣
整
理
政
策
は
一
段

落
し
、
同
年
一
月
に
は
紙
幣
の
正
貨
党
換
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
紙
幣
整
理
に
基
因
す
る
経
済
圧
迫
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

（
羽
）

な
っ
た
。
加
、
え
て
、
当
時
の
わ
が
国
は
実
質
上
銀
本
位
制
で
あ
っ
た
が
、
銀
相
場
の
長
期
的
低
落
が
円
為
替
の
低
落
を
も
た
ら
し
、

対
外
的
に
わ
が
物
価
を
割
安
に
し
、
国
内
物
価
を
引
き
上
げ
な
が
ら
輸
出
を
増
大
さ
せ
た
。
銀
相
場
が
最
も
低
か
っ
た
の
も
明
治
一

（
弧
）

九
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
因
が
、
企
業
の
台
頭
を
大
き
く
刺
激
し
た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
、
王
張
に
い
う
明
治
一
九
年
は
、
企
業

台
頭
熱
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
右
の
主
張
の
続
き
を
見
よ
う
。

「
去
ル
（
明
治
）
十
九
年
経
済
社
会
一
種
ノ
変
動
一
一
依
リ
テ
会
社
新
設
ノ
流
行
ヲ
生
ジ
玉
石
混
婿
為
メ
ニ
大
一
一
経
済
ヲ
撹
擾
セ
ル

ノ
跡
ア
リ
、
然
ル
一
一
今
ヤ
其
熱
度
漸
ク
冷
ニ
シ
テ
復
夕
会
社
ノ
新
設
ヲ
説
ク
モ
ノ
ナ
シ
、
タ
ト
ヒ
之
ヲ
説
ク
モ
ノ
ア
ル
モ
曇
年
（
の

う
れ
ん
）
ノ
覆
轍
ヲ
恐
レ
テ
之
一
一
応
ズ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
而
シ
テ
既
設
ノ
会
社
ニ
シ
テ
今
日
二
継
続
維
持
セ
ル
モ
ノ
ハ
前
日
ノ
恐
慌
（
明

治
一
一
一
一
一
年
一
月
の
わ
が
国
初
の
近
代
的
恐
慌
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
）
一
一
由
テ
多
少
ノ
創
ヲ
被
り
ダ
ル
一
一
拘
ラ
ズ
漸
次
整
備
ヲ
告

グ
ル
ノ
状
ア
リ
、
何
ヲ
苦
ン
デ
力
会
社
法
ノ
実
施
ハ
経
済
社
会
ノ
為
メ
一
一
焦
眉
ノ
急
ナ
リ
ト
云
フ
ヤ
、
時
勢
ノ
変
遷
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ

（
弱
）

亦
甚
ダ
シ
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ー
フ
ズ
」
。

法
ノ
規
定
（
四
十
一
ケ
条
）
疎
一
一
シ
テ
商
法
ノ
規
定
（
百
八
ケ
条
）
密
ナ
ル
コ
ト
恰
モ
他
ノ
諸
法
ト
其
関
係
ヲ
顛
倒
シ
破
産
法
ハ
独

り
商
法
ノ
ミ
ノ
規
定
ナ
レ
バ
ー
ー
者
共
一
一
民
法
ト
ノ
関
係
ヲ
有
セ
ズ
、
故
一
一
唯
其
法
典
ノ
部
分
ヨ
リ
分
離
シ
特
別
法
ノ
法
体
ト
ナ
ス
タ

（
妬
）

メ
ニ
修
正
ヲ
加
フ
ベ
キ
時
間
之
ヲ
延
期
ス
ル
ヲ
得
（
足
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
γ
会
社
法
の
分
離
実
施
に
理
解
を
示
し
た
見
解
が
表
明
さ

れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

グー、〆￣へグーへ〆￣、

１４１３１２１１ 
、－〆、－－、－〆.、－〆

（
９
）
 

（
、
）

（
１
）
平
塚
篤
校
訂
烏

（
２
）
同
前
二
九
六
頁
。

（
３
）
同
前
二
九
五
’
一

（
４
）
同
前
二
九
七
’
一

（
５
）
同
前
三
八
六
頁
。

（
６
）
同
前
三
八
七
頁
。

（
７
）
遠
山
茂
樹
Ⅱ
安
》

（
８
）
平
塚
・
性
（
１
二

（
ｕ
）
里
井
達
三
編
・
大
阪
商
工
会
議
所
八
十
五
年
史
（
昭
和
四
○
年
）
四
八
頁
。

（
巧
）
社
説
「
読
法
典
実
施
断
行
意
見
書
〔
法
学
新
報
一
四
号
（
明
治
二
五
年
）
〕
」
星
野
通
編
著
・
民
法
典
論
争
資
料
集
（
昭
和
四
四
年
）

以
上
が
延
期
派
の
代
表
的
主
張
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
意
見
の
あ
る
反
面
、
延
期
派
内
に
お
い
て
も
「
会
社
法
ハ
民

同
前

。

同
前
四
五
四
頁
。

同
前
五
八
五
頁
。

同
前
。

依
田
信
大
郎
編
・
東
京
商
工
会
議
所
八
十
五
年
史
上
巻
（
昭
和
四
一
年
）
四
五
三
頁
。

平
塚
・
性
（
１
）
前
掲
三
八
七
頁
参
照
。

同
前
三
八
七
頁
。

遠
山
茂
樹
Ⅱ
安
達
淑
子
・
近
代
日
本
政
治
史
必
携
（
昭
和
三
六
年
）
一
○
八
頁
。

同
前
一
一
九
五
’
二
九
六
頁
参
照
。

同
前
一
一
九
七
’
二
九
八
頁
参
照
。

平
塚
篤
校
訂
・
伊
藤
博
文
秘
書
類
纂
法
制
関
係
資
料
上
巻
（
昭
和
一
○
年
）
二
九
四
頁
。

● 

(414） 1０ (415） 1１ 

￣ 
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も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
わ

１
、
再
延
期
法
案
の
可
決

第
三
回
帝
国
議
会
は
、
明
治
一
一
五
年
（
一
八
九
一
一
年
）
五
月
一
一
日
に
召
集
さ
れ
、
同
月
六
日
に
開
院
さ
れ
た
。
こ
の
議
会
は
、
憲

政
史
上
初
の
衆
議
院
解
散
に
と
も
な
う
第
一
一
回
衆
議
院
総
選
挙
（
明
治
二
五
年
一
一
月
一
五
日
）
後
に
開
か
れ
た
特
別
議
会
で
あ
っ
た

が
、
右
の
選
挙
は
、
政
府
に
よ
る
大
干
渉
に
よ
っ
て
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
選
挙
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
選
挙
干
渉
の
背
後
の
理

由
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
精
神
を
活
か
す
た
め
、
議
会
は
政
府
に
協
力
す
る

存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
忠
良
な
臣
民
が
議
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
、
選
挙
干
渉
は

（
師
）

そ
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
政
府
の
帝
国
議
会
（
衆
議
院
）
に
対
す
る
当
時
の
一
息
識
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な

（
Ⅲ
）
社
聿

頁
参
照
。

（
Ⅳ
）
同
一

（
肥
）
同
一

（
四
）
和
［

四
四
年
）

（
別
）
飯
［

四
年
）
１

（
Ⅲ
）
無
一

（
皿
）
同
一

（
閉
）
梅
謙
次
郎
「
商
法
ノ
修
正
一
一
関
ス
ル
意
見
」
法
学
協
会
雑
誌
九
巻
一
一
号
（
明
治
一
一
四
年
）
四
六
頁
参
照
。

（
別
）
同
前
四
九
頁
。

（
妬
）
原
亀
太
郎
「
帝
国
議
会
〈
商
法
ヲ
如
何
セ
ン
ト
ス
ル
ヤ
」
法
学
協
会
雑
誌
九
巻
一
一
号
（
明
治
二
四
年
）
五
九
’
六
一
頁
参
照
。

〆～グー、〆￣、〆￣、〆￣、〆－，

３１３０２９２８２７２６ 
、－〆.、－〆、－〆、－〆、－〆､－＝

（
弱
）
奥
田
・
注
亜
）
前
掲
一
八
八
頁
。

（
妬
）
社
説
「
法
典
一
部
延
期
論
ノ
妄
ヲ
弁
ズ
〔
法
学
新
報
一
六
号
（
明
治
二
五
年
）
〕
」
星
野
通
編
著
・
民
法
典
論
争
資
料
集
（
昭
和
四
四
年
）

一
二
一
一
’
’
’
一
一
一
一
頁
。

（
弧
）
同
前
三
一
一
一
頁
。

（
路
）
高
橋
亀
吉
・
日
本
の
企
業
・
経
営
者
発
達
史
（
昭
和
五
一
一
一
年
）
一
一
一
二
頁
。

（
塊
）
奥
田
義
人
「
法
強

一
八
七
’
’
八
八
頁
。

（
犯
）

五
月
一
六
日
、
貴
族
院
議
員
村
田
保
は
、

六
六
頁
。

巴
社
説
「
法
典
実
施
延
期
意
見
〔
法
学
新
報
一
四
号
（
明
治
一
一
五
年
）
〕
」
星
野
通
編
著
・
民
法
典
論
争
資
料
集
（
昭
和
四
四
年
）
一
七
九

無
記
名
記
事
「
法
典
実
施
断
行
意
見

和
田
守
菊
次
郎
「
法
典
ノ
修
正
実
施
先
後
論
〔
法
治
協
会
雑
誌
一
号
（
明
治
二
四
年
）
〕
」
星
野
通
編
著
・
民
法
典
論
争
資
料
集
（
昭
和

同
前

◎ 

飯
田
宏
作
「
我
国
法
律
上
ノ
慣
習
一
一
就
テ
〔
法
治
協
会
雑
誌
一
号
（
明
治
一
一
四
年
）
〕
」
星
野
通
編
著
・
民
法
典
論
争
資
料
集
（
昭
和
四

同
前

◎ 

同
前
一
八
○
頁
。

同同
一二一ヨエー

目リ目U
ＯＯ 

士
方
寧
「
法
典
実
施
ノ
意
見
」
法
学
協
会
雑
誌
九
巻
八
号
（
明
治
一
一
四
年
）
二
一
一
一
頁
。

梅
謙
次
郎
「
論
商
法
」
法
学
協
会
雑
誌
九
巻
一
○
号
（
明
治
二
四
年
）
’
八
’
’
九
頁
。

同
前
一
九
頁
。

梅
・
注
（
羽
）
前
掲
四
三
頁
。

奥
田
義
人
「
法
典
断
行
説
ノ
妄
ヲ
弁
ズ
〔
法
学
新
報
一
四
号
（
明
治
二
五
年
）
〕
」
星
野
通
編
著
・
民
法
典
論
争
資
料
集
（
昭
和
四
四
年
）

九
八
頁
参
照
。

九
三
頁
。

第
一
一
章
第
三
回
帝
国
議
会
と
そ
の
後
の
動
向

■
１
１
「
「
１
口
「
‐

〔
法
治
協
会
雑
誌
二
号
（
明
治
二
五
年
）
〕
」
星
野
通
編
著
・
民
法
典
論
争
資
料
集
一
五
七
頁
。

（
鍋
）

’
五
名
の
賛
成
子
と
得
て
へ
民
法
商
法
施
行
延
期
法
律
案
を
提
出
し
た
。
村
田
保
は
官
Ⅲ

(417） (416） 1２ 

￣ 



『
１ 

一
方
、
衆
議
院
で
は
、
五
月
一
一
四
日
に
議
員
鳩
山
和
夫
ほ
か
六
名
が
「
民
法
商
法
商
法
施
行
条
例
及
法
例
施
行
期
限
延
期
法
案
」

（
妃
）

を
提
出
し
た
。
鳩
山
和
夫
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
・
エ
ー
ル
大
学
に
学
び
、
帝
大
法
科
教
授
（
法
学
博
士
）
の
職
に
あ
っ
た
が
、
こ

れ
を
辞
し
、
弁
護
士
に
転
身
後
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
右
の
延
期
法
案
は
、
民
法
商
法
は
明
治
三
○
年（
妃
）

ま
で
そ
の
施
行
を
延
期
す
る
が
、
会
社
法
・
破
産
法
は
予
定
ど
お
り
明
治
二
六
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
“
）
 

こ
の
法
案
は
、
先
の
貴
族
院
法
案
と
一
括
し
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

貴
族
院
に
お
い
て
は
、
五
月
二
六
日
か
ら
、
先
の
村
田
保
提
出
の
延
期
法
案
の
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。
当
然
、
政
府
は
こ
れ
に
反

対
を
表
明
し
て
い
る
。
一
一
八
日
、
同
院
に
お
い
て
こ
の
法
案
に
対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
小
澤
武
雄
議
員
の
提
出
に
よ
る
も

の
で
そ
の
内
容
は
、
「
但
修
正
ヲ
終
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
本
文
期
限
内
ト
錐
モ
之
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
但
書
を
法
案
に
付
加
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
蝿
」
小
澤
武
雄
は
、
陸
軍
中
将
の
職
に
あ
る
勅
選
議
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
経
歴
か
ら
は
、
修
正
案
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僚
出
身
の
勅
選
議
員
で
あ
る
。
英
独
法
に
通
じ
、
こ
の
分
野
の
著
書
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
法
案
は
、
「
明
治
一
一
十
一
一
一
年
一
一
一
月

法
律
第
一
一
十
八
号
民
法
財
産
編
債
権
編
担
保
編
証
拠
編
同
年
一
一
一
月
法
律
第
一
一
一
十
一
一
号
商
法
同
年
八
月
法
律
第
五
十
九
号
商
法
施
行
条

例
同
年
十
月
法
律
第
九
十
七
号
法
例
及
ビ
第
九
十
八
号
民
法
財
産
取
得
編
人
事
編
ハ
其
修
正
ヲ
行
フ
ガ
為
メ
明
治
一
一
十
九
年
十
一
一
月

三
十
一
日
マ
デ
其
施
行
ヲ
延
期
ス
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

五
月
二
○
日
、
政
府
は
閣
議
を
開
い
て
右
法
案
に
対
す
る
態
度
を
協
議
し
た
結
果
、
た
と
え
延
期
法
案
が
議
会
を
通
過
し
よ
う
と

（
側
）

も
、
従
来
の
方
針
ど
お
り
民
法
商
法
を
断
然
施
行
す
る
こ
と
に
決
し
、
議
場
に
お
い
て
不
同
意
を
明
一
一
一
一
口
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
年
の
五
月
に
は
、
政
府
に
対
し
て
民
法
商
法
実
施
の
建
議
書
・
意
見
書
が
数
多
く
提
出
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
旧
法
律

取
調
委
頂
長
山
田
顕
義
ほ
か
取
調
委
員
お
よ
び
報
告
委
員
一
一
一
八
名
か
ら
、
大
審
院
長
ほ
か
同
院
判
事
一
一
九
名
か
ら
建
議
書
が
提
出
ざ

（
虹
）

れ
て
い
る
。２
、
再
延
期
決
議
後
の
動
向
ｌ
政
府
雲
〒
民
間

明
治
一
一
五
年
（
一
八
九
二
年
）
六
月
一
日
、
再
延
期
法
案
可
決
後
の
貴
族
院
で
は
、
小
畑
美
稲
議
員
よ
り
民
法
商
法
修
正
審
査
委

（
⑲
）
 

員
を
設
け
る
べ
き
旨
の
建
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
明
治
二
四
年
一
一
月
に
同
議
員
ら
の
提
出
に
か
か
る
先
に
述
べ

た
建
議
案
と
ほ
ぼ
同
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
。
小
畑
美
稲
は
、
弾
正
台
巡
察
な
ど
を
経
て
、
名
古
屋
・
宮
城
控
訴
院
長
を
歴
任
、
明
治

一
七
年
に
元
老
議
官
と
な
り
、
明
治
二
一
一
一
年
に
勅
選
議
員
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
Ｐ

明
治
一
一
五
年
六
月
六
日
、
東
京
商
業
会
議
所
会
頭
渋
沢
栄
一
は
、
田
中
不
二
麻
呂
司
法
大
臣
お
よ
び
河
野
敏
鎌
農
商
務
大
臣
な
ら

六
月
三
日
か
衆
議
院
は
貴
族
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
法
案
を
特
別
委
員
の
審
査
に
付
託
、
同
月
一
○
日
に
こ
の
特
別
委
員
会
の
報
告

｛
〃
）

を
受
け
た
。
同
委
員
会
に
お
け
る
多
数
意
見
は
、
貴
族
院
の
法
律
案
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
の
反
対
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
同
日
、
衆
議
院
も
延
期
法
案
を
可
決
（
’
五
二
対
一
○
七
）
、
か
く
し
て
、
商
法
の
全
面
施
行
は
再
び
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

（
妬
）

送
付
し
た
。

も
知
ら
れ
て
い
る
。

五
月
二
八
日
、
塁

提
出
の
背
景
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
彼
は
、
貴
族
院
に
お
け
る
演
説
の
舌
禍
の
た
め
、
陸
軍
中
将
を
（
依
頼

の
形
式
で
は
あ
る
が
）
免
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
の
持
主
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
日
本
赤
十
字
社
の
前
身
、
博
愛
社
の
設
立
者
と
し
て

た
。

な
お
、
こ
の
「
民
法
商
法
施
行
延
期
法
律
」
は
、
両
院
通
過
後
数
か
月
を
経
て
も
裁
可
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

（
蛆
）

日
に
よ
う
や
く
裁
可
さ
れ
、
同
月
二
四
日
に
法
律
第
八
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

貴
族
院
は
右
の
修
正
を
容
れ
、
延
期
法
案
を
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し
（
一
二
三
対
六
一
）
、
即
日
こ
れ
を
衆
議
院
に

‐
１
１
１
１
口
１
１
１
１
口
‐
１
１
Ｉ
 

１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
 

明
治
一
一
五
年
二
月
一
一
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(識

３
、
再
延
期
決
議
と
学
界

学
界
も
ま
た
、
第
三
回
帝
国
議
会
の
開
会
前
か
ら
議
会
に
お
け
る
民
法
商
法
の
取
扱
い
に
注
目
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
回

帝
国
議
会
が
、
民
法
商
法
に
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
そ
の
実
施
延
期
を
決
議
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
一
回
帝
国
議

会
に
お
い
て
は
、
「
民
法
商
法
ハ
馬
耳
東
風
ノ
如
ク
軽
視
シ
之
ヲ
顧
ミ
ズ
…
…
人
民
一
一
直
接
ノ
関
係
ヲ
有
セ
ザ
ル
法
案
ノ
ミ
ヲ
之
レ
事

（
詔
）

ト
シ
、
直
接
二
利
害
得
失
ヲ
及
ボ
ス
ベ
キ
ニ
法
ヲ
顧
慮
セ
ザ
ル
如
キ
ハ
所
謂
冠
履
転
倒
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ト
請
う
可
シ
」
と
、
議
会
の

怠
慢
を
指
摘
す
る
声
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
政
治
的
混
乱
に
対
し
て
も
、
「
若
し
万
一
不
幸
に
も
党
派
の
問
題
政
熱
の
余
波
の

開展
為
め
に
区
々
た
る
問
題
に
議
会
開
会
の
日
時
を
摩
梢
し
国
民
の
生
理
に
大
関
係
あ
る
法
典
問
題
を
軽
々
看
過
す
る
が
如
き
あ
ら
ば
後

的
（
町
）

史
世
子
孫
に
対
し
何
の
面
目
あ
る
べ
き
や
」
と
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
て
い
た
。

歴の
結
局
、
議
会
は
民
法
商
法
施
行
の
再
延
期
を
決
定
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
一
日
も
早
く
修
正
の
実
効
を
挙

樅げ、完全無欠の法典を大成するよう希望するとともに、政府がその行政権を濫用することなく、議会の決定を十
法

（
詔
）

社
分
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
］
曰
の
意
見
表
明
が
み
ら
れ
る
。

〈云年
第
三
回
帝
国
議
会
の
議
事
の
過
程
の
中
で
、
商
法
と
り
わ
け
会
社
法
・
破
産
法
の
先
行
実
施
論
が
俎
上
に
上
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

一一
（
弱
）

三
は
、
あ
く
ま
で
も
商
法
の
先
行
実
施
に
反
対
し
、
民
法
と
同
時
施
行
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
と
、
会
社
法
・
破
産
法
の
先

治
（
釦
）

明
行
実
施
論
に
理
解
を
示
す
意
見
と
が
あ
る
。
従
来
の
延
期
派
の
中
に
、
会
社
法
・
破
産
法
の
先
行
実
施
論
に
理
解
を
一
示
し
つ
つ
も
、

神戸学院法学第26巻第２号

明
治
二
五
年
七
月
一
一
○
日
、
閣
僚
の
辞
任
問
題
や
先
の
選
挙
干
渉
の
処
分
問
題
な
ど
が
原
因
で
、
松
方
正
義
内
閣
は
辞
職
す
る
に

至
っ
た
。
同
年
八
月
八
日
、
こ
れ
を
受
け
て
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
が
成
立
、
商
法
修
正
問
題
は
、
伊
藤
内
閣
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

ぴ
に
貴
衆
両
院
議
長
に
宛
て
、
「
商
法
ノ
修
正
ヲ
要
ス
ル
義
一
一
付
建
議
（
請
願
）
」
を
提
出
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
会

議
所
は
、
調
査
委
員
会
を
設
け
て
、
商
法
修
正
の
た
め
の
逐
条
審
議
検
討
を
重
ね
て
い
た
が
、
明
治
二
五
年
六
月
一
一
一
日
の
臨
時
会
議

（
卯
）

を
経
て
、
「
商
法
及
商
法
施
行
条
例
修
正
案
」
を
決
定
、
こ
れ
を
受
け
て
、
そ
の
採
納
実
施
方
を
建
議
請
願
し
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お

渋
沢
栄
一
は
、
明
治
一
一
一
一
一
年
に
勅
選
議
員
と
な
っ
た
が
、
明
治
二
四
年
一
○
月
一
一
九
日
に
こ
れ
を
辞
し
、
こ
の
時
は
野
に
下
っ
て
い

た
。
こ
の
建
議
請
願
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
商
法
を
こ
の
ま
ま
実
施
す
れ
ば
、
「
大
―
―
我
商
業
ノ
秩
序
ヲ
撹
乱
シ
商
人
ヲ
シ

テ
非
常
ノ
困
厄
ヲ
感
ゼ
シ
メ
、
其
極
却
テ
意
外
ノ
結
果
ヲ
生
ズ
ル
事
ナ
シ
ト
セ
ズ
、
是
ヲ
以
テ
本
会
議
所
ハ
其
修
正
ヲ
切
望
シ
爾
来

胆
勉
（
び
ん
べ
ん
）
怠
ラ
ズ
之
ヲ
実
際
一
一
質
シ
之
ヲ
法
理
二
諮
上
、
別
冊
修
正
案
ヲ
調
成
シ
テ
」
提
出
す
る
の
で
、
「
本
会
議
所
ノ
意

（
皿
｝

見
ヲ
採
納
セ
ラ
レ
、
速
力
一
一
之
ヲ
修
正
シ
実
施
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
希
望
ノ
至
一
一
堪
へ
ズ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
提
出
さ
れ
た

別
冊
「
商
法
及
商
法
施
行
条
例
修
正
案
」
は
、
一
○
○
頁
を
超
え
る
大
冊
で
あ
っ
て
、
第
一
条
か
ら
第
一
○
五
五
条
に
わ
た
り
、
重

（
記
）

要
条
文
の
「
修
正
文
」
と
「
原
文
」
と
を
対
照
し
、
か
つ
修
正
ま
た
は
削
除
の
理
由
を
付
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
大
阪
商
業
会
議
所
は
、
第
三
回
帝
国
議
会
開
院
直
後
の
明
治
一
一
五
年
五
月
一
一
一
日
、
「
商
法
ハ
既
定
ノ
如
ク
サ
六
年
一
月

．
（
認
）

ヨ
リ
実
施
ノ
可
ナ
ル
コ
ト
ヲ
其
筋
へ
開
申
シ
且
貴
衆
両
院
議
院
二
対
シ
同
ジ
ク
せ
く
ノ
意
見
ヲ
開
陳
ス
ル
コ
ト
」
と
決
議
し
て
い
る
。

（
別
）

六
月
八
日
、
貴
族
院
は
、
先
の
小
畑
美
稲
議
員
が
提
出
し
た
民
法
商
法
修
正
審
査
委
員
を
設
け
る
］
曰
の
建
議
案
を
可
決
し
た
。

民
法
商
法
施
行
延
期
法
律
案
が
議
会
を
通
過
し
た
後
、
六
月
一
八
日
に
は
、
一
貫
し
て
民
法
商
法
の
全
面
早
期
施
行
を
主
張
し
続

け
た
田
中
不
二
麻
呂
司
法
大
臣
が
病
気
を
理
由
に
辞
職
を
奉
請
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
彼
は
、
民
法
商
法
施
行
延
期
法
律
案
お
よ
び

（
弱
）

民
法
商
法
修
正
審
査
委
員
を
設
け
る
旨
の
青
く
族
院
建
議
に
対
し
て
、
反
対
意
見
を
松
方
正
義
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

こ
れ
ら
に
か
か
わ
り
な
く
、
政
府
は
毅
然
と
し
て
予
定
ど
お
り
民
法
商
法
を
施
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
右
の

意
見
を
置
き
土
産
に
、
六
月
一
一
三
日
、
田
中
不
一
一
麻
呂
は
そ
の
職
を
辞
し
た
。

(421） 1７ (420） 1６ 
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な
お
、
再
延
期
が
決
定
し
た
後
の
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
日
常
が
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
の
た
め
に
掲
げ
て
お
こ

う
。
「
此
程
法
典
延
期
案
下
院
を
通
過
し
た
る
以
後
、
氏
は
人
毎
に
語
り
て
余
は
十
数
年
以
来
日
本
法
典
編
纂
の
為
め
に
畢
生
の
力

を
致
せ
し
も
の
な
る
に
、
今
日
議
会
が
法
典
実
施
延
期
を
可
決
し
た
る
は
、
日
本
人
氏
は
余
を
見
棄
て
た
る
も
の
に
し
て
余
亦
日
本

（
餌
）

に
用
な
し
と
し
て
快
々
と
し
て
楽
し
ま
ず
、
爾
来
大
学
の
講
師
を
も
断
り
て
出
席
せ
ず
云
々
」
。

お
そ
ら
く
、
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ー
ス
ラ
ー
も
同
様
の
心
境
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

会
社
法
等
を
「
基
儘
切
り
抜
キ
テ
直
チ
一
一
実
行
シ
得
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
是
し
亦
多
少
ノ
修
正
ヲ
要
ス
ル
ハ
論
ヲ
侯
タ
ズ
：
。
…
成
ル
可

（
田
〉

ク
速
カ
ニ
其
修
正
ノ
業
ヲ
卒
へ
、
更
二
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
求
メ
テ
実
行
ス
ル
ハ
頗
ル
妥
当
ニ
ア
ー
フ
ズ
ヤ
」
と
述
べ
、
貴
族
院
の
建

議
案
に
賛
同
を
示
し
た
も
の
が
あ
る
。

（
他
）

（
日
）

グヘグーへ〆￣、グーへ－－へ〆￣へグー、グー、グー、／￣、〆￣へ／￣へ"ヘグーヘ

６０５９５８５７５６５５５４５３５２５１５０４９４８４７ 
、－－、－〆～－－、－〆、－－、－－、－－、－〆､-－－－、－－～￣、－＝、－－

〆￣へ－～グーヘ〆■、グー、￣￣へ－■へ〆￣へ

４６４５４４４３４２４１４０３９ 
、－〆、－－、－－、＝〆、－〆、－〆、－〆、－〆

（
師
）
林
茂
Ⅱ
辻
清
明
編
・
［

（
胡
）
志
田
御
太
郎
・
日
本
一

日
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

Ｙ
・
Ｏ
「
次
ノ
帝
国
議
会
ハ
法
典
ノ
修
正
ヲ
如
何
ス
ベ
キ
カ
」
法
学
新
報
一
○
号
（
明
治
二
五
年
）
’
九
頁
。

社
説
「
法
典
修
正
問
題
」
法
学
新
報
一
三
号
（
明
治
一
一
五
年
）
’
九
頁
。

社
説
「
法
典
延
期
法
律
案
両
院
を
通
過
す
」
法
学
新
報
一
五
号
（
明
治
二
五
年
）
一
’
一
一
頁
参
照
。

松
野
貞
一
郎
「
民
法
商
法
交
渉
問
題
」
法
学
新
報
一
五
号
（
明
治
二
五
年
）
二
四
頁
以
下
。

奥
田
・
注
（
里
前
掲
一
八
七
’
’
八
八
頁
参
照
β

山
田
喜
之
助
「
民
法
及
上
商
法
修
正
延
期
ノ
要
領
」
法
学
新
報
一
七
号
（
明
治
一
一
五
年
）
四
二
頁
。

雑
報
「
ポ
ア
ソ
ナ
１
ド
氏
の
恒
々
（
ゆ
う
ゆ
う
と
法
学
新
報
一
五
号
（
明
治
二
五
年
）
’
○
七
頁
。

同
前
三
九
八
頁
参
照
。

熊
谷
開
作
「
商
法
典
論
争
史
と
大
阪
商
業
会
議
所
」
宮
本
又
次
編
・
大
阪
の
研
究
（
昭
和
四
一
一
年
）
’
二
九
頁
。

平
塚
・
注
（
１
）
前
掲
三
九
四
頁
。

志
田
夕
注
（
詔
）
前
掲
六
一
頁
。

平
塚
・
注
（
１
）
前
掲
一
一
一
九
三
頁
。

依
田
・
注
（
９
）
前
掲
五
八
五
頁
。

同
前
五
八
六
頁
。

同
前

。

平
塚
・
注
（
１
）
前
掲
三
九
○
頁
。

林
茂
Ⅱ
辻
清
明
編
・
日
本
内
閣
史
録
第
一
巻
（
昭
和
五
六
年
）

志
田
御
太
郎
・
日
本
商
法
典
の
編
纂
と
其
改
正
（
昭
和
八
年
）

平
塚
・
注
（
１
）
前
掲
一
一
一
九
四
－
三
九
五
頁
参
照
。

同
前
参
照
。

平
塚
・
注
（
１
）
前
掲
三
九
四
頁
。

志
田
・
注
（
胡
）
前
掲
六
○
頁
。

同
前
五
九
頁
。

同
前
三
九
○
’
一
一
一
九
一
頁
参
届

志
田
・
注
（
詔
）
前
掲
五
九
頁
。

同
前

。

「
■
‐
‐

一
頁
参
照
。

一
九
○
頁
。

、
、

五
八
頁
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
一
六
日
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
五
月
一
六

「
１
口
■
１
１(423） (422） 1９ 1８ 
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（
わ
）

開
院
当
日
の
一
一
月
二
九
日
、
政
府
は
、
「
商
法
及
商
法
施
行
条
例
中
改
正
並
施
行
法
律
案
」
を
貴
族
院
に
提
出
し
た
。
こ
の
法
案

は
、
商
法
第
一
編
第
六
章
（
商
事
会
社
及
ビ
共
算
商
業
組
合
）
、
第
一
一
一
章
（
手
形
及
ビ
小
切
手
）
お
よ
び
第
一
一
一
編
，
（
破
産
）
な
ら
び

に
商
法
施
行
条
例
中
の
商
法
典
の
会
社
、
手
形
お
よ
び
破
産
に
関
連
す
る
部
分
に
多
少
の
修
正
を
加
え
る
（
法
案
一
条
）
と
同
時
に
、

こ
の
部
分
を
明
治
二
六
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
（
法
案
一
一
条
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
案
に
よ
っ
て
先
行
施
行
さ

れ
よ
う
と
す
る
部
分
は
、
商
法
典
の
う
ち
四
一
九
か
条
（
う
ち
修
正
を
と
も
な
う
も
の
五
一
一
一
か
条
）
、
商
法
施
行
条
例
の
う
ち
四
三
か

（
刀
）

条
（
う
ち
修
正
を
と
も
な
う
も
の
八
か
条
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
に
よ
れ
ば
、
そ
の
提
出
か
ら
施
行
予
定
日
ま
で
わ
ず
か
に
一
か

月
程
し
か
な
く
、
い
か
に
政
府
が
こ
れ
ら
の
部
分
の
先
行
施
行
を
急
い
で
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。

山
縣
有
朋
司
法
大
臣
の
、
法
案
趣
旨
弁
明
演
説
中
、
会
社
法
に
関
連
す
る
部
分
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
我
国
商
業
社
会

ノ
秩
序
ノ
素
乱
」
は
「
已
一
一
数
年
ノ
久
シ
キ
一
一
渉
」
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
其
間
会
社
ノ
恐
慌
又
ハ
会
社
ノ
破
産
ノ
多
ク
ハ
投
機
者
流

ノ
タ
メ
ー
一
法
ノ
網
ノ
疎
ナ
ル
ョ
リ
致
シ
マ
シ
テ
｜
個
一
身
ノ
利
益
ヲ
鑿
断
セ
ン
コ
ト
ヲ
謀
ル
タ
メ
ニ
大
二
此
社
会
一
一
禍
害
ヲ
与
へ
」

１
、
民
法
商
法
施
行
取
調
委
員
会

明
治
一
一
五
年
（
’
八
九
一
一
年
）
一
○
月
七
日
、
政
府
は
、
司
法
官
、
学
者
？
貴
族
院
議
員
か
ら
な
る
民
法
商
法
施
行
取
調
委
員
会

（
田
）

を
設
置
し
、
委
員
一
三
名
を
任
命
し
た
。
委
員
長
は
西
園
寺
公
望
で
あ
る
。
西
園
寺
公
望
は
、
戊
辰
戦
争
以
来
の
維
新
の
立
役
者
の

一
人
で
あ
っ
た
。
明
治
四
年
、
仏
に
留
学
し
、
明
治
一
三
年
帰
国
後
、
明
治
法
律
学
校
の
設
立
に
関
与
し
て
い
る
。
明
治
一
八
年
よ

り
澳
・
白
・
独
駐
在
公
使
、
明
治
二
四
年
に
帰
国
し
て
い
る
。

こ
の
民
法
商
法
施
行
取
調
委
員
会
の
性
格
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
委
員
の
職
に
あ
っ
た
村
田
保
に
よ
れ
ば
、
会
議
の
初

日
に
伊
藤
博
文
総
理
大
臣
も
出
席
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
委
員
会
は
、
民
法
商
法
を
こ
の（
“
）
 

ま
ま
施
行
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
ま
た
は
修
正
を
な
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
そ
れ
を
取
り
調
べ
る
に
と
ど
ま
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

｜
方
、
当
時
の
一
部
雑
誌
報
道
等
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
博
文
は
、
開
会
に
あ
た
り
、
同
委
員
会
が
民
法
商
法
の
延
期
・
断
行
の
是
非
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
｜
部
施
行
し
て
他
に
差
支
え
を
生
じ
な
い
か
否
か
、
そ
の
利
害
得
失
を
調
べ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
と

（
価
）

さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
志
田
鉾
太
郎
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
せ
く
取
調
の
目
的
が
果
し
て
何
れ
に
あ
っ
た
か
は
全
然
之
を
秘
せ

（
価
）

ら
れ
て
い
た
」
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
取
調
委
員
〈
琴
設
置
後
、
比
較
的
時
間
を
置
か
ず
に
召
集
さ
れ
た
第

四
回
帝
国
議
会
の
冒
頭
に
、
商
法
の
一
部
先
行
施
行
に
関
す
る
法
案
が
政
府
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
察
し
て
、
商
法
の
一

（
師
）

部
施
行
問
題
が
こ
の
委
員
会
の
議
事
に
上
っ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
ｑ

こ
の
委
員
会
は
、
民
法
商
法
を
そ
の
ま
ま
施
行
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
委
員
六
名
、
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
委
員
六
名

（
船
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
委
員
長
の
西
園
寺
は
前
者
の
考
え
に
与
し
て
い
た
。
し
か
し
、
委
員
会
そ
の
も
の
は
、
西
園
寺
の
冷
静

を
運
営
に
よ
っ
て
、
村
田
保
ら
修
正
派
主
導
で
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
委
員
会
と
し
て
民
法
商
法
と
も
に
修
正
が
必
要
で
あ
る

（
的
）

と
の
決
定
を
み
た
。
こ
の
決
定
が
、
後
に
法
曲
〈
調
査
会
の
設
置
へ
と
繋
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

要
す
る
に
、
民
法
商
法
施
行
取
調
委
員
会
は
、
第
一
に
会
社
法
の
先
行
施
行
に
寄
与
し
た
と
い
う
点
で
、
第
二
に
商
法
の
全
面
的

修
正
へ
の
端
緒
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し
え
よ
う
。

た
◎ 

２
ｙ
第
四
回
帝
国
議
会

第
四
回
帝
国
議
会
（
通
常
議
会
）
は
、
明
治
一
一
五
年
（
’
八
九
一
一
年
）
｜
｜
月
二
五
日
に
召
集
さ
れ
、
同
月
一
一
九
日
に
開
院
さ
れ

第
一
一
一
章
二
一
一
一
年
会
社
法
の
改
正
と
施
行

(425） (424）２０ 2１ 

－－ 
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て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
是
等
ノ
弊
害
ヲ
匡
正
致
シ
マ
ス
ル
ー
ー
ハ
精
密
ナ
ル
法
律
ヲ
以
テ
会
社
ノ
営
業
ヲ
監
督
ス
ル
ョ
リ
外
二
途
ハ
」

（
ね
）

な
く
、
「
依
一
丁
此
〈
云
社
法
ノ
実
施
ハ
目
下
最
モ
緊
急
ナ
ル
モ
ノ
ト
存
」
ず
る
次
第
で
あ
る
。

右
の
法
案
に
お
け
る
、
商
法
お
よ
び
商
法
施
行
条
例
の
改
正
原
案
は
、
そ
の
大
半
が
東
京
商
業
会
議
所
の
「
修
正
案
」
を
受
け
入

（
ね
）

れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
若
干
の
政
府
自
身
の
、
主
張
も
織
り
込
ま
れ
て
い
た
。
東
京
商
業
会
議
所
提
出
の
修
正
案
の
作
成
に
は
、
民

法
商
法
施
行
取
調
委
員
会
の
構
成
員
で
あ
っ
た
穂
積
陳
重
や
梅
謙
次
郎
な
ど
も
顧
問
的
立
場
で
関
与
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
同
会

議
所
の
意
見
が
多
く
反
映
さ
れ
た
事
情
も
頷
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
河
）

’
二
月
二
日
、
貴
族
院
は
こ
の
法
案
の
審
査
を
特
別
委
員
会
（
’
五
名
）
に
付
託
し
た
が
、
特
別
委
員
の
う
ち
五
名
（
西
園
寺
公

望
、
小
畑
美
稲
、
村
田
保
、
木
下
廣
次
、
富
井
政
章
）
は
、
先
の
民
法
商
法
施
行
取
調
委
員
会
の
構
成
員
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
特
別
委
員
会
も
彼
ら
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
法
案
の
施
行
期
日
原
案
が
半
年

先
送
り
さ
れ
、
明
治
二
六
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
す
べ
き
も
の
と
修
正
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
に
は
、
切
迫
し
た
施
行
期
日
を
さ
し
あ

た
っ
て
延
期
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
と
も
に
、
当
時
の
商
人
社
会
の
慣
習
で
、
｜
月
ま
た
は
七
月
に
会
計
を
新
た
に
す
る
と

〈
布
）

い
う
事
情
が
勘
案
さ
れ
て
、
七
月
一
日
と
い
う
日
付
が
選
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
時
に
、
原
案
以
外
に
四
○
余
か
所
に
わ
た
る
修

（
布
）

正
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
東
京
商
業
会
議
所
の
意
見
が
強
く
織
り
こ
ま
れ
た
。
な
お
、
レ
ー
ス
ー
フ
ー
草
案
の
「
差
金
会
社
」
の

系
譜
を
ひ
き
、
有
限
責
任
社
員
の
み
か
ら
な
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
合
資
会
社
が
、
事
実
上
、
無
限
責
任
を
負
う
社
員
の
存
在

．
（
万
）

を
必
要
と
す
る
よ
う
改
め
ら
れ
た
の
も
（
’
一
二
六
、
’
四
六
条
参
照
）
、
特
別
委
員
会
に
お
け
る
決
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
に
も
東

（
沼
）

京
商
業
会
議
所
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

’
二
月
一
一
○
日
、
貴
族
院
は
、
特
別
委
員
会
の
修
正
案
を
可
決
、

’
二
月
一
一
四
日
、
衆
議
院
は
こ
の
法
律
案
の
審
査
を
特
別
委
員
会

院
の
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
、
法
案
に
一
部
修
正
が
加
え
ら
れ
た
が
、
翌
明
治
一
一
六
年
（
’
八
九
一
一
一
年
）
一
一
月
一
八
日
、
衆
議
院

（
皿
）

は
、
特
別
委
員
会
の
修
正
案
を
可
決
し
て
、
こ
れ
を
貴
族
院
に
送
付
し
た
。

（
皿
）

明
治
一
一
六
年
二
月
一
一
一
一
一
日
、
貴
族
院
は
衆
議
院
の
修
正
案
に
同
意
し
、
こ
の
法
案
を
可
決
し
た
。

か
く
し
て
「
商
法
及
商
法
施
行
条
例
中
改
正
並
施
行
法
律
」
は
、
明
治
二
六
年
一
一
一
月
六
日
、
法
律
第
九
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
こ

こ
に
会
社
・
手
形
６
破
産
の
三
法
と
会
社
に
関
す
る
商
業
登
記
Ｐ
商
業
帳
簿
の
諸
規
定
は
、
明
治
一
一
六
年
七
月
一
日
か
ら
よ
う
や
く

こ
に
会
社
・
手
形
６
破
産
の
三
法
と
会
社
」

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

〆￣､〆～グー、

6５６４６３ 
，－－－－､－－ 

（
灯
）
同
前
参
照
。
福
島
・
注
（
壁
前
掲
一
四
「
一
四
八
頁
。

（
冊
）
村
田
・
注
（
田
）
前
掲
一
四
九
頁
。
委
員
会
の
構
成
員
は
、
本
尾
敬
一
一
一
郎
、
横
田
國
臣
、
岸
本
辰
雄
、
長
谷
川
喬
、
熊
野
敏
三
、
木
下

廣
次
、
富
井
政
章
、
松
野
貞
一
郎
、
穂
積
陳
重
、
梅
謙
次
郎
、
村
田
保
、
小
畑
美
稲
で
あ
っ
た
。
な
お
、
志
田
・
注
諒
）
前
掲
六
一
一
頁
で

は
、
穂
積
陳
重
で
は
な
く
、
穂
積
八
束
の
名
が
委
員
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

（
船
）
志
田
・
注
（
羽
）
前
掲
六
二
頁
。

〆￣へ＝■､／￣､－－，

空ＺｌＺ９巴は
、

ｗ
）
福
島
正
夫
・
日
本
資
本
主
義
の
発
達
と
私
法
（
昭
和
六
一
一
一
年
）
一
四
八
頁
。
時
事
新
報
明
治
一
一
五
年
一
○
月
一
一
日
、
東
京
経
済
雑

誌
明
治
一
一
五
年
一
○
月
一
五
日
六
五
四
号
。

村
田
保
「
法
制
実
歴
談
」
法
学
協
会
雑
誌
一
一
一
二
巻
四
号
（
大
正
一
一
一
年
）
一
四
九
頁
参
照
。

同
前

。

穂
積
陳
重
で
は
な
く
、
穂
積
八
束
の
←

村
田
・
注
（
岡
）
前
掲
一
五
○
頁
参
照
。

志
田
・
注
（
胡
）
前
掲
四
九
頁
。

同
前
。

同
前
六
三
’
六
四
頁
。

（
ね
）

こ
れ
←
と
衆
議
院
に
送
付
し
た
。

（
帥
）

（
九
名
）
に
付
託
し
た
。
委
員
長
は
鳩
山
和
夫
で
あ
る
。
衆
議

(426） 2２ 
(427） 2３ 

＝ 



｢了

神戸学院法学第26巻第２号明治三二年会社法制定の歴史的展開

近
代
統
一
国
家
の
成
立
が
立
ち
遅
れ
た
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
明
治
維
新
後
、
封
建
経
済
か
ら
資
本
主
義
経
済
へ
と
い
う
経
済
体

制
の
移
行
、
と
り
わ
け
資
本
主
義
経
済
の
担
い
手
た
る
会
社
企
業
の
整
備
が
急
務
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
会
社
企
業
の
整
備

は
、
強
力
な
中
央
集
権
体
制
の
下
で
、
「
富
国
強
兵
」
に
よ
る
「
万
邦
対
時
」
を
実
現
す
べ
く
、
’
’
一
一
口
わ
ば
上
か
ら
の
殖
産
興
業
政
策
と

（
閉
）

し
て
展
開
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
政
府
は
、
会
社
企
業
の
自
、
壬
的
発
展
を
待
た
ず
、
上
か
ら
積
極
的
に
欧
米
の
会
社
制
度
、
と

く
出
）

り
わ
け
株
式
会
社
制
度
の
導
入
・
韮
曰
及
に
努
め
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
法
的
規
整
を
受
け
た
最
初
の
株
式
会
社
企
業
は
、
明
治
五
年
（
’
八
七
二
年
）
｜
｜
月
二
五
日
（
太
陽
暦
で
は

同
年
一
一
一
月
一
五
日
）
の
国
立
銀
行
条
例
（
大
政
官
第
三
四
九
号
）
に
基
づ
く
銀
行
会
社
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
銀
行
以
外
の

一
般
企
業
会
社
の
萌
芽
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

政
府
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
閏
四
月
一
一
五
日
（
太
陽
暦
で
は
同
年
六
月
一
五
日
）
、
勧
業
・
収
税
の
目
的
で
京
都
に
商
法

（
妬
）

司
を
設
け
、
東
京
と
大
阪
に
支
所
を
置
き
、
大
い
に
民
業
を
振
興
〈
し
よ
う
と
し
、
民
間
に
通
商
〈
云
社
と
為
替
会
社
を
設
け
た
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
年
）
五
月
末
か
ら
八
月
（
太
陰
暦
）
に
か
け
て
、
東
京
・
大
阪
・
西
京
・
横
浜
・
神
戸
・
新
潟
。
大
津
・
敦
賀
に

（
師
）

通
商
今
二
社
・
為
替
会
社
の
設
立
を
み
て
い
る
。
し
か
し
、
会
社
に
対
す
る
知
識
の
乏
し
さ
か
ら
、
為
替
会
社
は
明
治
五
年
（
一
八
七

（
師
）

二
年
）
に
、
通
商
会
社
は
、
明
治
六
～
七
年
（
一
八
七
一
一
一
～
七
四
年
）
に
解
散
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
会
社
は
、
共
同

の
出
資
を
な
す
と
は
言
え
、
そ
の
関
係
が
出
資
で
あ
る
か
、
会
社
へ
の
貸
付
に
す
ぎ
な
い
の
か
不
明
瞭
で
あ
り
、
営
業
上
、
取
締
役

と
い
う
制
度
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
社
中
月
番
で
持
廻
り
と
い
う
規
則
で
あ
っ
た
た
め
、
経
営
に
統
一
性
が
欠
け
て
い
た
と
い
わ
れ

経
営
学
者
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
民
間
に
お
い
て
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
に
創
業
し
た
丸
屋
商
社
が
わ
が
国
最
初
の
株
式

（
的
）

〈
室
社
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
む
し
ろ
旧
商
法
上
の
合
資
会
社
に
近
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
丸
屋

は
や
し
ゆ
う
て
き

商
社
は
、
今
日
の
丸
善
の
前
身
で
あ
る
。
丸
屋
商
社
は
、
早
矢
仕
有
的
に
よ
っ
て
、
横
浜
に
設
立
さ
れ
た
。
早
矢
仕
は
、
岐
阜
出
身
、

慶
応
義
塾
に
学
び
、
福
沢
諭
吉
の
薫
陶
を
受
け
た
。

丸
屋
商
社
の
現
存
す
る
最
も
古
い
社
則
は
、
明
治
六
年
（
’
八
七
三
年
）
六
月
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
社
則
に
よ
れ
ば
、
社
中
を

も
と
き
ん
は
た
ら
き

元
金
社
中
と
働
社
中
と
に
分
ち
、
各
社
中
は
入
社
に
際
し
一
口
百
円
と
し
て
一
口
な
い
し
数
口
を
出
資
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
元
金
社
中
は
、
言
わ
ば
業
務
執
行
に
関
与
し
な
い
優
先
株
主
的
な
社
員
で
あ
り
、
働
社
中
は
、
業

る兎と
。￣い、 〆￣へ〆￣、グーへ〆~、〆￣へ－面へ〆￣、￣へグー､グー、

８２８１８０７９７８７７７６７５７４７３ 
～￣、－－､＿〆、－－、.￣、－〆、－〆、－－、－－、－〆１

、
維
新
直
後
の
民
間
会
社

同
前
六
七
’
六
八
頁
。

同
前
七
○
頁
。

同
前
七
一
頁
。

福
島
・
注
〈
冊
）
前
掲
一
四
一
頁
。

志
田
・
性
（
胡
）
前
掲
六
四
’
六
五
頁
。

熊
谷
開
作
「
商
法
典
論
争
史
序
説
」
星
野
通
退
職
記
念
論
文
集
法
史
学
及
び
法
学
の
諸
問
題
（
昭
和
四
二
年
）
’
一
一
七
頁
参
照
。

福
島
・
注
扇
）
前
掲
一
四
一
頁
。

拙
稿
「
昭
和
一
一
一
一
年
会
社
法
改
正
の
歴
史
的
展
開
・
第
一
一
一
部
」
神
戸
学
院
法
学
一
一
五
巻
三
号
（
平
成
七
年
）
五
’
六
頁
参
照
。

牧
英
正
Ⅱ
藤
原
明
久
編
・
日
本
法
制
史
（
平
成
五
年
）
’
一
一
七
一
頁
参
照
。

志
田
・
注
（
兜
）
前
掲
六
七
頁
。

第
四
章
明
治
期
の
会
社
と
会
社
法
の
施
行

(429） (428） 2５ 2４ 
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ると達款のへ
府。下｜ま右と規太

務
執
行
に
関
与
す
る
社
員
に
あ
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
働
社
中
の
出
資
は
、
元
金
社
中
の
損
失
を
請
合
う
た
め
に
な
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
元
金
社
中
の
出
資
総
額
は
、
働
社
中
の
出
資
総
額
に
比
較
し
た
定
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
元
金
社
中
は
、
そ

の
定
限
以
上
の
額
の
出
資
が
許
さ
れ
ず
、
働
社
中
は
、
そ
の
割
合
以
下
に
出
資
を
減
ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
い
。
元
金
社
中
の

出
資
は
、
五
年
を
一
期
と
し
、
毎
年
利
益
金
の
中
か
ら
そ
の
総
出
資
額
の
一
割
五
分
に
相
当
す
る
金
額
を
元
金
定
約
利
益
と
称
し
て

配
当
し
、
こ
れ
を
元
金
に
繰
入
れ
、
結
局
五
年
後
に
は
倍
額
二
百
円
と
し
て
出
資
者
に
返
還
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
元
金
社
中
へ

の
利
益
配
当
は
、
働
社
中
へ
の
利
益
配
当
に
先
立
っ
て
先
取
り
す
べ
き
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
働
社
中
に
は
利

益
金
が
元
金
社
中
出
資
額
の
一
一
一
割
に
満
た
な
い
と
き
は
、
元
金
社
中
に
配
当
を
行
っ
た
残
額
が
配
当
さ
れ
、
三
割
以
上
に
達
し
た
と

き
は
じ
め
て
元
金
社
中
に
配
当
し
た
と
同
額
の
金
額
が
配
当
さ
れ
、
こ
れ
を
働
社
中
定
約
利
益
と
称
し
た
。
元
金
社
中
お
よ
び
働
社

中
へ
の
定
約
利
益
配
当
後
、
な
お
利
益
金
の
存
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
配
分
利
益
と
称
し
て
元
金
社
中
に
そ
の
三
分
の
一
、
働
社
中

（
卯
）

に
そ
の
三
分
の
一
一
を
配
分
し
た
。
会
社
の
営
業
成
績
が
働
社
中
の
責
任
に
か
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
Ｐ

丸
屋
商
社
に
は
勘
定
場
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
商
社
の
財
政
を
統
括
し
た
。
各
店
の
売
場
は
、
｜
定
額
の
商
業
元
金
を
勘

定
場
か
ら
預
か
っ
て
営
業
を
行
い
、
毎
月
元
金
の
利
息
、
家
作
代
、
金
子
利
息
、
月
々
の
利
益
金
を
勘
定
場
に
送
り
、
損
失
の
あ
っ

た
月
は
損
失
分
を
勘
定
場
か
ら
補
填
さ
れ
た
。
ま
た
、
予
備
金
と
し
て
、
営
業
上
の
損
失
を
補
填
す
べ
く
、
全
社
保
続
積
金
、
家
作

〈
皿
）

積
金
、
海
陸
難
事
備
金
、
貸
金
損
耗
備
金
、
無
名
備
金
と
い
う
制
度
を
設
け
て
い
た
。

丸
屋
商
社
の
役
員
は
、
社
長
、
取
扱
人
、
書
記
方
、
金
銀
方
、
各
店
支
配
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
社
長
は
、
’
○
口
以

上
の
出
資
者
で
か
つ
一
年
以
上
社
中
に
あ
る
者
に
限
ら
れ
、
全
社
内
外
の
事
務
を
総
括
す
る
。
取
扱
人
は
、
’
○
口
以
上
の
出
資
者

で
か
つ
一
年
以
上
社
中
に
あ
る
者
に
限
ら
れ
、
社
長
を
補
佐
し
、
内
外
事
務
を
扱
う
。
書
記
方
は
、
五
口
以
上
の
出
資
者
で
あ
る
者

に
限
ら
れ
、
帳
面
を
総
括
し
７
諸
店
の
帳
合
の
精
粗
を
検
し
、
全
社
の
成
績
表
を
作
成
す
る
。
金
銀
方
は
、
五
口
以
上
の
出
資
者
に

限
ら
れ
、
金
銀
借
賃
、
為
替
お
よ
び
諸
会
計
を
総
括
し
、
諸
入
費
の
支
弁
を
掌
る
。
各
店
支
配
人
は
、
一
一
口
以
上
の
出
資
者
に
限
ら

れ
、
商
業
専
執
の
権
を
与
え
ら
れ
る
が
、
金
銀
借
賃
、
商
売
柄
変
更
、
住
地
家
作
売
買
、
転
宅
、
支
店
員
の
増
限
等
に
関
す
る
権
限

（
卯
）

を
持
た
な
い
。
な
お
、
株
、
王
総
会
に
あ
た
る
組
織
の
有
無
に
関
し
て
は
、
調
べ
た
か
ぎ
り
で
は
、
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

右
の
丸
屋
商
社
の
よ
う
に
、
早
く
か
ら
会
社
組
織
の
名
に
値
す
る
企
業
も
存
在
し
た
が
、
明
治
六
年
（
’
八
七
一
一
一
年
）
三
月
に
横

（肥）あらため
浜
と
八
王
子
に
設
立
さ
れ
た
生
糸
改
会
社
の
よ
う
に
、
会
社
と
称
し
つ
つ
も
、
そ
の
実
態
は
、
組
合
類
似
の
組
織
に
す
ぎ
な
か
っ
た

と
い
う
企
業
も
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
役
職
者
が
身
元
積
立
金
と
称
す
る
金
員
を
出
資
し
て
、
共
同
経
営
を
行
っ
て
い
た

も
の
ら
し
い
。

２
、
会
社
法
施
行
前
の
会
社
規
整
と
会
社
の
発
展

わ
が
国
の
会
社
に
対
す
る
法
的
規
整
と
し
て
最
初
の
も
の
は
、
調
べ
た
限
り
で
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
二
月
一
一
七
日

（
太
陰
暦
）
の
県
治
条
例
（
大
政
官
第
六
一
一
三
号
）
の
中
に
あ
る
。
こ
の
条
例
の
中
に
県
治
事
務
章
程
と
い
う
規
則
が
あ
る
が
、
こ

の
規
則
は
、
地
方
官
が
、
「
主
務
ノ
各
省
へ
稟
議
シ
テ
処
分
ス
ベ
キ
」
事
項
（
上
款
と
称
す
る
）
と
「
専
任
施
行
」
で
き
る
事
項
（
下

款
と
称
す
る
）
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
款
の
第
一
三
条
に
「
諸
会
社
ヲ
許
ス
事
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

右
の
県
治
条
例
は
、
明
治
八
年
．
（
’
八
七
五
年
）
一
一
月
一
一
一
○
日
、
太
政
官
第
二
○
一
一
一
号
達
に
よ
っ
て
廃
止
せ
ら
れ
た
が
、
同
号

達
は
、
同
時
に
、
府
県
事
務
章
程
と
い
う
規
則
を
定
め
た
。
府
県
事
務
章
程
も
県
治
事
務
章
程
と
同
様
に
、
地
方
官
の
事
務
を
上
款

と
下
款
に
分
け
て
列
挙
し
て
い
る
。
上
款
第
六
条
に
「
銀
行
及
諸
会
社
一
一
准
充
ヲ
与
へ
又
ハ
之
ヲ
廃
停
ス
ル
事
」
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。府
県
事
務
章
程
は
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
年
）
七
月
一
一
五
日
、
太
政
官
第
三
一
一
号
達
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
、

(430） 2６ (431） 2７ 
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３
、
会
社
法
の
施
行
と
会
社
数

内
閣
統
計
局
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
年
）
に
お
け
る
わ
が
国
の
会
社
総
数
は
、
四
、
五
○
七
社
、
公
称
払

込
資
本
金
は
一
一
一
一
○
、
八
八
四
千
円
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
会
社
法
が
施
行
さ
れ
た
明
治
二
六
年
（
’
八
九
一
一
一
年
）

に
は
、
会
社
総
数
四
、
一
一
一
一
一
一
一
社
（
公
称
払
込
資
本
金
一
一
一
一
七
、
四
五
三
千
円
）
と
そ
の
数
を
減
じ
、
｜
翌
明
治
一
一
七
年
（
’
八
九
四

（
川
）

年
）
に
は
、
会
社
総
数
一
一
、
’
○
四
社
（
公
称
払
込
資
本
金
一
四
八
、
二
一
五
一
一
一
千
円
）
と
、
会
社
数
が
激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

会
社
法
の
施
行
に
よ
っ
て
そ
の
規
整
が
実
効
性
を
持
ち
、
法
規
整
に
耐
え
ら
れ
な
い
会
社
が
消
滅
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
明
治
一
一
八
年
（
一
八
九
五
年
）
か
ら
は
、
会
社
数
は
増
加
に
転
じ
、
同
年
に
は
会
社
数
二
、
四
五
八
社
（
公
称
払
込
資
本

金
一
七
四
、
○
四
七
千
円
）
、
明
治
一
一
九
年
に
は
会
社
数
四
、
五
九
五
社
（
公
称
払
込
資
本
金
三
九
七
、
五
六
五
千
円
）
と
、
順
調
に

発
展
を
開
始
し
て
い
る
。

（
”
）
 

の
時
期
に
再
活
躍
を
示
す
情
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
一
一
六
年
七
月
一
日
と
い
う
会
社
法
施
行
時
期
は
、
当
時
の

経
済
環
境
と
し
て
は
、
最
良
の
時
期
で
あ
っ
た
と
一
一
一
一
口
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

同
号
達
は
、
次
の
よ
う
に
従
来
の
取
扱
い
を
変
更
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
諸
会
社
設
立
願
…
…
等
条
例
規
則
一
一
依
り
地
方
官
ヲ
経
由
ス

ル
者
ハ
府
県
掌
管
ノ
事
務
各
省
一
一
稟
議
ス
ル
ノ
類
ト
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
知
事
令
〈
事
実
ヲ
公
証
ス
ル
為
二
奥
書
若
ク
ハ
加
印
シ

テ
主
務
ノ
省
一
一
進
達
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
会
社
の
設
立
は
、
地
方
長
官
に
願
い
出
る
と
い
う
形
式
に
改
め
ら
れ
、
こ
の
た
め
、
こ
の
年
以
降
、
｜
般
会
社

（
肌
）

の
設
立
が
箸
増
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
明
治
一
一
年
に
は
、
五
月
四
日
に
株
式
取
引
所
条
例
が
公
布
さ
れ
（
太
政
官
布
』
ロ

第
八
号
Ｉ
こ
れ
に
よ
っ
て
明
治
七
年
一
○
月
一
三
日
大
政
官
布
告
第
一
○
七
号
株
式
取
引
条
例
は
廃
止
さ
れ
た
｝
、
こ
れ
に
よ
り
、

（
妬
）

東京株式取引所、大阪株式取引所が開業するに至る。（ｗ）
明
治
一
○
年
代
か
ら
一
一
○
年
代
前
半
に
か
け
て
、
有
限
責
任
会
社
と
称
す
る
会
社
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
社
は
、
中
身
は
株

式
組
織
の
同
族
も
し
く
は
同
志
的
結
社
の
性
質
が
強
く
、
多
く
は
、
正
式
に
会
社
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
過
渡
的
形
態
で
あ
っ
た
。

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
年
〉
の
東
京
電
灯
、
’
七
年
（
一
八
八
四
年
）
の
大
阪
商
船
、
一
一
一
一
年
（
’
八
八
九
年
）
の
尼
崎
紡
績
（
後

（
”
）
 

の
東
洋
紡
績
）
、
日
本
生
〈
叩
保
険
な
ど
、
み
な
有
限
責
任
会
社
と
し
て
発
足
し
た
。
有
限
責
任
会
社
と
い
う
の
は
、
実
体
は
株
式
会
社

で
旧
商
法
会
社
編
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
臨
時
の
つ
な
ぎ
に
、
株
式
組
織
の
新
し
い
形
の
企
業
と
し
て
、
地
方
長
官
が
、
「
追
っ
て

一
般
会
社
条
例
が
発
布
さ
れ
る
ま
で
」
と
し
て
認
可
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
・
細
則
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
役

員
に
「
商
議
員
」
と
か
「
支
配
人
」
と
か
い
う
役
職
者
が
い
た
り
、
持
株
数
に
よ
っ
て
投
票
個
数
に
差
別
が
あ
っ
た
り
し
た
。

明
治
一
九
年
（
’
八
八
六
年
）
か
ら
二
一
一
年
（
一
八
八
九
年
）
に
か
け
て
、
わ
が
国
は
最
初
の
本
格
的
な
企
業
台
頭
時
期
を
迎
え

デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
肥
）

る
。
こ
の
時
期
に
は
、
通
貨
収
縮
そ
の
他
の
企
業
、
心
を
抑
圧
し
て
い
た
諸
障
害
が
解
消
し
、
企
業
を
め
ぐ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
反
動
と
し
て
、
明
治
二
一
一
一
年
（
一
八
九
○
年
）
に
は
、
わ
が
国
初
の
近
代
的
恐
慌
に
直
面
し
た
が
、
こ
れ
が
克
服
さ
れ
た
明
治

二
六
年
（
’
八
九
一
一
一
年
）
に
は
、
景
気
は
好
転
し
は
じ
め
た
。
も
し
一
一
七
年
に
日
清
戦
争
の
勃
発
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
企
業
は
こ

〆～、〆￣、〆￣へ〆￣へグーへ〆￣、

８８８７８６８５８４８３ 
、－〆、－〆～－－､－－、-－、_〆

藤
井
光
男
編
蕾
経
営
史
ｌ
日
本
（
昭
和
五
七
年
）
四
九
頁
．

片
岡
信
之
・
日
本
経
営
史
序
説
（
平
成
一
一
年
）
三
七
頁
。

野
田
信
夫
白
本
近
代
経
営
史
ｌ
そ
の
史
的
分
析
（
昭
和
六
三
年
一
七
五
頁
．

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
・
日
本
金
融
年
表
（
平
成
五
年
）
六
頁
。

片
岡
・
注
（
脳
）
前
掲
三
七
頁
。

野
田
・
注
（
冊
）
前
掲
七
五
頁
参
照
。

(432） (433） 2９ 2８ 
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商
法
及
商
法
施
行
条
例
中
改
正
並
施
行
法
律
が
公
布
さ
れ
た
直
後
の
、
明
治
二
六
年
（
’
八
九
一
一
一
年
）
一
一
一
月
一
一
五
日
、
政
府
は
、

勅
令
第
二
号
を
も
っ
て
、
法
典
調
査
会
規
則
を
公
布
し
た
。
同
規
則
は
、
同
年
七
月
六
日
、
勅
令
第
六
五
号
を
も
っ
て
、
｜
部
改

正
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
規
則
は
翌
明
治
一
一
七
年
一
一
一
月
二
七
日
公
布
の
勅
令
第
一
一
一
○
号
に
よ
り
、
再
整
備
さ
れ
て
い
る
。

’
一
七
年
規
則
に
よ
れ
ば
、
「
法
典
調
査
会
ハ
内
閣
総
理
大
臣
ノ
監
督
一
一
属
シ
法
例
、
民
法
、
商
法
及
付
属
法
律
ノ
修
正
案
ヲ
起
草
審

議
ス
」
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
二
条
）
。
一
一
六
年
規
則
は
、
民
法
、
商
法
及
び
付
属
法
律
を
「
調
査
審
議
ス
」
（
同
条
）

と
な
っ
て
い
た
が
、
改
正
後
は
そ
の
目
的
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
同
調
査
会
は
、
「
総
裁
、
副
総
裁
各
一
人
及
委
員
三
十
五
人
以
内

ヲ
以
テ
」
組
織
さ
れ
る
（
二
条
）
。
そ
し
て
、
委
員
の
中
か
ら
総
裁
の
任
命
に
よ
る
「
起
草
委
員
若
干
人
ヲ
置
キ
：
…
・
法
律
ノ
修
正
案

ヲ
起
草
セ
シ
ム
」
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
八
条
）
。
総
裁
は
、
議
事
を
整
理
し
、
そ
の
決
議
を
内
閣
総
理
大
臣
に
具
申
す
る
役
割
り

が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
（
六
条
）
、
規
則
に
お
い
て
実
質
的
に
会
務
を
管
理
す
る
の
は
副
総
裁
の
役
割
り
と
さ
れ
て
お
り
（
七
条
一
項
）
、

副
総
裁
は
、
委
員
と
同
一
の
資
格
を
も
っ
て
議
事
に
参
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
七
条
二
項
）
。

（
皿
）

法
曲
〈
調
査
会
の
初
代
総
裁
に
は
、
伊
藤
博
文
総
理
大
臣
が
自
ら
就
任
し
、
副
総
裁
に
は
西
園
寺
公
望
が
就
任
し
た
。
委
員
は
、
明

（
皿
）

治
二
七
年
（
一
八
九
四
年
）
一
一
一
月
以
来
、
明
治
一
一
一
○
年
（
’
八
九
七
年
）
一
一
一
月
ま
で
に
、
の
べ
四
四
名
が
任
免
さ
れ
て
い
る
。

法
典
調
査
会
の
発
足
当
時
の
同
会
の
内
情
に
つ
き
、
委
員
で
あ
っ
た
梅
謙
次
郎
が
、
伊
藤
博
文
追
悼
演
説
の
中
で
一
一
一
一
口
及
し
て
い
る

の
で
、
や
や
長
く
な
る
が
、
以
下
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

「
当
時
は
前
年
（
明
治
二
六
年
）
の
法
典
の
延
期
若
く
は
断
行
と
云
っ
て
、
鎬
を
削
っ
て
争
い
ま
し
た
あ
と
で
、
所
謂
断
行
派
、

延
期
派
と
云
う
も
の
が
、
多
少
感
情
の
上
に
於
て
融
和
を
欠
い
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
意
見
の
根
本
に
於
て
も
大
に
異
な
る
所
が
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
初
め
て
法
典
調
査
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
て
、
｜
年
程
の
間
は
其
会
議
の
状
況
も
頗
る
活
気
を
呈
し
て
居

り
ま
し
て
、
随
分
議
論
も
起
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
間
に
処
し
て
故
伊
藤
公
は
、
当
時
内
閣
総
理
大
臣
の
劇
職
を
帯
び
て
居
ら
る

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
毎
会
親
し
く
出
席
せ
ら
れ
ま
し
て
、
其
喧
擾
し
き
議
論
、
複
雑
し
た
る
争
の
中
に
立
っ
て
、
良
く
議
事
を
整
理

せ
ら
れ
ま
し
て
、
穏
や
か
に
併
し
な
が
ら
速
に
議
事
の
進
行
を
計
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
今
日
尚
昨
日
の
如
く
記
憶
し
て
居
る
所
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
是
亦
私
が
伊
藤
公
爵
に
敬
服
し
た
る
一
の
点
で
あ
り
ま
す
。

一
年
間
程
は
毎
回
議
事
に
御
出
席
に
相
成
り
、
又
法
典
調
査
会
の
事
務
に
付
て
も
、
親
し
く
指
導
監
督
の
労
を
執
ら
れ
ま
し
て
、

（
妬
）

（
妬
）

〆～グー、〆￣ヘ〆￣へ

ｌＯＯ９９９８９７ 
、－－、－－、－〆、－〆

〆￣へグー、

９４９３ 
、－〆、－〆

グーへ－－へ〆■～

９２９１９０ 
、－〆、－〆、－－

（
的
）

１
、
法
典
調
査
会
の
設
置

野
田
・
注
（
冊
）
前
掲
七
五
’
七
六
頁
参
照
。

藤
井
・
注
（
別
）
前
掲
五
二
頁
参
照
。

同
前
三
九
頁
参
照
。

こ
れ
ら
の
統
計
は
、

高
橋
・
注
（
羽
）
前
掲
一
一
一
一
’
一
一
一
二
頁
参
照
。

片
岡
・
注
（
Ｍ
）
前
掲
三
八
頁
。

野
田
・
注
（
開
）
前
掲
七
六
頁
。

同
前
二
○
’
二
一
頁
参
照
。

同
前
一
二
－
一
一
一
一
頁
参
照
。

片
岡
・
注
（
別
）
前
掲
三
七
頁
参
照
。

司
忠
編
・
丸
善
社
史
（
昭
和
一
一
六
年
）
一
九
’
二
○
頁
参
照
。

第
五
章
明
治
三
一
一
年
会
社
法
の
起
草
と
成
立

日
本
統
計
研
究
所
編
・
日
本
経
済
統
計
集
（
昭
和
三
一
一
一
年
）
’
一
一
五
頁
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

(434） (435） 3０ 3１ 
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そ
れ
が
為
め
に
前
年
来
蟠
（
わ
だ
か
）
ま
っ
て
居
っ
た
所
の
、
法
典
の
延
期
、
断
行
の
議
論
の
余
波
よ
り
生
じ
ま
し
た
る
所
の
感
情

の
行
違
な
ど
は
一
掃
し
去
ら
れ
て
仕
舞
い
ま
し
て
、
法
典
調
査
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
て
か
ら
、
略
々
（
ほ
ぼ
）
一
年
位
経
ち
ま
し
た

時
に
は
、
最
早
そ
う
云
う
痕
跡
は
留
め
な
か
っ
た
と
云
っ
て
宜
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
是
偏
に
故
伊
藤
公
の
議
事
の
整
理
が
宜
し
き

を
得
、
又
事
務
の
監
督
が
其
当
を
得
て
居
っ
た
為
め
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
勿
論
故
公
爵
の
時
代
に
は
副
総
裁
と
致
し
ま

し
て
、
西
園
寺
侯
が
尽
力
を
せ
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
元
よ
り
西
園
寺
侯
の
功
労
も
没
す
べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
初

（
川
〉

め
の
一
年
間
程
は
実
に
故
公
爵
が
、
親
し
く
法
曲
〈
調
査
会
の
監
督
も
致
さ
れ
又
議
事
の
整
理
ま
で
も
致
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
。

日
清
戦
争
の
勃
発
（
対
漬
宣
戦
布
告
明
治
二
七
年
八
月
一
日
）
に
よ
っ
て
、
や
が
て
伊
藤
博
文
の
調
査
会
へ
の
出
席
は
と
ど
こ
お

り
が
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
伊
藤
は
、
総
理
辞
任
後
も
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
年
）
｜
｜
月
五
日
ま
で
、
総
裁
の
職
を

（
皿
）

務
め
て
い
る
。
西
園
寺
公
望
も
同
年
同
月
同
日
ま
で
副
総
裁
の
職
に
あ
っ
た
。
伊
藤
博
文
は
、
法
に
対
す
る
資
質
豊
か
な
人
物
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
民
法
商
法
施
行
取
調
委
員
会
に
関
連
し
て
、
梅
謙
次
郎
は
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
「
故
公
爵

は
吾
々
の
月
か
ら
見
ま
す
る
と
、
法
律
学
者
で
は
な
い
。
法
律
学
の
方
か
ら
申
せ
ば
所
謂
素
人
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、
其
委
員
会
に
出
ら
れ
ま
し
て
、
吾
々
委
員
が
意
見
を
述
ぶ
る
の
を
聴
か
れ
て
、
直
に
之
を
判
断
せ
ら
れ
て
、
例
え
ば
私

共
が
其
当
を
得
な
い
と
思
う
議
論
を
吐
く
人
が
あ
る
と
、
｜
言
の
下
に
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
居
る
と
斯
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

如
何
に
も
私
は
公
の
頭
脳
の
明
で
あ
っ
て
、
判
断
力
に
富
ま
れ
且
中
々
学
理
的
の
頭
脳
を
有
っ
て
居
ら
る
る
に
敬
服
致
し
た
の
で
あ

（
伽
）

り
ま
す
」
。
伊
藤
の
横
顔
を
知
る
趣
く
味
深
い
逸
話
で
あ
る
。

た
な
く
か
お
る

法
典
調
査
会
に
お
い
て
、
商
法
修
正
案
の
起
草
委
員
と
な
っ
た
の
は
、
岡
野
敬
次
郎
、
田
部
芳
、
梅
謙
次
郎
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

（
脳
）

志
田
鋒
太
郎
、
加
藤
正
治
が
こ
れ
を
補
助
し
た
。
法
曲
〈
調
査
会
規
則
第
一
○
条
に
「
法
典
調
査
会
二
起
草
委
員
補
助
五
人
以
内
ヲ
置

キ
起
草
委
員
ノ
職
務
ヲ
補
助
セ
シ
ム
」
と
あ
る
。

梅
謙
次
郎
は
法
科
大
学
教
授
法
学
博
士
と
し
て
、
田
部
芳
は
司
法
省
参
事
官
と
し
て
、
各
々
明
治
一
一
七
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
に
調
査
会

委
員
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
岡
野
敬
次
郎
は
法
科
大
学
教
授
と
し
て
、
明
治
一
一
八
年
一
一
一
月
一
一
一
日
に
調
査
会
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
て

（
Ｍ
）
 

い
る
。
岡
野
の
就
任
が
遅
い
の
は
、
彼
が
欧
州
に
、
国
学
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

明
治
一
一
八
年
現
在
、
梅
謙
次
郎
一
一
一
五
歳
、
田
部
芳
一
一
一
五
歳
、
岡
野
敬
次
郎
三
○
歳
で
あ
っ
た
。

な
お
、
民
法
修
正
案
の
起
草
委
員
に
は
、
穂
積
陳
重
、
梅
謙
次
郎
、
富
井
政
章
が
任
命
さ
れ
た
。

明
治
一
一
七
年
（
’
八
九
四
年
）
八
月
、
金
沢
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
商
業
会
議
所
連
合
会
に
お
い
て
東
京
商
業
会
議
所
は
、
大

阪
・
広
島
・
神
戸
各
会
議
所
の
賛
成
を
得
て
「
株
式
会
社
の
発
起
及
び
設
立
の
認
可
に
関
す
る
規
定
の
廃
止
」
を
、
各
商
業
会
議
所

（
川
）

か
ら
当
局
に
建
議
・
請
願
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
可
決
さ
れ
た
。
東
京
商
工
会
議
所
は
、
翌
明
治
二
八
年
一
月
、
こ
の
趣
旨
を
農
商

務
・
司
法
両
大
臣
に
建
議
し
、
貴
衆
両
院
に
請
願
し
て
い
る
し
、
同
様
の
建
議
・
請
願
が
、
明
治
一
一
一
一
年
に
至
る
ま
で
相
次
い
で
各

（
川
）

商
業
会
議
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
わ
が
国
企
業
の
伸
張
は
、
設
立
免
許
、
王
義
の
壁
を
つ
き
崩
す
勢
い
で
あ
っ
た
わ
け
で

ま
た
、
会
社
法
が
わ
が
国
の
経
済
的
発
展
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
点
と
し
て
、
と
り
わ
け
財
界
の
改
正
要
望
が
強
か
っ
た
の
が
会

（
川
）

社
合
併
制
度
の
導
入
で
あ
っ
た
。
会
社
法
中
に
〈
口
併
の
規
定
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
当
時
合
併
を
欲
し
た
会
社
は
、
い
っ
た
ん
会
社

を
解
散
し
て
清
算
手
続
を
行
っ
て
か
ら
、
新
た
に
設
立
手
続
を
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
清
算
中
は

（
、
）

｜
時
事
業
の
進
行
を
停
止
せ
ざ
る
を
、
え
ず
、
は
な
は
だ
不
便
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
一
一
九
年
（
’
八
九
六
年
）
九
月
二
五
日
、
大
阪
商
業
会
議
所
は
、
そ
の
総
会
に
お
い
て
片
岡
直
温
の
建
議
に
よ
る
「
同
性
質

あ
る
。

２
、
商
業
会
議
所
の
活
動

(436）３２ (437） 3３ 
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唐

開展
４
、
第
一
○
回
帝
国
議
会

的史
第
一
○
回
帝
国
議
会
（
通
常
議

硴
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
内
閣
は
、

｛疋制
闇
は
、
明
治
二
九
年
九
月
一
八
日

法社
開
院
当
日
の
一
一
一
月
二
五
日
、

〈二年治
二
十
一
一
一
年
法
律
第
一
一
一
十
一
一
号
商

一一三
七
号
法
例
、
同
年
法
律
第
九
十
八

ム
ロ

卿
デ
之
ヲ
施
行
セ
ズ
但
商
法
第
一
編

号
の
株
式
会
社
合
併
に
関
す
る
法
律
制
定
希
望
の
件
」
を
採
り
上
げ
、
一
○
月
一
三
日
、
審
議
委
員
の
修
正
案
「
商
事
会
社
合
併
及
組

２
 

（
皿
）

舗
織
変
更
制
に
関
す
る
意
見
書
並
請
願
書
案
」
を
可
決
し
た
。
〈
口
併
と
同
時
に
、
商
事
会
社
組
織
変
更
に
関
す
る
条
規
を
切
望
し
た
わ

（
畑
）

（
山
）

別
け
で
あ
る
。
東
京
商
業
会
議
所
も
ま
た
、
明
治
一
一
九
年
九
月
に
「
会
社
〈
ロ
併
二
関
ス
ル
法
律
制
定
」
を
建
議
し
て
い
る
。

第
（
班
）

さ
ら
に
進
ん
で
明
治
三
○
年
（
一
八
九
七
年
）
六
月
、
大
阪
商
業
会
議
所
は
、
「
商
事
会
社
合
併
法
」
の
制
定
を
要
請
し
て
い
る
。

学
（
肌
）

法
同
年
同
月
、
東
京
商
業
会
議
所
も
ま
た
「
商
事
会
社
合
併
法
」
の
制
定
を
建
議
し
て
い
る
。

院
（
Ⅲ
）
 

学
こ
れ
ら
一
連
の
〈
ロ
併
法
の
要
望
は
、
日
清
戦
争
後
の
好
況
期
に
際
す
る
実
業
界
一
般
の
声
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
わ

一戸
（
畑
）

神
が
国
の
企
業
社
会
が
集
中
合
同
の
時
代
の
入
り
口
を
迎
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
、
え
よ
う
。
な
お
、
銀
行
に
対

し
て
は
、
明
治
一
一
九
年
（
’
八
九
六
年
）
四
月
一
一
○
日
、
銀
行
合
併
法
（
法
律
第
八
五
号
）
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。

’． 

て
い
る
。
後
に
商
事
組
合
の
規
定
は
、
明
治
一
一
九
年
（
一
八
九
六
年
）
六
月
一
一
一
一
日
配
布
の
商
乙
第
一
一
一
号
に
よ
り
、
「
第
三
編
契
約
」

中
に
掲
げ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

明
治
一
一
九
年
一
○
月
二
四
日
配
布
の
商
乙
第
四
号
に
お
い
て
は
、
「
株
式
合
資
会
社
二
関
ス
ル
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
て
い

（
川
）

明
治
二
九
年
五
月
中
に
は
、
起
草
委
員
は
商
法
典
原
案
を
作
成
し
、
議
事
に
上
呈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
に
は
、
一
応
、

条
文
の
体
裁
を
整
え
た
原
案
が
出
来
あ
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
原
案
を
た
た
き
台
と
し
て
、
以
後
一
年
半
あ
ま
り
、
明
治
三
○

（
皿
）

年
（
’
八
九
七
年
）
’
一
一
月
一
七
日
ま
で
、
法
曲
〈
調
査
会
は
商
法
曲
〈
の
審
議
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。

る
０ 

ａ
商
法
起
草
委
員
会
の
活
動
ｌ
明
治
二
八
年
か
ら
明
治
三
○
年

（
畑
）

商
法
修
正
案
に
関
す
る
法
典
調
査
会
の
議
事
は
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
年
）
九
月
一
一
七
日
に
開
始
さ
れ
た
が
、
梅
、
岡
野
、

田
部
ら
起
草
委
員
ら
は
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
に
活
動
を
開
始
し
た
よ
う
で
あ
る
。

会
社
法
修
正
に
関
し
、
い
ち
は
や
く
一
一
一
一
口
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
設
立
準
則
主
義
の
採
用
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
二
八
年
九
月

一
二
日
に
配
布
さ
れ
た
商
乙
第
一
号
の
な
か
に
「
株
式
会
社
ノ
設
立
一
一
ハ
主
務
官
庁
ノ
許
可
ヲ
要
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
」
と
の

表
現
が
あ
る
。

同
年
九
月
二
六
日
に
配
布
さ
れ
た
商
乙
第
一
一
号
は
、
商
法
典
の
配
列
に
関
す
る
最
初
の
案
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
会
社
法
は
、
「
第
二
編
会
社
」
と
し
て
独
立
し
た
編
と
さ
れ
、
「
第
一
章
商
事
会
社
」
と
し
て
、
以
下
「
第
一
節
総
則
」
「
第
二
節

合
名
会
社
」
「
第
一
一
一
節
合
資
会
社
」
「
第
四
節
株
式
会
社
」
「
第
五
節
罰
則
」
が
配
さ
れ
、
「
第
一
一
章
商
事
組
合
」
と
い
う
構
成
案
と
な
っ

開
院
当
日
の
一
一
一
月
一
一
五
日
、
政
府
は
、
「
法
典
ノ
施
行
延
期
一
一
関
ス
ル
法
律
案
」
を
貴
族
院
に
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
明

治
二
十
一
一
一
年
法
律
第
一
一
一
十
一
一
号
商
法
総
則
、
第
一
編
第
一
章
乃
至
第
五
章
、
第
七
章
乃
至
第
十
一
章
、
第
一
一
編
、
同
年
法
律
第
九
十

七
号
法
例
、
同
年
法
律
第
九
十
八
号
民
法
財
産
取
得
編
、
人
事
編
及
ビ
其
施
行
一
一
必
要
ナ
ル
法
律
ハ
明
治
一
一
一
十
一
年
六
月
一
一
一
十
日
マ

デ
之
ヲ
施
行
セ
ズ
但
商
法
第
一
編
第
一
一
章
及
ビ
第
四
章
ハ
商
事
会
社
一
一
付
テ
ハ
従
前
ノ
通
之
ヲ
施
行
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

同
年
九
月
四
日
配
布
の
商
乙
第
五
号
で
は
、
「
株
式
会
社
及
ビ
株
式
合
資
会
社
一
一
於
テ
無
記
名
株
及
ビ
優
先
株
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
」
と

（
通
常
議
会
）
は
、
明
治
一
一
九
年
（
’
八
九
六
年
）
｜
｜
｜
月
一
一
一
一
一
日
に
召
集
さ
れ
、
一
一
一
月
二
五
日
に
開
院

内
閣
は
、
す
で
に
第
一
一
次
伊
藤
博
文
内
閣
か
ら
第
一
一
次
松
方
正
義
内
閣
に
交
替
し
て
い
た
（
第
二
次
松
方
内

八
日
成
立
）
。

(439） (438）３４ 3５ 
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（
肌
）

貴
族
院
は
、
五
月
一
一
○
日
よ
り
審
議
を
開
始
し
、
五
月
二
八
日
に
原
案
全
部
を
可
決
、
こ
れ
を
衆
議
院
に
送
付
し
た
。

（
伽
）

衆
議
院
で
は
、
五
月
一
一
二
日
か
ら
審
議
が
開
始
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
時
期
に
、
政
府
は
地
租
増
徴
案
を
は
じ
め
と
す

る
増
税
諸
案
を
議
会
に
提
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
一
年
度
予
算
案
は
前
議
会
解
散
の
た
め
成
立
せ
ず
、
そ
の
不
足
分
は
、

開展
清
国
か
ら
の
償
金
を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
に
す
る
が
、
三
一
一
年
度
以
降
の
予
算
を
正
常
化
す
る
た
め
増
税
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で

的
（
剛
）

（
醜
）

史
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
後
放
漫
に
流
れ
た
財
政
の
整
理
は
、
伊
藤
内
閣
の
重
要
な
課
題
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

噸
政
府
は
、
増
税
案
の
通
過
を
希
望
し
て
、
会
期
の
延
長
や
、
三
日
間
の
停
会
を
な
し
、
進
歩
党
と
の
交
渉
を
も
試
み
た
が
、
こ
の

（
剛
）

樅
奔
流
の
中
川
に
、
商
法
修
正
案
は
の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
形
に
な
っ
た
。

法社
六
月
一
○
日
、
議
員
の
約
七
割
を
農
業
関
係
の
代
表
で
占
め
る
衆
議
院
に
お
い
て
地
租
増
税
案
が
否
決
さ
れ
る
や
、
同
時
に
衆
議

明治三二年会社法

５
、
第
二
回
帝
国
議
会

第
一
一
回
帝
国
議
会
（
通
常
議
会
）
は
、
明
治
一
一
一
○
年
（
’
八
九
七
年
）
一
一
一
月
一
二
日
召
集
さ
れ
、
同
一
一
四
日
開
院
さ
れ
た
。

松
方
正
義
政
権
の
基
盤
は
、
こ
の
時
期
、
大
い
に
ゆ
ら
い
で
い
た
。
地
租
増
徴
問
題
な
ど
を
中
心
と
し
た
対
立
で
、
松
方
内
閣
は
進

（
畑
）

歩
党
の
支
持
を
得
ら
れ
な
く
な
り
、
自
由
党
と
の
提
携
工
作
も
失
敗
し
て
い
た
。

そ
れ
で
も
政
府
は
、
開
院
当
日
の
一
一
一
月
二
四
日
、
法
典
調
査
会
で
議
事
を
終
了
し
た
ば
か
り
の
新
商
法
修
正
案
を
、
民
法
修
正

案
と
と
も
に
貴
族
院
に
提
出
し
た
。
政
府
委
員
は
、
起
草
委
員
で
あ
っ
た
梅
謙
次
郎
、
田
部
芳
、
岡
野
敬
次
郎
で
あ
る
。
当
時
の
各
々

（
皿
）

の
一
肩
書
き
は
、
梅
が
法
制
局
長
官
、
田
部
が
司
法
省
参
事
官
、
岡
野
が
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
で
あ
る
。
こ
の
時
に
提
出
さ

（
噸
）

れ
た
商
法
修
正
案
は
、
全
六
六
六
か
条
か
ら
な
り
、
編
章
節
款
の
配
列
は
、
後
の
明
治
三
一
一
年
法
に
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
翌
一
二
月
二
五
日
、
衆
議
院
に
松
方
内
閣
不
信
任
決
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。
松
方
は
、
こ
れ
が
議
決
さ
れ
る
前
に
衆
議

（
川
）

院
を
解
散
し
た
。
貴
族
院
は
停
会
と
な
り
、
商
法
修
正
案
は
成
立
に
至
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
松
方
内
閣
は
一
二
月
二
八
日
に
辞
職

し
た
。

つ
ま
り
、
法
典
調
査
会
の
審
議
が
、
明
治
一
一
一
一
一
年
商
法
の
施
行
期
日
た
る
明
治
一
一
九
年
一
一
一
月
三
一
日
ま
で
に
終
了
す
る
こ
と
が

（
皿
）

と
う
て
い
で
き
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
に
至
っ
た
た
め
、
な
お
、
｜
年
間
、
そ
の
施
行
を
延
期
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

一
一
一
月
二
六
日
、
右
法
案
は
貴
族
院
、
衆
議
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
同
月
一
一
九
日
、
法
律
第
九
四
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
商
法
の
全
面
施
行
は
、
明
治
一
一
一
一
年
六
月
三
○
日
ま
で
再
々
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
一
一
次
松
方
正
義
内
閣
の
辞
職
を
受
け
て
、
明
治
一
一
一
一
年
（
’
八
九
八
年
）
｜
月
一
一
一
日
、
第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣
が
成
立
し
た
。

第
五
回
衆
議
院
総
選
挙
（
明
治
一
一
二
年
一
一
一
月
一
五
日
）
を
経
て
、
第
一
一
一
回
帝
国
議
会
（
特
別
議
会
）
は
、
同
年
五
月
一
四
日
に

召
集
さ
れ
、
五
月
一
九
日
に
開
院
さ
れ
た
。
明
治
一
一
三
年
商
法
の
全
面
施
行
期
日
が
、
約
一
か
月
半
後
に
せ
ま
っ
て
い
た
。

政
府
は
、
何
と
し
て
も
商
法
修
正
案
の
議
会
通
過
を
図
る
べ
く
、
開
院
当
日
の
五
月
一
九
日
、
商
法
修
正
案
を
貴
族
院
に
提
出
し

（
Ｗ
）
 

た
。
政
府
委
員
の
陣
容
は
前
回
と
同
じ
く
、
梅
謙
次
郎
、
、
田
部
芳
、
岡
野
敬
次
郎
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
提
出
さ
れ
た
商
法
修
正
案

は
、
全
六
八
五
か
条
か
ら
な
り
、
前
修
正
案
に
比
し
て
一
九
か
条
増
加
し
て
い
た
が
、
編
章
節
款
の
配
列
は
前
修
正
案
に
異
な
ら
な

六
月
一
○
日
、
》（
岨
）

院
は
解
散
さ
れ
た
。

は
、
全
六
八
五
か（
皿

い
も
の
で
あ
っ
た

か
く
し
て
、
商
法
修
正
案
は
、
再
び
審
議
未
了
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
新
民
法
典
草
案
の
残
部
は
今
議
会
で
可
決
さ
れ
、
明
治

（
噸
）

一
一
一
一
年
六
月
二
一
日
、
法
律
第
九
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
六
日
よ
り
施
行
法
と
と
も
に
施
行
さ
れ
た
。

６
、
第
一
二
回
帝
国
議
会

｡￣条

(440） 3６ (441） 3７ 
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野
・
田
部
で
あ

開展
款
の
配
列
は
前

的史
一
月
一
四
日

噸
案
は
「
重
大
ナ

縦
其
等
ノ
意
見
ヲ

法
（
川
）

社
マ
ス
」
と
述
べ

〈云年
一
月
二
四
日

一一一一一
一
月
三
一
日

治明
シ
テ
ハ
此
欠
点

７
、
明
治
一
一
三
年
商
法
、
予
想
外
の
全
面
施
行

明
治
一
一
一
一
年
六
月
一
○
日
の
衆
議
院
の
解
散
か
ら
、
明
治
一
一
一
一
一
年
商
法
の
施
行
延
期
期
日
の
末
日
、
す
な
わ
ち
同
年
六
月
三
○
日

ま
で
、
わ
ず
か
に
二
○
日
間
し
か
な
い
。
政
府
内
で
は
、
緊
急
勅
令
に
よ
っ
て
さ
ら
に
施
行
を
延
長
す
る
と
い
っ
た
方
法
も
検
討
さ

（
剛
）

れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
部
内
に
賛
成
者
が
少
な
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
旧
商
法
典
の
実
質
的
に
廃
止
同
様
に
考
、
え

（
Ⅳ
）
 

ら
れ
て
い
た
部
分
が
、
「
朝
野
驚
情
の
裡
に
」
、
明
治
三
一
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

二
一
一
一
年
商
法
の
施
行
に
つ
き
、
志
田
鉾
太
郎
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
旧
法
の
全
部
が
結
局
施
行
さ
れ
た
の
は
元
よ
り
政
府
が
不
注
意
で
あ
っ
た
こ
と
も
其
原
因
の
一
つ
に
算
え
ら
れ
る
も
、
考
え
て

見
れ
ば
誠
に
数
奇
な
る
運
命
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
旧
商
法
典
中
、
会
社
、
手
形
及
び
破
産
の
如
き
既
に
施
行
せ
ら
れ
て
居
っ
た
部
分

は
、
仮
令
新
民
法
典
と
調
和
せ
ざ
る
と
す
る
も
比
較
的
に
少
く
、
若
し
幾
分
あ
っ
た
と
て
も
解
釈
上
何
れ
に
か
始
末
を
つ
け
る
こ
と

は
出
来
た
け
れ
ど
、
新
た
に
施
行
せ
ら
れ
た
第
一
編
中
商
事
契
約
の
一
般
規
定
（
例
え
ば
契
約
の
取
結
、
履
行
、
損
害
賠
償
、
違
約

金
代
理
、
時
効
、
交
互
計
算
、
質
権
、
留
置
権
の
規
定
）
及
び
各
部
規
定
（
例
え
ば
売
買
、
消
費
貸
借
、
寄
託
の
規
定
）
並
に
海
商

法
の
規
定
（
例
え
ば
船
舶
所
有
権
、
船
舶
債
権
者
、
時
効
の
規
定
）
の
如
き
は
、
新
民
法
典
と
の
調
和
に
付
き
解
釈
上
頗
る
困
難
を

惹
起
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
等
の
部
分
は
任
意
法
規
多
き
為
め
、
実
際
上
の
問
題
と
し
て
は
格
別
の
困
難
を
惹

起
き
ざ
り
し
こ
と
不
幸
中
の
幸
と
請
う
べ
き
で
あ
る
。
但
し
非
訟
事
件
手
続
法
の
如
き
は
新
民
法
典
の
付
属
法
律
た
る
と
同
時
に
新

商
法
典
付
属
法
律
た
る
べ
き
も
の
故
、
旧
商
法
典
と
の
不
調
和
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
手
続
法
の
こ
と
と
て
全
く
適
用
出
来
な
か
っ
た

ま
た
、
梅
謙
次
郎
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
人
が
法
律
思
想
に
富
ん
で
な
か
っ
た
た
め
、
旧
商
法
が
施
行
さ
れ
た
と
一
一
一
一
口
っ
て
も
実

際
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
つ
つ
、
旧
商
法
の
施
行
は
一
面
明
治
一
一
三
年
の
条
約
改
正
に
必
要
で
あ
っ
た
た
め
に
、
条
約
改

（
伽
）

９
℃
の
で
あ
る
」
。

８
、
明
治
三
一
一
年
会
社
法
の
成
立
（
第
一
一
一
一
回
帝
国
議
会
）

第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣
の
後
を
受
け
、
わ
が
国
初
の
政
党
内
閣
と
し
て
知
ら
れ
る
第
一
次
大
隈
重
信
内
閣
は
、
内
紛
の
た
め
わ
ず

か
四
か
月
で
、
明
治
一
一
一
一
年
（
’
八
九
八
年
）
一
○
月
三
一
日
に
総
辞
職
し
た
。
こ
の
後
を
引
き
継
い
だ
の
は
、
同
年
一
一
月
八
日

に
成
立
し
た
第
二
次
山
縣
有
朋
内
閣
で
あ
っ
た
。

第
一
一
一
一
回
帝
国
議
会
（
通
常
・
特
別
議
会
）
は
、
第
二
次
山
縣
内
閣
成
立
の
前
日
、
明
治
一
一
一
一
年
一
一
月
七
日
に
召
集
さ
れ
た
。

内
閣
成
立
後
、
日
が
浅
か
っ
た
た
め
議
会
準
備
が
整
わ
ず
、
よ
う
や
く
一
一
一
月
三
日
に
開
院
さ
れ
た
。

明
治
一
一
一
二
年
（
’
八
九
九
年
）
一
月
九
日
、
政
府
は
三
た
び
商
法
修
正
案
を
貴
族
院
に
提
出
し
た
。
政
府
委
員
は
同
じ
く
梅
・
岡

野
・
田
部
で
あ
る
。
こ
の
修
正
案
は
、
全
六
八
九
か
条
か
ら
成
り
、
前
回
の
修
正
案
に
比
し
て
四
か
条
増
加
し
て
い
た
が
、
編
章
節

〈
川
）

款
の
配
列
は
一
別
修
正
案
に
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
月
一
四
日
、
貴
族
院
は
商
法
修
正
案
の
審
議
を
開
始
し
た
。
司
法
大
臣
清
浦
奎
吾
は
、
提
出
理
由
の
説
明
に
際
し
、
商
法
修
正

案
は
「
重
大
ナ
ル
法
案
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
ル
シ
其
後
商
業
会
議
所
其
他
ヨ
リ
尚
ホ
意
見
モ
大
分
出
マ
シ
テ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
カ
ラ
、

其
等
ノ
意
見
ヲ
モ
参
酌
致
シ
マ
シ
テ
尚
ホ
慎
重
二
審
議
ヲ
尽
シ
テ
再
ビ
此
処
一
一
之
ヲ
本
院
二
提
出
ス
ル
運
ビ
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
ゴ
ザ
リ

（
川
）

（
伽
）

正
が
早
く
で
き
た
の
は
、
一
一
一
一
口
わ
ば
旧
商
法
の
功
名
で
あ
っ
た
と
論
卜
）
て
い
る
。

マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
皿
）

一
月
二
四
日
、
貴
族
院
は
原
案
を
可
決
、
こ
れ
を
衆
議
院
へ
送
付
し
た
。

｜
月
一
一
一
一
日
、
衆
議
院
に
て
審
議
開
始
。
梅
謙
次
郎
は
、
旧
商
法
が
施
行
き
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
「
就
キ
マ

ン
テ
ハ
此
欠
点
ア
リ
ト
既
―
―
議
場
二
於
テ
認
メ
ラ
レ
マ
シ
タ
商
法
ハ
｜
日
モ
早
ク
改
メ
テ
欠
点
ノ
少
キ
法
典
ト
為
サ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
｜
フ

(442） 3８ (443） 3９ 
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（
山
）

一
一
月
一
一
五
日
、
衆
議
院
も
原
案
の
全
部
を
可
決
し
た
。
こ
こ
に
、
新
商
法
血
〈
は
つ
い
に
両
院
を
通
過
し
た
わ
け
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
明
治
一
一
一
一
一
年
（
一
八
九
九
年
）
三
月
九
日
、
新
商
法
典
は
法
律
第
四
八
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
同
年
六
月
一
六
日
、

勅
令
第
一
一
一
一
一
一
一
号
に
よ
り
施
行
さ
れ
、
施
行
の
日
を
も
っ
て
明
治
一
一
三
年
商
法
は
、
第
一
一
一
編
「
破
産
」
を
除
い
て
廃
止
さ
れ
た
。

る
。

（
川
）

ヌ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ド
ウ
ゾ
此
度
提
出
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
商
法
修
正
案
ヲ
速
二
確
定
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
致
シ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
側

（
川
）

／￣へダーヘグーへ／￣、グーへ

１３３１３２１３１１３０１２９ 
、－－～－－、－－、－〆－－

（
Ⅲ
）
 

〆￣へグーへ

１２７１２６ 
～－－～－－ 

（
脳
）

〆￣、グーへ〆￣～グー、グーへ〆￣へ－－へグーへ－－へグー、

１２４１２３１２２１２１１２０１１９１１８１１７１１６１１５ 
－一、－－－－＝－－＝、－－～￣～￣、-－－－－－－－

〆￣、〆￣へグーへ〆戸へ〆￣へグーへ〆￣へグーへ〆￣へ〆＝､グーへグー、〆￣へグーへ

''４１１３１１２１１１１１０１０９１０８１０７１０６１０５１０４１０３１０２１０１ 
，＝￣、－〆、－－、-＝～.＝～.＝、－〆、＝〆、－〆、－－、－〆～￣、＝〆、－〆

福同里福里福里同志梅志梅同志
島前井島井島井前田・田謙前田

Ｏ Ｕ－ ユュ一 四2-、＿

福
島
・
注
（
筋
）
前
掲
一
四
七
頁
参
照
。

志
田
・
注
（
胡
）
前
掲
八
六
’
八
七
頁
。

同
前
八
七
頁
。

福
島
・
注
（
筋
）
前
掲
一
四
七
頁
。

同同同
凸坐一一上一一巫－

月リ目リ目Iｊ
ＯＯＯ 

林
Ⅱ
辻
・
注
（
邪
）
前
掲
二
七
八
頁
。

林
Ⅱ
辻
・
注
（
Ⅳ
）
前
掲
二
六
五
頁
。

志
田
・
注
｛
胡
）
前
掲
八
○
頁
。

同
前
五
二
、
七
八
頁
参
照
。

林
Ⅱ
辻
・
注
（
町
）
前
掲
二
六
一
’
一
一
六
四
頁
参
照
。

志
田
・
注
詑
）
前
掲
九
一
頁
参
照
。

同
前
八
二
頁
。

同
前
八
○
’
八
一
頁
参
照
。

志
田
・
注
（
肥

同
前
九
二
頁
。

同
前
。

同
前
参
照
。

里
井
・
注
（
ｕ
）
前
掲
四
八
頁
。

里
井
・
性
（
ｕ
）
前
掲
四
八
頁
。

福
島
・
注
（
閲
）
前
掲
一
四
六
頁
。

福
島
・
注
（
色
前
掲
一
四
六
’
一
四
七
頁
参
照
〔
東
京
商
業
会
議
所
月
報
第
五
○
号
〕
・

里
井
・
性
（
ｕ
）
前
掲
四
八
頁
。

里
井
・
注
（
Ⅲ
）
前
掲
四
八
頁
。

福
島
・
注
（
開
）
前
掲
一
四
五
頁
。

志
田
・
注
（
兜
）
前
掲
七
三
－
七
四
頁
。

梅
・
注
（
川
）
前
掲
一
一
一
三
頁
。

梅
謙
次
郎
「
伊
藤
公
と
立
法
事
業
」
国
家
学
会
雑
誌
一
一
四
巻
七
号
（
明
治
四
一
一
一
年
）
一
一
一
四
’
三
五
頁
。

志
田
・
注
（
胡
）
前
掲
七
四
頁
。

同
前
七
三
’
七
七
頁
参
照
。

梅
謙
次
郎
「
伊
藤
公
と
立
一

志
田
・
注
（
銘
）
前
掲
七
四
頁
。

同
前
七
六
’
七
七
頁
参
照
。

里
井
・
性
（
ｕ
）
前
掲
四
八
頁
。

(445） (444） 4１ 
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仙
株
式
合
資
会
社
規
定
の
新
設

第
五
章
に
設
け
ら
れ
た
株
式
合
資
会
社
制
度
は
、
本
法
に
初
め
て
設
け
ら
れ
た
Ｐ
株
式
合
資
会
社
の
法
理
上
の
性
質
論
は
学
者
の

解
釈
に
一
任
す
る
と
し
て
い
る
（
理
由
書
三
六
頁
）
。

株
式
合
資
会
社
制
度
を
設
け
た
実
質
的
な
理
由
は
、
合
資
会
社
の
有
限
責
任
社
員
が
感
じ
る
持
分
処
分
の
不
便
性
に
対
処
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
理
由
書
一
一
一
六
頁
参
照
）
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
或
ハ
株
式
合
資
会
社
ハ
我
国
一
一
未
ダ

誉
テ
存
セ
ザ
リ
シ
会
社
ナ
レ
バ
其
利
害
得
失
ヲ
疑
上
新
夕
一
一
之
か
規
定
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
祷
踏
ス
ル
者
ア
ル
ベ
シ
ト
錐
モ
我
国
会
社

ノ
発
達
ノ
初
期
一
一
当
リ
テ
現
行
商
法
中
会
社
二
関
ス
ル
規
定
ヲ
実
施
セ
ラ
レ
タ
ル
ー
ー
依
り
商
事
会
社
ト
シ
テ
成
立
ヲ
認
ム
ル
ハ
合
名

会
社
合
資
会
社
及
ビ
株
式
会
社
ノ
ー
一
一
種
類
ニ
限
り
其
他
ノ
種
類
一
一
属
ス
ル
会
社
一
一
至
リ
テ
ハ
全
ク
之
ガ
成
立
ヲ
認
メ
ザ
リ
シ
故
二
株

式
合
資
会
社
ナ
ル
モ
ノ
ノ
発
達
ヲ
見
ザ
ル
ハ
当
然
ナ
リ
。
決
シ
テ
我
国
ノ
現
状
一
一
適
応
セ
ザ
ル
ガ
為
メ
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
…
…
之
ヲ
規

定
ス
ル
ハ
其
発
達
ヲ
奨
励
シ
実
際
一
一
便
宜
ヲ
与
フ
ル
モ
決
シ
テ
禍
源
卜
為
ル
ノ
恐
レ
ナ
シ
」
（
理
由
書
一
一
一
六
頁
）
。

②
外
国
会
社
規
定
の
新
設

治
三
一
一
年
会
社
法
の
概
要
を
示
し
て
お
こ
う
（
以
下
、
理
由
書
と
し
て
参
照
す
る
）
。
な
お
、
会
社
法
の
部
分
を
執
筆
し
た
の
は
、
志

田
鉾
太
郎
で
あ
る
。

｜
章
総
則
、
帯

罰
則
で
あ
る
。

第
一
一
一
回
帝
国
議
会
に
商
法
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
と
き
、
商
法
修
正
案
参
考
書
が
法
典
調
査
会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
商
法
修
正
案
の
条
文
を
簡
単
に
解
説
し
て
、
旧
商
法
典
と
異
な
る
と
こ
ろ
を
説
明
し
た
修
正
理
由
書
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、

商
法
起
草
委
員
補
助
が
執
筆
し
、
法
典
調
査
会
か
ら
非
公
式
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
起
草
委
員
の
校
閲
を
経
た
も
の
で
な
い

（
噸
）

旨
を
付
一
一
一
一
口
し
て
、
公
の
理
由
書
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
数
社
の
出
版
－
工
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
、
表
題
は
、
｜
般
に

（
恥
）

は
「
商
法
修
正
案
参
考
窒
邑
と
さ
れ
て
い
た
が
、
博
文
館
発
行
の
も
の
に
限
り
「
商
法
修
正
案
理
由
書
」
と
さ
れ
て
い
た
。
以
下
で

は
、
明
治
一
一
二
年
（
一
八
九
八
年
）
六
月
に
東
京
博
文
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
商
法
修
正
案
理
由
書
」
を
中
心
に
参
照
し
つ
つ
、
明

２
、
三
一
一
年
会
社
法
の
概
要

旧
商
法
で
第
一
編
第
六
章
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
会
社
法
は
、
独
立
の
編
と
し
て
第
二
編
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
体
裁
は
、
第

章
総
則
、
第
一
一
章
合
名
会
社
、
第
一
一
一
章
合
資
会
社
、
第
四
章
株
式
会
社
、
第
五
章
株
式
合
資
会
社
、
第
六
章
外
国
会
社
、
第
七
章

グー､－－へグー、〆￣へ〆￣へグーへグー、グーへ〆￣へ〆￣へ

'４４１４３１４２１４１１４０１３９１３８１３７１３６１３５ 
、-〆－－〆、－〆､－－、－〆～-－、－－、－－、-－、－〆１

、
商
法
修
正
案
参
考
書
・
理
由
書

同
前
九
五
頁
。

同
前
九
六
頁
。

同
前
九
三
頁
。

同
前
五
四
’
五
五
頁
。

同
前
八
四
’
八
五
頁
〔
梅
謙
次
郎
（
牧
野
英
一
補
修
）
・
法
学
通
論
（
発
行
年
不
詳
）
二
一
一
一
頁
以
下
〕
・

志
田
・
注
（
胡
）
前
掲
九
二
頁
。

志
田
・
注
（
胡
）
前
掲
五
三
頁
。

同
前
九
四
’
九
五
頁
参
照
。

同同
一ニー－－

月リ目リ
０。第

六
章
明
治
一
一
三
年
会
社
法
の
概
要

(447） 4３ (446） 4２ 
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外
国
立
法
申
１
の
最
新
政
策
を
導
入
し
た
。

会
社
は
す
べ
て
他
の
会
社
と
合
併
し
う
る
も
の
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
七
四
条
四
号
お
よ
び
七
七
条
な
い
し
八
一
一
条
は
、
合
名
会

社
が
他
の
会
社
と
合
併
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
一
○
五
条
は
、
合
資
会
社
が
他
の
会
社
と
合
併
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
一
一

一
一
一
条
一
号
、
一
一
一
一
一
一
条
お
よ
び
一
一
一
一
三
条
は
株
式
会
社
が
他
の
会
社
と
合
併
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
一
一
一
一
一
六
条
お
よ
び
一
一
四

六
条
は
、
株
式
合
資
会
社
が
他
の
会
社
と
合
併
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
志
田
錦
太
郎
は
、
会
社
の
種
類
の
異
同
を
問
わ
ず
合
併
を
許
す
こ
と
は
、
立
法
論
と
し
て
は
正
当
で
あ
る
が
、
新
法
の

解
釈
上
は
、
新
法
が
会
社
の
種
類
の
変
更
を
許
さ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
同
一
種
類
の
会
社
間
で
の
み
合
併

⑤
株
式
会
社
の
機
関
ｌ
株
主
総
会
中
心
主
義

理
由
書
に
は
、
「
株
式
会
社
ノ
株
主
総
会
ハ
会
社
ノ
機
関
中
最
高
ノ
位
地
ヲ
占
メ
」
る
旨
が
明
定
さ
れ
て
お
り
（
理
由
書
一
一
一
一
九
頁
）
、

新
法
が
株
主
総
会
中
心
主
義
を
採
る
旨
が
謡
わ
れ
て
い
る
。
旧
商
法
は
、
取
締
役
と
監
査
役
と
を
あ
わ
せ
て
規
定
し
て
い
た
が
、
「
此

一
一
者
ハ
其
性
質
職
務
大
二
異
ナ
ル
所
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
株
主
総
会
ヲ
以
テ
｜
款
ト
為
ス
ニ
対
シ
テ
其
権
衡
ヲ
矢
ス
ル
ガ
故
二
」
款
が

解
釈
上
は
、
新
法
が
会
社
聖（
咄
）

が
許
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る
。

分
た
れ
た
（
理
由
一

〈
株
主
総
会
〉

株
主
総
会
で
決
議
で
き
る
事
項
に
は
、
と
く
に
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
法
定
決
議
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
定

款
ノ
補
足
（
一
二
一
条
、
特
別
決
議
事
項
）
、
定
款
ノ
変
更
（
一
一
○
八
条
、
特
別
決
議
事
項
）
、
新
株
式
ヲ
発
行
ス
ル
場
合
二
金
銭
以

株
式
会
社
の
設
立
免
許
主
義
は
廃
止
さ
れ
た
（
理
由
書
一
一
一
八
、
一
○
三
頁
）
。

そ
の
理
由
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
株
式
会
社
ノ
ミ
一
一
付
キ
設
立
免
許
ヲ
容
シ
合
名
会
社
合
資
会
社
等
二
付
テ
ハ

自
由
一
一
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
ス
ハ
其
間
権
衡
ヲ
得
夕
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
。
「
株
式
会
社
二
付
テ
ハ
各
国
皆
一
時
ハ
設
立
免
許
ノ
制
度

ベ
ル
ギ
１

ス
イ
ス

ヲ
設
ケ
タ
リ
シ
モ
次
第
二
其
有
害
無
益
ナ
ル
ヲ
認
〆
英
吉
利
、
仏
蘭
西
、
独
逸
、
白
耳
義
、
旬
牙
利
、
伊
太
利
、
瑞
西
、
西
班
牙
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
オ
ラ
ン
ダ

葡
萄
牙
等
皆
此
制
度
ヲ
廃
シ
今
尚
ホ
之
ヲ
存
ス
ル
ハ
澳
太
利
、
荷
蘭
、
羅
馬
尼
及
ビ
我
国
等
二
過
ギ
ズ
・
・
・
…
設
立
免
許
ノ
制
度
ヲ
廃

止
ス
ル
コ
ト
ハ
各
国
法
制
沿
革
上
一
般
ノ
傾
向
ナ
ル
以
上
ハ
我
国
モ
亦
之
一
一
倣
う
コ
ト
相
当
ナ
リ
」
。
「
我
国
ノ
実
業
家
二
於
テ
ハ
設

立
免
許
ノ
制
度
ヲ
不
必
要
ノ
モ
ノ
ト
為
シ
其
廃
止
ヲ
希
望
ス
ル
請
願
ハ
各
地
商
業
会
議
所
ヨ
リ
内
閣
司
法
省
衆
議
院
一
一
呈
出
セ
ラ
レ

タ
ル
ョ
リ
視
レ
バ
実
際
二
於
テ
モ
設
立
免
許
ノ
制
度
〈
有
害
無
用
ノ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
」
。
「
今
日
二
於
テ
ハ
株
式
会
社
一
一
関

ス
ル
智
識
経
験
ハ
決
シ
テ
政
府
ノ
官
吏
ノ
専
有
ニ
ア
ラ
ズ
従
テ
株
式
会
社
ノ
設
立
一
一
ハ
政
府
ノ
免
許
ヲ
要
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
コ
ト

正
当
ナ
リ
」
。
設
立
主
義
で
あ
れ
ば
「
株
式
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
ー
ー
ハ
種
々
ノ
手
続
ヲ
履
ミ
多
数
ノ
月
日
ヲ
要
ス
従
テ
商
業
上
ノ
機
会
ヲ

失
シ
当
初
甚
ダ
有
望
ノ
会
社
ナ
リ
シ
モ
愈
々
設
立
セ
ラ
ル
ル
ニ
及
ン
デ
ハ
全
ク
無
益
一
一
帰
ス
ル
コ
ト
ア
リ
此
弊
害
ヲ
救
済
ス
ル
ガ
為

メ
ニ
ハ
自
由
二
設
立
ヲ
許
ス
コ
ト
必
要
ナ
リ
ト
ス
」
（
以
上
、
理
由
書
一
○
三
’
’
○
四
頁
）
。

国
際
交
通
の
発
達
に
と
も
な
い
、
外
国
会
社
を
規
整
す
る
条
項
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
六
章
に
外
国
会
社
の
規

定
が
新
設
さ
れ
た
（
理
由
書
三
七
頁
参
照
）
。

外
国
会
社
に
対
し
て
、
商
法
の
「
規
定
ヲ
当
然
適
用
セ
ラ
レ
ル
ベ
キ
内
国
会
社
一
一
比
シ
テ
遙
二
優
等
ノ
地
位
ヲ
与
へ
其
間
大
二
権

ハ
ン
ガ
リ
ー
ス
ペ
イ
ン

ル
ー
マ
ニ
ア
ポ
ル
ト
ガ
ル

衡
ヲ
失
ス
ル
ヲ
免
か
レ
ズ
、
是
し
本
案
か
外
国
人
二
関
ス
ル
民
法
ノ
規
定
ヲ
掛
酌
シ
甸
牙
利
、
西
班
牙
、
伊
太
利
、
羅
馬
尼
、
葡
萄
牙

其
他
ノ
外
国
立
法
例
一
一
倣
上
且
之
ヲ
拡
張
シ
テ
｜
股
会
社
一
一
及
ボ
シ
」
た
も
の
で
あ
る
（
理
由
書
一
一
一
七
頁
）
。

例
会
社
合
併
規
定
の
新
設

旧
商
法
は
、
会
社
合
併
の
規
定
を
欠
い
て
い
た
が
、

③
設
立
準
則
主
義
の
確
立

（
理
由
書
一
三
九
頁
）
。

三
一
一
年
会
社
法
は
、
す
べ
て
の
会
社
の
合
併
を
許
容
す
る
と
い
う
、
当
時
の

「
１
１
１
１

１
１
１
１
「
Ｉ

(449） 4５ (448） 4４ 

￣ 



神戸学院法学第26巻第２号明治三二年会社法制定の歴史的展開

外
ノ
財
産
ヲ
目
的
ト
ス
ル
出
資
ヲ
為
ス
者
二
対
シ
テ
与
フ
ル
株
式
ノ
員
数
ノ
変
更
（
一
二
五
条
、
特
別
決
議
事
項
）
、
資
本
減
少
ノ
方

法
（
一
三
○
条
、
特
別
決
議
事
項
）
、
利
益
又
ハ
利
息
ノ
配
当
（
一
五
八
条
、
普
通
決
議
事
項
）
、
計
算
ノ
承
認
（
一
九
一
条
お
よ
び

一
九
二
条
、
普
通
決
議
事
項
）
、
社
債
ノ
募
集
（
一
九
九
条
、
特
別
決
議
事
項
）
、
取
締
役
か
株
主
総
会
ノ
認
許
ヲ
得
ズ
シ
テ
自
己
ノ

為
メ
会
社
ノ
営
業
ノ
部
類
一
一
属
ス
ル
商
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
二
之
ヲ
以
テ
会
社
ノ
為
メ
ー
ー
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
倣
ス
コ
ト
（
一
七

五
条
、
普
通
決
議
事
項
）
、
取
締
役
又
ハ
監
査
役
一
一
対
シ
テ
訴
訟
ヲ
提
起
ス
ル
コ
ト
（
一
七
八
条
一
項
お
よ
び
一
八
七
条
一
項
、
普
通

決
議
事
項
）
、
取
締
役
及
ビ
監
査
役
ヲ
選
任
シ
又
ハ
之
ヲ
解
任
ス
ル
コ
ト
（
’
六
四
条
、
’
六
七
条
お
よ
び
一
八
九
条
、
普
通
決
議
事

項
）
、
検
査
役
ヲ
選
任
ス
ル
コ
ト
（
’
五
八
条
、
一
八
一
一
条
お
よ
び
一
二
四
条
、
普
通
決
議
事
項
）
、
訴
訟
代
表
者
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
（
一

八
五
条
一
項
お
よ
び
一
八
七
条
一
項
、
普
通
決
議
事
項
）
、
取
締
役
及
ビ
監
査
役
ノ
受
ク
ベ
キ
報
酬
ノ
額
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ニ
七
九
条

お
よ
び
一
八
九
条
、
普
通
決
議
事
項
）
、
取
締
役
ガ
自
己
又
ハ
第
一
一
一
者
ノ
為
一
一
会
社
ノ
営
業
ノ
部
類
一
一
属
ス
ル
商
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

認
許
ス
ル
コ
ト
（
一
七
五
条
一
項
、
普
通
決
議
事
項
）
、
取
締
役
か
同
種
ノ
営
業
ヲ
目
的
ト
ス
ル
他
ノ
会
社
ノ
無
限
責
任
社
員
卜
為
ル

コ
ト
ヲ
認
許
ス
ル
コ
ト
（
一
七
五
条
一
項
、
普
通
決
議
事
項
）
、
会
社
ノ
解
散
（
一
三
一
条
二
号
、
特
別
決
議
事
項
）
、
会
社
ノ
合
併

（
一
一
一
一
一
条
一
号
、
七
四
条
四
号
お
よ
び
一
一
一
一
一
一
条
、
特
別
決
議
事
項
）
。

普
通
決
議
の
要
件
に
は
、
定
足
数
の
定
め
が
な
く
、
単
に
出
席
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
（
一
六
一

条
一
項
）
、
定
足
数
を
定
め
る
こ
と
は
「
軽
易
ナ
ル
事
件
一
一
付
テ
ハ
甚
ダ
不
都
合
ナ
ル
ヲ
以
テ
…
…
出
席
株
主
ノ
数
二
関
ス
ル
…
…

制
限
ヲ
削
除
」
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
理
由
書
一
四
四
頁
）
。

特
別
決
議
は
、
総
株
主
の
半
数
以
上
で
資
本
の
半
額
以
上
に
当
た
る
株
主
が
出
席
し
、
そ
の
議
決
権
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
議
す

る
と
い
う
、
頭
数
制
を
加
味
し
た
定
足
数
を
要
求
し
て
い
る
（
一
一
○
九
条
一
項
）
。
会
社
の
目
的
た
る
事
業
を
変
更
す
る
場
合
を
除
い

て
、
右
の
定
足
数
の
株
主
の
出
席
が
得
ら
れ
な
い
と
き
、
普
通
決
議
事
項
を
二
回
く
り
返
す
こ
と
に
よ
り
特
別
決
議
と
同
一
の
効
力

資
本
の
一
○
分
の
一
以
上
に
当
た
る
株
主
は
、
総
会
の
目
的
お
よ
び
そ
の
招
集
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
取
締
役
に
提
出
し
て

総
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
（
一
六
○
条
一
項
）
。

を
有
す
る
仮
決
議
の
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
二
○
九
条
一
一
、
四
項
）
。

一
株
一
議
決
権
主
義
を
原
則
と
し
つ
つ
、
二
株
以
上
を
有
す
る
株
主
の
議
決
権
は
定
款
を
も
っ
て
制
限
し
う
る
と
さ
れ
た
（
’

六
一
一
条
）
。
一
株
一
議
決
権
主
義
を
徹
底
す
る
と
「
過
度
一
一
大
株
主
ノ
権
利
ヲ
拡
張
シ
…
…
多
数
ノ
小
株
主
ノ
利
益
ハ
大
株
主
ノ
為
メ

（
川
）

（
剛
）

犠
牲
一
一
供
セ
ー
フ
ル
ル
弊
害
ア
リ
」
と
の
見
地
か
ら
、
「
此
極
端
ヨ
リ
生
ズ
ル
弊
害
ヲ
匡
正
ス
ル
ガ
為
〆
」
こ
の
よ
う
な
立
法
に
な
っ
た

会
社
の
業
務
執
行
は
定
款
に
別
段
の
定
め
の
な
い
と
き
は
、
取
締
役
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
定
す
る
（
’
六
九
条
）
。
こ
れ
は
「
其

他
ノ
会
社
及
ビ
民
法
ノ
法
人
並
一
一
組
合
等
ノ
例
一
一
倣
」
っ
た
も
の
で
あ
る
（
理
由
書
一
四
八
’
一
四
九
頁
）
。
取
締
役
は
各
自
が
会
社

を
代
表
す
る
こ
と
と
し
た
（
一
七
○
条
一
項
）
。
旧
商
法
一
八
五
条
二
項
は
、
取
締
役
は
そ
の
中
か
ら
主
と
し
て
業
務
を
取
り
扱
う
べ

き
専
務
取
締
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
、
か
つ
こ
れ
を
置
い
て
も
専
務
取
締
役
は
他
の
取
締
役
と
同
一
の
責
任
を
負
う

取
締
役
は
必
ず
株
主
中
か
ら
選
任
す
る
こ
と
を
要
し
た
（
’
六
四
条
）
。
要
す
る
に
、
取
締
役
は
、
業
務
執
行
社
員
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
「
会
社
ノ
業
務
一
一
付
キ
全
ク
利
害
ノ
関
係
ヲ
有
セ
ザ
ル
者
ヲ
シ
テ
業
務
執
行
者
タ
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
万
一
ヲ
僥
倖
シ
テ
投
機
事

業
ヲ
試
ミ
会
社
ヲ
シ
テ
甚
ダ
シ
キ
危
険
ヲ
冒
サ
シ
メ
逐
一
一
破
産
ノ
不
幸
一
一
陥
ラ
シ
ム
ル
ノ
弊
害
ア
リ
、
之
ヲ
救
済
ス
ル
ガ
為
メ
ニ
ハ

（
皿
）

業
務
執
行
者
ト
為
ル
者
ヲ
シ
テ
多
少
会
社
ト
利
害
ヲ
共
ニ
ス
ル
所
ア
｜
フ
シ
メ
自
ラ
謹
マ
シ
ム
ル
ノ
外
ナ
シ
」
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
取
締
役
は
、
そ
の
有
す
べ
き
株
式
の
数
が
定
款
に
記
載
さ
れ
て
お
り
（
一
二
○
条
五
号
）
、
そ
の
員
数
の
株
券
を
監
査
役
に
供

な
お
、
取
締
役
は
、
そ
の

託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
説
か
れ
て
い
る
。

〈
取
締
役
〉

二
六
八
条
）
。

(450）４６ (451） 4７ 
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法
定
準
備
金
に
関
し
、
会
社
は
そ
の
資
本
の
四
分
の
一
に
達
す
る
ま
で
配
当
期
毎
に
そ
の
利
益
の
二
○
分
の
一
以
上
を
積
み
立

て
る
べ
き
も
の
と
し
、
額
面
以
上
の
価
額
で
株
式
を
発
行
し
た
と
き
は
、
額
面
超
過
額
を
右
の
限
度
内
で
積
み
立
て
る
べ
き
も
の
と

し
て
い
た
（
一
九
四
条
）
。
そ
し
て
、
会
社
は
損
失
を
補
填
し
、
か
つ
右
の
法
定
準
備
金
を
控
除
し
た
後
で
な
け
れ
ば
利
益
配
当
が
で

き
な
い
も
の
と
し
て
蛸
配
当
を
禁
じ
（
’
九
五
条
一
項
）
、
違
法
配
当
が
あ
れ
ば
、
会
社
債
権
者
に
返
還
請
求
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た

監
査
役
は
「
会
社
ノ
財
産
及
ビ
取
締
役
ノ
業
務
執
行
ヲ
監
査
ス
ル
ノ
職
務
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
一
Ｚ
（
理
由
書
一
五
七
頁
）
、

取
締
役
に
対
し
て
事
業
の
報
告
を
求
め
、
会
社
の
業
務
お
よ
び
会
社
財
産
の
状
況
を
調
査
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
（
一
八
一
条
）
。

取
締
役
が
株
主
総
会
に
提
出
す
る
書
類
に
つ
き
、
調
査
お
よ
び
報
告
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
一
八
三
条
）
。

監
査
役
が
取
締
役
ま
た
は
支
配
人
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
が
（
’
八
四
条
一
項
本
文
）
、
取
締
役
に

欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
協
議
に
よ
っ
て
監
査
役
の
中
か
ら
一
時
取
締
役
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
た
（
同
条
同
項
但
書
）
。
す
な
わ
ち
、
「
取
締
役
中
一
一
欠
員
ア
ル
ト
キ
ハ
株
主
総
会
か
其
補
欠
員
ヲ
選
任
ス
ル
マ
デ
之

か
為
メ
会
社
ノ
業
務
執
行
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ハ
勿
論
定
員
一
一
満
タ
ザ
ル
取
締
役
ヲ
シ
テ
依
然
其
職
務
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
セ

シ
ム
ル
モ
亦
不
当
ナ
リ
。
故
一
一
此
場
合
一
一
於
テ
ハ
｜
定
ノ
制
限
ノ
下
二
監
査
役
ヲ
シ
テ
｜
時
取
締
役
ノ
職
務
ヲ
行
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
亦

已
ム
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
（
理
由
書
一
五
九
頁
）
。
監
査
役
も
ま
た
株
主
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

已
ム
ヲ
得
ザ
ル
所
ナ
リ
ト
ス
」

る
二
八
九
条
↓
一
六
四
条
）
。

に
止
ま
り
特
別
の
責
任
を
負
わ
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
た
。
こ
れ
は
「
従
来
国
立
銀
行
其
ノ
他
ノ
会
社
一
一
於
テ
頭
取
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
置

キ
タ
ル
慣
例
ヲ
重
ン
ジ
」
て
置
い
た
に
す
ぎ
な
い
規
定
で
あ
っ
た
た
め
、
専
務
取
締
役
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
（
理

由
書
一
四
九
頁
）
。
法
律
上
は
、
取
締
役
内
部
に
お
け
る
機
関
分
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
上
は
、
明
治
三
○
年
代
か
ら
、

〈
皿
）

会
社
役
員
組
織
に
は
「
社
長
ｌ
専
務
取
締
役
（
｜
名
－
１
取
締
役
」
と
い
う
垂
直
的
階
層
が
形
成
し
始
め
ら
れ
て
い
た
．

取
締
役
は
、
株
主
総
会
の
認
許
が
な
け
れ
ば
競
業
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
旨
（
一
七
五
条
）
、
会
社
と
の
取
引
に
つ
い
て
は
監
査

役
の
承
認
を
要
す
る
旨
（
’
七
六
条
）
の
規
定
が
設
定
さ
れ
た
。

取
締
役
が
法
令
ま
た
は
定
款
に
反
す
る
行
為
を
な
し
た
と
き
は
、
た
と
え
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
第
一
一
一

者
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
’
七
七
条
一
項
）
、
そ
の
行
為
に
対
し
総
会
に
お
い
て
異
議
を
述
べ
、

か
つ
監
査
役
に
そ
の
旨
を
通
知
し
た
と
き
は
「
尚
ホ
第
一
一
一
者
一
一
対
シ
テ
損
害
賠
償
ノ
實
一
一
任
ゼ
シ
ム
ベ
キ
理
由
ナ
シ
」
（
理
由
書
一
五

四
頁
）
と
し
て
、
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
（
’
七
七
条
二
項
）
。

合
名
、
合
資
、
株
式
合
資
の
各
会
社
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
執
行
社
員
が
会
社
に
対
し
て
民
法
六
四
四
条
の
善
管
注
意
義
務
を

負
う
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
（
合
名
、
五
四
条
↓
民
法
六
七
一
条
↓
民
法
六
四
四
条
、
合
資
、
’
○
五
条
↓
五
四
条
、
株
式
合

資
、
一
一
三
六
条
↓
一
○
五
条
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
株
式
会
社
の
取
締
役
に
関
し
て
は
、
会
社
に
対
す
る
義
務
の
明
確
な
規
定
を
欠
い

て
お
り
（
取
締
役
と
会
社
の
関
係
の
法
的
性
質
に
関
し
て
も
規
定
が
な
い
）
、
会
社
に
対
す
る
責
任
に
関
し
て
は
、
個
別
の
規
定
が
存

す
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
増
資
の
際
に
お
け
る
取
締
役
の
資
本
充
実
責
任
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
（
’
二
六
条
）
。
定
時
株
主
総

会
に
お
い
て
計
算
書
類
が
承
認
さ
れ
た
と
き
は
、
会
社
は
、
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
に
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
と
き
を
除
い
て
、
取

締
役
お
よ
び
監
査
役
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
当
然
に
解
除
す
る
旨
の
規
定
も
新
設
さ
れ
て
い
る
（
’
九
三
条
）
。

（
同
条
二
項
）
。

し
か
し
、
利

⑥
株
式
会
社
の
計
算
・
開
示

競
業
禁
止
お
よ
び
会
社
と
の
取
引
の
制
限
の
規
定
は
、
監
査
役
に
は
存
在
し
な
い
。

〈
監
査
役
〉

利
益
算
出
の
基
礎
と
な
る
財
産
評
価
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
わ
ず
か
に
二
六
条
二
項
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
り
、
計
算
蛆

■
’
１
１
１
‐
■
■
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た
。
す
な
わ
ち
、
「
商
法
施
行
前
一
一
設
立
シ
タ
ル
合
資
会
社
一
一
ハ
旧
商
法
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス
」
る
も
の
と
し
（
三
八
条
一
項
）
、
そ
の

よ
う
な
合
資
会
社
は
、
「
其
取
引
二
関
ス
ル
一
切
ノ
書
類
一
一
商
法
施
行
前
一
一
設
立
シ
タ
ル
会
社
タ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
る
も

の
と
さ
れ
た
（
三
九
条
一
項
）
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
合
資
会
社
は
、
総
会
に
お
い
て
「
新
会
社
ノ
組
織
二
必
要
ナ
ル
事
項
ヲ
決
議
」

す
れ
ば
、
「
旧
商
法
第
百
五
十
一
条
第
一
一
項
ノ
規
定
二
従
上
其
組
織
ヲ
変
更
シ
テ
之
ヲ
商
法
一
一
定
メ
タ
ル
合
資
会
社
、
株
式
会
社
又
ハ

株
式
合
資
会
社
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
る
も
の
と
さ
れ
た
（
四
○
条
）
。
さ
ら
に
、
旧
法
上
の
合
資
会
社
は
、
合
併
を
な
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
さ
れ
、
合
併
後
の
存
続
会
社
ま
た
は
新
設
会
社
は
、
新
法
に
定
め
た
種
類
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
ざ

こ
の
よ
う
に
、
旧
法
上
の
合
資
会
社
に
対
し
て
は
、
組
織
変
更
や
合
併
の
規
定
を
設
け
て
、
新
法
の
規
整
を
受
け
る
た
め
の
便
宜

が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
手
続
を
と
ら
な
い
限
り
、
旧
法
上
の
合
資
会
社
は
、
旧
法
上
の
合
資
会
社
と
し
て
存
続
を
許
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

旧
商
法
一
一
一
一
六
条
は
、
「
社
員
ノ
一
人
又
ハ
数
八
一
一
対
シ
テ
契
約
上
別
段
ノ
定
ナ
キ
ト
キ
ハ
社
員
ノ
責
任
ガ
金
銭
又
ハ
有
価
物
ヲ
以

テ
ス
ル
出
資
ノ
ミ
ニ
限
ル
モ
ノ
ヲ
合
資
会
社
ト
為
ス
」
と
定
め
て
い
た
。
旧
法
上
の
合
資
会
社
は
、
有
限
責
任
社
員
を
も
っ
て
組
織

す
る
の
が
原
則
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
一
四
六
条
（
明
治
二
六
年
改
正
）
は
、
「
業
務
担
当
社
員
ハ
其
業
務
施
行
中
二

生
ジ
タ
ル
会
社
ノ
義
務
一
一
付
キ
連
帯
無
限
ノ
責
任
ヲ
負
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
へ
新
法
は
、
そ
の
一
○
四
条
に
お

い
て
、
「
合
資
会
社
〈
有
限
責
任
社
員
卜
無
限
責
任
社
員
ト
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス
」
と
規
定
し
た
。
問
題
は
、
各
々
の
「
合
資
会
社
」

の
組
織
上
の
差
異
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
あ
っ
た
。

志
田
鐸
太
郎
に
よ
れ
ば
、
商
法
施
行
法
の
採
用
し
た
政
策
が
以
下
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
。
「
施
行
法
ノ
起
草
者
ハ
新
商
法
二
定

メ
タ
ル
合
資
会
社
卜
旧
商
法
二
定
メ
タ
ル
合
資
会
社
ト
ハ
全
ク
其
組
織
ヲ
異
一
一
ス
故
二
前
者
一
一
関
ス
ル
新
商
法
ノ
規
定
ハ
到
底
後
者

れ
た
（
四
二
条
一
項
）
。

裁
判
所
は
、
資
本
の
一
○
分
の
一
以
上
に
当
た
る
株
主
の
請
求
に
よ
り
、
会
社
の
業
務
お
よ
び
会
社
財
産
の
状
況
を
調
査
さ
せ
る

た
め
、
検
査
役
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
（
一
九
八
条
一
項
）
。
こ
れ
は
、
「
少
数
株
主
ノ
権
利
ヲ
伸
張
ス
ル
ノ
利

益
ア
リ
」
（
理
由
書
一
七
一
頁
）
と
い
う
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
た
の
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
商
法
一
一

二
七
条
は
、
主
務
省
が
何
時
で
も
職
権
を
も
っ
て
地
方
長
官
ま
た
は
そ
の
官
吏
に
命
じ
て
会
社
の
業
務
お
よ
び
財
産
状
況
を
調
査
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
措
置
で
あ
る
。
行
政
官
庁
に
検
査
を
許
せ
ば

「
屡
々
之
ヲ
濫
用
シ
会
社
事
業
一
一
無
要
ノ
干
渉
ヲ
為
ス
ノ
弊
害
」
が
あ
り
、
「
公
益
上
ヨ
リ
会
社
ヲ
監
督
ス
ル
ガ
為
メ
ニ
ハ
裁
判
所
ノ

命
二
依
リ
テ
行
う
本
条
ノ
手
続
ヲ
以
テ
足
し
り
」
と
し
た
わ
け
で
あ
る
（
理
由
書
一
七
一
一
一
頁
）
。
設
立
免
許
主
義
が
廃
止
さ
れ
た
以
上
、

こ
れ
と
同
一
の
趣
旨
を
持
つ
行
政
官
庁
の
職
権
検
査
も
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

規
定
を
欠
い
て
い
た
。

書
類
の
作
成
方
法
に
関
す
る
規
定
も
存
在
し
な
い
。

取
締
役
は
、
定
時
総
会
の
会
日
前
に
計
算
書
類
と
監
査
役
の
報
告
書
と
を
本
店
に
備
え
置
く
べ
き
も
の
と
し
、
株
主
お
よ
び
会
社

債
権
者
は
、
営
業
時
間
内
何
時
で
も
右
の
書
類
の
閲
覧
を
求
め
う
る
も
の
と
さ
れ
た
が
二
九
一
条
）
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
「
何
時
ヨ

リ
之
ヲ
備
置
ク
ベ
キ
カ
ヲ
規
定
セ
ズ
ト
錐
モ
本
案
ハ
少
ク
ト
モ
定
時
総
会
ノ
会
日
前
一
一
之
ヲ
本
店
二
傭
へ
置
ク
ベ
キ
モ
ノ
ト
為
ス
」

（
理
由
書
一
六
六
頁
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
会
日
の
直
前
に
そ
う
す
れ
ば
足
り
た
。

取
締
役
は
、
株
主
総
会
で
承
認
さ
れ
た
貸
借
対
照
表
を
公
告
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
が
（
’
九
一
一
条
二
項
）
、
公
告
方
法
に
関
す
る

３
、
旧
商
法
上
の
合
資
会
社

商
法
施
行
法
（
明
治
一
一
一
二
年
一
一
一
月
九
日
法
律
第
四
九
号
）
は
、
旧
商
法
上
の
合
資
会
社
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
て
い

(455） (454）５０ 5１ 

￣ 



神戸学院法学第26巻第２号明治三二年会社法制定の歴史的展開

（
耐
）

ｋ
‐
認
メ
タ
ル
ガ
如
シ
」
。

（
邸
）

二
適
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
為
シ
其
間
ノ
連
絡
ヲ
断
念
シ
タ
ル
ガ
如
シ
」
。
あ
る
い
は
、
「
施
行
法
ノ
起
草
者
ハ
旧
商
法
二
定

メ
タ
ル
合
資
会
社
ヲ
以
テ
有
限
責
任
会
社
一
一
類
似
ス
ル
モ
ノ
ト
為
シ
、
無
限
責
任
社
員
ノ
ミ
ヲ
以
テ
組
織
シ
タ
ル
合
名
会
社
又
ハ
無

限
責
任
社
員
ト
有
限
責
任
社
員
ト
ヲ
以
テ
組
織
シ
タ
ル
合
資
会
社
二
関
ス
ル
規
定
ヲ
之
二
適
用
ス
ル
ハ
其
当
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ

志
田
鉾
太
郎
は
、
旧
法
上
の
合
資
会
社
に
新
法
の
規
整
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
く
、
「
我
輩
ノ
見
ル
所
ヲ
以
テ

ス
レ
バ
施
行
法
ハ
新
商
法
ノ
施
行
前
二
設
立
シ
タ
ル
合
資
会
社
一
一
対
シ
テ
必
要
ノ
程
度
ヲ
超
エ
テ
旧
商
法
ノ
規
定
ヲ
適
用
シ
タ
ル
ト

（
噸
）

共
二
必
要
ナ
ル
新
商
法
ノ
規
定
ノ
適
用
ヲ
除
斥
シ
タ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
法
上
の
合
資
会
社
は
、
そ
の
ま
ま
昭
和
二

五
年
改
正
に
至
る
ま
で
、
存
続
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
一
一
一
一
一
年
会
社
法
が
、
主
と
し
て
独
法
を
範
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
主
総
会
中
心
主
義
を
採
り
つ
つ
、
当
時
と
し
て
は
そ
の

内
容
が
相
当
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
つ
と
に
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
会
社
法
の
施
行
時
期
は
、
わ
が
国
の
経
済
が
日
清
戦
争
後
の
恐
慌
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
時
期
に
重
な
る
。
明
治
三
一
一
年
（
一

八
九
九
年
）
’
二
月
に
は
株
式
相
場
の
大
暴
落
を
み
て
お
り
、
明
治
一
一
一
四
年
（
’
九
○
｜
年
）
｜
月
に
は
、
各
地
で
銀
行
の
信
用
不

安
な
ど
も
生
じ
て
い
た
。
対
外
的
に
も
、
日
露
の
緊
張
が
高
ま
り
、
明
治
三
七
年
（
’
九
○
四
年
）
一
一
月
一
○
日
に
日
露
戦
争
が
勃

発
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
の
勝
利
を
契
機
に
企
業
勃
興
熱
の
高
揚
、
そ
の
反
動
と
し
て
の
戦
後
恐
慌
の
発
生
を
み
る
に
至

こ
の
よ
う
に
、
明
治
一
一
三
年
会
社
法
は
、
短
期
間
に
激
し
く
移
り
変
わ
る
社
会
経
済
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
企
業
を
規
整
す
る
役
割

り
を
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢
の
激
震
が
、
同
時
に
初
の
国
産
会
社
法
で
あ
っ
た
明
治
三
一
一
年
法
の
不

備
・
欠
陥
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
、
明
治
四
四
年
（
’
九
二
年
）
の
会
社
法
改
正
へ
と
繋
が
っ
た
わ
け
で
あ

る
。 る

｡ グーへ－－、グー、グーへ〆￣へ〆￣へ〆￣、グーへ〆￣へ〆￣へ〆－，

１５５１５４１５３１５２１５１１５０１４９１４８１４７１４６１４５ 
－－￣＝～－－～－－､－－～＝￣､－－～-－、－〆－－－－－－

志
田
鉾
太
郎
・
日
本
商
法
論
巻
之
一
一
会
社
（
明
治
三
五
年
）
’
一
五
九
頁
参
照
。

同
前
一
一
六
一
’
’
一
六
二
頁
参
照
。

同
前
五
七
五
頁
。

同
前
九
八
頁
。

志
田
・
注
（
胡
）
前
掲
八
九
頁
。

同
前
六
○
九
頁
。

拙
稿
「
昭
和
一
一
一
一
年
会
社
法
改
正
の
歴
史
的
展
開
・
第
一
部
」
神
戸
学
院
法
学
一
一
五
巻
一
号
（
平
成
七
年
）
三
一
一
一
頁
参
照
。

志
田
・
注
（
Ｗ
）
前
掲
九
一
一
’
九
三
頁
。

同
前
。

同
前
九
一
一
一
頁
。

同
前
九
二
頁
。

１
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
 

結
語

「
Ｉ
１
１
１
１
口
１
口
１
口

（
平
成
八
年
六
月
一
八
日
稿
）
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○
資
料
１
丸
屋
商
社
社
則

脱
稿
後
、
丸
屋
商
社
の
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
社
則
を
入
手
し

え
た
の
で
、
資
料
と
し
て
掲
げ
る
。
次
の
社
則
は
、
「
丸
屋
商
社
之
記
」

の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
「
明
治
六
癸
酉
年
十
月
」
の
も
の
で

あ
る
。

な
お
、
こ
の
後
、
同
社
は
「
責
任
有
限
丸
善
商
社
」
へ
と
発
展
す

る
。
明
治
一
一
一
一
年
一
一
月
二
五
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
同
社
の
定
款
は
さ

ら
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
株
主
総
会
に
関
す
る
詳
細

な
規
定
も
存
在
し
て
い
る
。

第
一
則

入
社
元
金
ハ
百
円
ヲ
｜
ロ
ト
定
メ
｜
口
或
ハ
数
ロ
ヲ
｜
人
ニ
テ
出
ス

ゴ
随
意
ナ
リ
○
元
金
社
中
出
ス
所
ノ
元
金
総
高
ハ
働
社
中
出
ス
所
ノ

元
金
総
高
一
一
比
較
シ
テ
定
限
ヲ
定
ム
ル
イ
左
ノ
如
シ

蝋
釧
中
五
千
一
万
一
一
万
三
万
四
万
五
万
六
万

杭
雌
鮒
五
千
一
万
五
千
四
万
七
万
五
千
十
一
一
万
十
七

万
五
千
一
一
十
四
万

年
々
諸
種
積
金
ノ
高
ヲ
増
シ
危
害
ヲ
減
ズ
ル
ガ
故
二
年
ヲ
追
一
ァ
両
社

元
金
ノ
比
較
一
一
差
等
ア
ル
ナ
リ

元
金
社
中
ノ
出
金
ハ
右
ノ
割
合
ヲ
超
ユ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
錐
に
之
ヲ
減
ズ

金
ト
ナ
ス
片
ハ
永
久
年
々
百
円
ヅ
、
ヲ
得
ベ
シ
○
年
百
円
ヅ
、
出
セ

ル
元
金
社
中
五
卜
年
ニ
シ
テ
定
約
利
益
ヲ
合
セ
タ
ル
高
左
ノ
如
シ

一
一
百
円
細
可
解
百
七
十
三
円
七
十
五
銭
細
酊
醇
百
五
十
壱
円
五
十
銭
壹
榊

頤
百
一
一
一
十
一
一
円
一
一
十
五
銭
誰
畔
ノ
百
十
五
円
酷
鵬
ノ
〆
七
百
七
十
一
一
円

五
十
銭

元
金
社
中
若
シ
入
社
初
年
ヨ
リ
年
々
百
円
ヅ
、
ヲ
得
ン
卜
欲
セ
バ
初

メ
ニ
六
百
七
十
一
一
円
五
十
銭
ヲ
出
ス
片
ハ
其
年
ヨ
リ
年
々
二
百
円
ヲ

得
ベ
シ
其
百
円
ヲ
取
り
残
り
百
円
ヲ
次
第
二
翌
年
ノ
入
社
金
ト
ナ
ス

片
ハ
永
久
年
々
百
円
宛
ヲ
得
ル
丁
年
々
百
円
宛
五
十
年
間
出
セ
ル
人

一
一
同
ジ

第
三
則
元
金
社
中
中
途
脱
社
ノ
事

元
金
ハ
五
小
年
ニ
シ
テ
倍
高
ト
ナ
シ
返
ス
丁
ト
定
ム
レ
パ
中
途
ニ
シ

テ
脱
社
ス
ル
ハ
随
意
ナ
レ
に
得
ル
所
ノ
利
益
ヲ
減
ズ
ル
イ
左
ノ
如
シ

元
金
高
平
均
年
一
割
ノ
利
ヲ
添
へ
取
り
去
ル
ベ
シ
巳
一
一
年
々
ノ
配
分

利
益
ヲ
得
ダ
ル
人
ハ
之
ヲ
合
シ
テ
年
一
割
ノ
利
一
一
充
ツ
ル
ノ
ミ
又
利

二
加
エ
タ
ル
利
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ズ
○
其
證
券
ヲ
他
人
一
一
讓
ル
ハ
随
意
タ

ル
ベ
シ
若
シ
然
ル
片
〈
讓
リ
受
ダ
ル
人
ノ
姓
名
居
所
ヲ
認
メ
証
券
書

キ
巷
へ
手
数
料
一
口
二
付
キ
五
十
銭
ヲ
添
へ
テ
本
局
一
一
投
ズ
ベ
シ

第
四
則

働
社
中
出
ス
所
ノ
元
金
ハ
元
金
社
中
ノ
出
金
二
比
較
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ

ル
ハ
妨
ナ
シ
又
此
ノ
比
ノ
例
二
充
タ
ズ
ト
錐
任
商
業
ノ
景
況
二
従
テ

元
金
ノ
多
キ
ヲ
好
マ
ザ
ル
片
ハ
新
入
社
ヲ
辞
ス
ル
ハ
働
社
中
ノ
随
意

タ
ル
ベ
シ第
二
則
定
約
利
益
配
分
利
益
ノ
事

会
社
ニ
テ
ー
イ
年
間
二
得
ル
所
ノ
利
益
ヲ
以
テ
第
一
二
総
元
金
高
一

割
五
分
二
当
ル
ノ
利
ヲ
元
金
定
約
利
益
卜
名
ク
第
二
二
同
ジ
金
高
ヲ

以
テ
働
社
中
総
人
部
二
配
当
シ
之
ヲ
働
社
中
定
約
利
益
卜
名
ク
其
余

ヲ
配
分
利
益
ト
名
ケ
之
ヲ
年
々
両
社
中
一
一
配
分
ス
ル
丁
第
五
則
ノ
如

シ
○
右
ノ
元
金
定
約
利
益
ハ
年
々
之
ヲ
元
金
高
一
一
加
へ
テ
全
五
小
年

ニ
シ
テ
元
金
倍
高
ト
ナ
シ
出
金
主
二
返
ス
ベ
シ

右
ノ
如
ク
五
卜
年
ヲ
一
期
ト
定
〆
第
一
期
五
小
年
間
祀
酢
未
二
頂
ル

モ
ノ
ハ
第
一
一
期
五
小
年
間
賊
誠
子
一
一
返
シ
一
期
毎
二
旧
ヲ
改
メ
テ
新

ト
ナ
ス
其
例
左
ノ
如
シ

巳
午
未
申
酉
ノ
三
月
朔
日
入
社
ス
ル
人
エ

戌
亥
子
丑
寅
ノ
三
月
倍
高
ト
ナ
シ
返
ス

元
金
社
中
五
小
年
一
一
至
リ
テ
請
取
丁
ヲ
好
マ
ザ
ル
人
ハ
旧
証
券
ヲ
返

シ
倍
高
ノ
新
証
券
ヲ
得
テ
新
一
一
入
社
ス
ル
丁
随
意
タ
リ

右
ノ
如
ク
年
々
旧
一
小
年
分
ヲ
返
シ
新
一
小
年
分
ヲ
預
ル
片
ハ
会
社

ノ
元
金
年
々
平
均
ヲ
得
テ
ー
時
二
大
ナ
ル
増
減
ヲ
生
ズ
ル
丁
ナ
シ

五
小
年
間
百
円
ヅ
、
出
セ
ル
元
金
社
中
ハ
五
小
年
目
ヨ
リ
ニ
百
円

ヅ
、
ヲ
得
ル
ナ
リ
其
百
円
ヲ
取
り
残
り
百
円
ヲ
次
第
二
翌
年
ノ
入
社

（
中
途
ニ
シ
テ
随
意
二
脱
社
ス
ル
ヲ
許
サ
ズ
但
シ
元
金
比
較
ノ
高
一
一

差
支
ナ
ク
働
社
中
ノ
衆
議
一
一
テ
モ
許
ス
所
ナ
ラ
パ
元
金
社
中
ノ
例
二

異
ナ
ル
丁
ナ
シ

第
五
則

会
社
ノ
安
全
長
久
ヲ
保
ツ
ハ
全
社
協
合
ノ
カ
ニ
由
ト
錐
任
商
業
ノ
盛

衰
危
害
ノ
増
減
ハ
働
社
中
ノ
勤
勉
卜
怠
慢
一
一
関
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
会

社
ノ
災
害
過
失
等
ニ
テ
損
耗
ア
ル
片
ハ
其
責
メ
働
社
中
ニ
ア
リ
故
一
一

利
益
少
ナ
キ
モ
定
約
利
益
ヲ
頒
ツ
ー
一
足
ル
片
ハ
両
社
利
益
ヲ
頒
シ
丁

甲
乙
ナ
シ
ト
錐
に
利
益
尚
少
ナ
キ
片
ハ
働
社
中
ノ
配
分
利
益
ヲ
減
ズ

ベ
シ
尚
利
益
少
ナ
キ
片
ハ
細
流
社
一
一
積
置
ク
所
ノ
備
金
ヲ
以
テ
之
ヲ

償
上
元
金
社
中
ノ
定
約
利
益
ヲ
減
ズ
可
ラ
ズ
万
一
損
緯
多
ニ
シ
テ
細

流
社
積
金
ヲ
出
シ
霊
シ
テ
モ
尚
足
ラ
ザ
ル
片
ハ
働
社
中
ノ
出
金
ヲ
以

テ
之
ヲ
債
上
元
金
社
中
ノ
元
金
ニ
ハ
損
耗
ヲ
乃
ポ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
但
シ

働
社
中
ノ
元
金
ヲ
減
ズ
ル
ノ
場
一
一
至
リ
テ
ハ
元
金
社
中
モ
其
年
ノ
利

益
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ズ

右
ノ
如
ク
働
社
中
ハ
自
己
ノ
出
金
ヲ
以
テ
元
金
社
中
ノ
出
金
ヲ
請
合

う
モ
ノ
ナ
レ
バ
利
益
多
ク
シ
テ
両
社
中
ノ
定
約
利
益
ヲ
頒
カ
チ
テ
尚

余
ル
所
ノ
配
分
利
益
ハ
之
ヲ
三
分
シ
テ
其
一
分
ヲ
元
金
社
中
二
配
分

シ
二
分
ヲ
働
社
中
総
人
部
一
一
配
分
ス
ベ
シ
○
年
々
利
益
ノ
増
減
二
従

テ
両
社
中
利
益
分
配
ノ
差
等
ア
ル
丁
左
ノ
如
シ
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カ
ラ
ズ
即
チ
商
買
上
ノ
丁
ハ
各
店
支
配
人
金
銀
貸
借
ノ
丁
ハ
金
銀
方

全
社
中
一
一
関
係
ス
ル
７
ハ
取
扱
人
一
一
議
シ
テ
事
ヲ
決
ス
ベ
シ

取
扱
人
朴
扣
池
止
但
軸
辨
叺
一
睡
渉
に
分
岬
池
枇
麺

社
中
ノ
便
宜
ヲ
議
リ
諸
評
議
ノ
７
ヲ
掌
リ
総
テ
社
長
受
持
ノ
事
務
ヲ

補
佐
ス
ベ
シ
又
社
外
或
ハ
政
府
一
一
関
ス
ル
イ
ヲ
取
扱
う
役
目
ナ
リ

書
記
方
五
口
以
上
入
社
ノ
人
タ
ル
ベ
シ

本
局
ノ
帳
面
ヲ
総
括
シ
諸
店
帳
合
ノ
精
粗
ヲ
検
シ
全
社
成
績
表
ヲ
造

ル
等
専
ラ
其
任
ト
ス

金
銀
方
五
口
以
上
入
社
ノ
人
二
非
レ
バ
金
銀
方
タ
ル
ヲ
得
ズ

金
銀
借
貸
為
替
及
諸
会
計
ヲ
総
括
シ
諸
入
費
ノ
並
給
ヲ
掌
ト
ル

各
店
支
配
人
二
口
以
上
入
社
ノ
人
二
非
レ
バ
支
配
人
タ
ル
ヲ
得
ズ

其
預
リ
店
ヲ
支
配
シ
商
業
ヲ
取
扱
う
一
天
専
執
ノ
権
ア
レ
陸
金
銀
借

貸
商
買
柄
変
化
住
地
家
作
売
買
転
宅
人
員
ノ
増
減
膜
噛
雌
馴
堀
淋
ヰ
ノ
等

ハ
独
裁
ヲ
得
ズ

第
九
則

諸
店
売
場
ニ
テ
ハ
商
業
ノ
元
金
ヲ
預
リ
商
売
ヲ
営
ミ
月
々
元
金
ノ
利

足
家
作
代
金
ノ
利
足
並
二
月
々
ノ
利
益
ヲ
勘
定
場
一
一
送
り
若
シ
損
毛

ア
ル
月
ハ
其
損
分
ヲ
勘
定
場
ヨ
リ
請
取
ル
ベ
シ
故
一
一
売
場
ニ
テ
ハ
始

終
身
代
一
一
増
減
ナ
シ
ト
ス

第
十
則

元
金
利
益

定
約
利
益

配
分
利
益

一
万
円
千
五
百
円
航
践
帆
中
杼
垂
百
円
ナ
ン ナ
シ

一
万
円
一
一
千
円
航
雌
帆
中
軒
莇
頤
円
汁
》

一
万
円
一
一
一
千
円
航
鹸
帆
中
拝
琿
雨
叩
廿
｝

｜
万
円
四
千
円
翫
鹸
帆
中
卉
琿
壺
叩
一
匡
顛
に
壮
仁
甑
絲

両
社
中
定
約
利
益
ヲ
年
一
割
五
分
ト
定
ム
ル
モ
ノ
ハ
現
今
会
社
ノ
借

金
貸
金
ノ
利
足
ヲ
平
均
シ
之
ヲ
当
時
世
間
普
通
ノ
利
足
一
一
比
較
シ
テ

定
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
後
来
世
上
一
般
一
一
利
足
ノ
降
下
ス
ル
丁
ア
ラ
パ

其
時
勢
一
一
階
テ
減
ズ
ル
丁
ア
ル
ベ
シ
若
シ
然
ル
７
ア
ル
片
ハ
前
以
テ

社
中
二
報
告
ス
ベ
シ
其
時
脱
杜
ヲ
欲
ス
ル
人
ハ
中
途
錐
に
期
一
一
充
チ

テ
脱
社
ス
ル
ノ
例
一
一
同
ジ

第
六
則
一
積
金
ノ
事

全
社
保
続
金
各
店
ヨ
リ
月
々
積
金
ヲ
出
シ
之
ヲ
細
流
社
二
預
ケ
置

キ
商
業
上
損
毛
ノ
備
金
ト
ス

横
浜
書
店
同
薬
店
同
調
合
局

同
唐
物
店

東
京
書
店
同
薬
店
同
唐
物
店

同
仕
立
局

大
坂
店
西
京
店
各
月
々
六
円
合
六
十
円

家
作
積
金
地
所
家
作
ヨ
リ
取
立
ダ
ル
店
賃
地
代
等
ニ
テ
諸
雑
費
ヲ

仕
払
ヒ
タ
ル
残
リ
ノ
半
バ
ヲ
勘
定
場
ノ
利
益
一
一
加
へ
其
半
バ
ヲ
家
作

積
金
ト
ナ
シ
テ
火
災
其
外
朽
廃
シ
テ
建
替
へ
ヲ
要
ス
ル
時
ノ
備
ト
ス

１
１
‐
■
ｌ
「

「
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

勘
定
場
ニ
テ
ハ
月
々
各
店
ヨ
リ
送
ル
処
ノ
元
金
利
足
ヲ
請
取
リ
月
々

其
総
高
ノ
内
ヨ
リ
入
社
金
高
ノ
利
足
二
当
ル
高
ヲ
現
益
口
一
一
記
シ
其

余
ヲ
金
利
ロ
ー
記
ス
ベ
シ
又
売
塲
ニ
テ
損
毛
ア
ル
月
ハ
其
損
分
ヲ
現

益
ロ
ョ
リ
出
シ
勘
定
期
一
一
至
リ
テ
現
益
総
高
ヲ
元
金
総
高
ト
働
社
中

総
人
部
一
一
比
較
シ
テ
法
ノ
如
ク
分
配
ス
ベ
シ

第
十
一
則

元
金
社
中
ハ
其
出
金
ノ
多
少
一
一
拘
ワ
ラ
ズ
働
社
中
ハ
其
持
役
ノ
軽
重

二
拘
ワ
ラ
ズ
前
件
諸
則
中
不
便
利
ト
思
フ
イ
ア
ラ
バ
会
局
二
云
送
リ

テ
論
駁
ス
ル
ノ
権
ア
ル
ベ
シ
又
以
上
定
ム
ル
所
卜
錐
任
実
際
不
都
合

ノ
廉
ア
ラ
バ
臨
時
改
正
ス
ル
丁
モ
ア
ル
ベ
シ

第
十
二
則

働
社
中
並
雇
人
任
二
毎
夕
勤
怠
録
一
一
其
日
ノ
勤
怠
ヲ
認
ム
ベ
シ
家
ニ

在
リ
テ
勤
ム
ル
モ
ノ
ハ
〔
勤
〕
印
ヲ
押
シ
社
用
一
一
テ
他
行
ス
ル
モ
ノ

ハ
〔
外
〕
印
ヲ
押
シ
軽
疾
ニ
テ
社
局
ニ
ア
ル
モ
ノ
ハ
〔
病
〕
印
ヲ
押

シ
私
用
ニ
テ
他
出
ス
ル
モ
ノ
ト
私
宅
ニ
テ
病
ヲ
菱
フ
モ
ノ
ト
ハ
印
ヲ

省
キ
其
印
数
ヲ
算
ヱ
テ
年
中
勤
メ
タ
ル
総
日
数
ト
ナ
ス

社
長
並
二
取
扱
人
〈
社
局
二
来
ラ
ザ
ル
モ
私
宅
一
一
ア
リ
テ
社
用
ヲ
為

ス
片
ハ
勤
ダ
ル
日
数
ニ
加
フ
ベ
シ

働
社
中
外
出
入
用
ハ
其
仕
払
ヲ
記
シ
テ
勘
定
塲
二
出
シ
社
中
費
用
一
一

属
ス
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
償
上
其
私
費
二
属
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
償
フ
ヲ

海
陸
難
事
備
金
東
京
へ
送
品
〈
百
分
ノ
｜
半
西
京
大
坂
送
り
品
ハ

百
分
ノ
三
ヲ
取
リ
テ
其
内
ニ
テ
運
送
ノ
費
用
ヲ
払
上
其
余
ヲ
積
貯
へ

海
陸
ノ
難
事
一
一
備
フ

貸
金
損
耗
備
金
本
局
勘
定
場
ニ
テ
貸
金
ノ
利
足
十
分
ノ
ー
ヲ
月
々

取
除
ヶ
之
ヲ
積
貯
へ
貸
金
ノ
危
害
一
一
備
フ
又
預
リ
質
物
ノ
流
し
荷
物

ヲ
完
払
上
元
利
差
引
テ
利
益
ア
レ
バ
亦
此
積
金
一
一
加
フ
ベ
シ

無
名
備
金
不
用
道
具
買
払
代
金
並
一
一
人
頭
税
働
社
中
奉
公
人
ヨ
リ

出
シ
タ
ル
過
代
金
等
ヲ
積
貯
へ
諸
種
備
金
ノ
不
足
ヲ
補
フ
ベ
シ

以
上
五
種
積
金
ハ
他
人
へ
請
合
料
オ
ン
苞
Ｉ
ヲ
払
上
拾
タ
ル
ト
同
理

ナ
レ
パ
他
ノ
費
用
一
一
充
ツ
ベ
カ
ラ
ズ

第
七
則
社
中
所
有
物
ノ
事

積
金
其
外
雑
用
ニ
テ
買
ダ
ル
道
具
類
等
〈
全
社
利
益
ノ
残
余
ニ
シ
テ

斉
シ
ク
全
社
中
ノ
所
有
物
ナ
レ
に
両
社
中
任
若
シ
脱
社
ス
ル
人
ハ
其

所
分
ヲ
有
ス
ル
得
ズ

第
八
則

社
長
計
抑
似
迂
裡
剛
幻
仏
走
榊
奉
仕
肺
櫛
麹
吐
雌
鮴
仁
一
卿
が

全
社
内
外
ノ
事
務
ヲ
総
括
シ
各
店
役
割
ノ
当
否
ヲ
察
シ
全
社
従
前
ノ

成
績
後
来
ノ
安
危
一
一
注
意
シ
諸
事
ヲ
指
令
シ
奉
公
人
ヲ
進
退
シ
評
議

入
札
ノ
問
題
ヲ
出
ス
等
専
執
権
ア
ル
可
シ
但
シ
専
任
ノ
役
ヲ
置
ダ
ル

各
科
二
就
テ
ノ
丁
ハ
臨
時
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
牌
一
一
非
レ
バ
独
裁
ス
ベ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
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○
資
料
２
明
治
一
一
一
一
一
年
商
法
（
旧
商
法
）
お
よ
び
明
治
二
六
年
改

正
法
対
照
表
（
抄
）

旧
商
法
第
一
編
第
六
章
（
会
社
法
）
が
ど
の
よ
う
な
形
で
施
行
さ

れ
た
の
か
を
探
る
た
め
に
、
明
治
二
六
年
改
正
法
と
の
対
照
表
を
作

成
し
た
。

得
ズ
東
京
性
復
ノ
汽
車
ハ
下
等
ヲ
例
ト
ス
只
貴
客
ヲ
送
迎
ス
ル
丁
ア

ル
片
ハ
此
例
一
一
非
ズ

社
中
用
ユ
ル
帳
合
ノ
仕
方
〈
社
中
記
帳
法
二
記
ス
ル
ヲ
以
テ
弦
一
一
略

ス※
「
丸
姜
ロ
百
年
史
」
資
料
編
（
昭
和
五
六
年
）
を
底
本
と
す
る
。

一
一
付
キ
原
告
又
ハ
被
告
卜
為
ル

コ
ト
ヲ
得

第
一
節
合
名
会
社

第
一
款
会
社
ノ
設
立

第
七
十
四
条
二
人
以
上
目
Ｎ
川

村
共
通
ノ
計
算
ヲ
以
テ
商
業
ヲ

営
ム
為
メ
金
銭
又
ハ
有
価
物
又

ハ
労
カ
ヲ
出
資
卜
為
シ
テ
共
有

資
本
ヲ
組
成
シ
責
任
其
出
資
一
一

刻
シ
其
印
鑑
ヲ
商
業
登
記
簿
二

添
ヘ
テ
保
存
ス
ル
為
メ
之
ヲ
第

十
八
条
二
褐
ケ
タ
ル
裁
判
所
一
一

差
出
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
社
印
ヲ
変

更
シ
又
ハ
改
刻
ス
ル
ト
キ
モ
亦

此
手
続
ヲ
為
ス

第
七
十
二
条
闘
弓
及
上
社
印
ハ

官
庁
二
宛
テ
タ
ル
文
書
又
ハ
報

告
書
、
株
券
、
手
形
及
上
会
社

一
一
於
テ
権
利
ヲ
得
義
務
ヲ
負
う

可
キ
｜
切
ノ
書
類
二
之
ヲ
用
１

第
七
十
三
条
会
社
ハ
特
立
ノ
財

産
ヲ
所
有
シ
又
独
立
シ
テ
権
利

ヲ
得
義
務
ヲ
負
う
顔
。
剣
割
引

苧
宋
ユ
ハ
ー
Ｔ
Ｉ
に
え

園
１
荊
剥
劃
笥
引
劉
翻
刻
又
訴
訟

以
テ
債
権
ヲ
得

扉
ユ
ハ
ニ
旱
茜
阯
室
矛
会
枡
時
反
上
共
営
昇
一
壁
宋
六
章
幸
司
事
△
云
汁
」
巧
く
上
仕
へ
盲

．
△
△
雪
”
院
可
訓

栄
一
笥
事
へ

。
Ｌ
・

‘
。
。
△
「

債
権
ヲ
負
上
動

壺
手
些
末
『
プ
コ
ゴ
ザ
妃
Ｉ
ｒ
－
詫

面
ｘ
ハ
｜
羊
ホ
ユ
ハ
ー
Ｔ
Ｌ
」
蕊

第
一
節
合
名
会
社

第
一
款
会
社
ノ
設
立

第
七
十
四
条
二
人
以
上
共
通
ノ

計
算
ヲ
以
テ
商
業
ヲ
営
ム
為
メ

金
銭
又
ハ
有
価
物
又
ハ
労
カ
ヲ

出
資
卜
為
シ
テ
共
有
資
本
ヲ
組

成
シ
責
任
其
出
資
二
止
マ
ラ
サ

刻
シ
其
印
鑑
ヲ
商
品
登
記
簿
一
一

添
ヘ
テ
保
存
ス
ル
為
メ
之
ヲ
第

十
八
条
二
褐
ケ
タ
ル
裁
判
所
一
一

差
出
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
社
印
ヲ
変

更
シ
又
ハ
改
刻
ス
ル
ト
キ
モ
亦

此
手
続
ヲ
為
ス

第
七
十
二
条
汕
割
及
上
社
印
ハ

官
庁
二
宛
テ
タ
ル
文
書
又
ハ
報

告
書
、
株
券
、
手
形
及
上
会
社

一
一
於
テ
権
利
ヲ
得
義
務
ヲ
負
う

可
キ
｜
切
ノ
書
類
二
之
ヲ
用
１

第
七
十
三
条
会
社
ハ
特
立
ノ
財

産
ヲ
所
有
シ
又
独
立
シ
テ
権
利

ヲ
得
義
務
ヲ
負
う
又
訴
訟
二
付

キ
原
告
又
ハ
被
告
ト
為
ル
コ
ト

ヲ
得

旧
咀
△
『

■
▲
。

止
マ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
合
名
会
社

卜
為
ス

第
七
十
五
条
両
ヨ
ニ
ハ
総
社
員

又
ハ
其
一
人
若
ク
ハ
数
人
ノ
氏

ヲ
用
イ
之
二
会
社
ナ
ル
文
字
ヲ

附
ス
可
シ

会
社
若
シ
現
存
セ
ル
他
人
ノ
営

業
ヲ
引
受
ク
ル
ト
キ
ハ
其
旧
商

弓
ヲ
続
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
七
十
六
条
社
員
ノ
退
社
シ
タ

ル
後
卜
錐
モ
従
前
ノ
商
ヨ
ヲ
続

用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
退
社
員
ノ

氏
ヲ
商
号
中
二
続
用
セ
ン
ト
ス

ル
ト
キ
ハ
本
人
ノ
承
諾
ヲ
受
ク

ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
七
十
七
条
会
社
ハ
書
面
契
約

一
一
因
リ
テ
ノ
ミ
之
ヲ
設
立
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
其
契
約
書
ハ
総
社
員

之
二
連
署
洲
割
ヨ
コ
ヨ
週
引
所
掃

ス右
ノ
規
定
ハ
会
社
契
約
ノ
変
更

一
一
於
テ
モ
亦
之
ヲ
遵
守
ス

第
七
十
八
条
会
社
ハ
設
立
後
十

四
日
内
二
本
店
及
上
支
店
ノ
地

一
一
於
テ
其
登
記
ヲ
受
ク
可
シ

ス
ル
会
社
ハ
初
ヨ
リ
無
効
ク
リ

若
シ
会
社
ノ
営
業
力
公
安
又
ハ

風
俗
ヲ
害
ス
可
キ
ト
キ
ハ
裁
判

所
ハ
検
事
君
列
Ⅱ
雪
『
禦
司
Ⅶ
申

立
一
一
因
り
又
ハ
職
権
ニ
依
り
其

命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
散
セ
シ
ム

ル
コ
ト
ヲ
得

但
其
命
令
一
一
対
シ
即
時
抗
告
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
六
十
八
条
法
律
、
命
令
一
一
依

り
官
庁
ノ
許
可
ヲ
受
ク
可
キ
営

業
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
会
社
ハ
其

許
可
ヲ
得
ル
ー
一
非
サ
レ
ハ
之
ヲ

設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

株
式
会
社
二
関
シ
テ
ハ
第
三
節

ノ
規
定
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
要

ス

第
六
十
九
条
会
社
ノ
設
立
ハ
適

当
ナ
ル
登
記
及
上
公
告
ヲ
受
ク

ル
ー
一
非
サ
レ
ハ
第
三
者
二
対
シ

テ
会
社
ダ
ル
効
ナ
シ

第
七
十
条
会
社
ハ
商
ヨ
ヲ
設
ケ

社
印
ヲ
製
シ
定
マ
リ
ダ
ル
営
業

所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
七
十
一
条
社
印
一
六
両
ヨ
ヲ

第
七
十
五
条
拙
割
ニ
ハ
総
社
員

又
ハ
其
一
人
若
ク
ハ
数
人
ノ
氏

ヲ
用
イ
之
一
一
会
社
ナ
ル
文
字
ヲ

附
ス
可
シ

会
社
若
シ
現
存
セ
ル
他
人
ノ
営

業
ヲ
引
受
ク
ル
ト
キ
ハ
其
旧
汕

割
ヲ
続
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
七
十
六
条
社
員
ノ
退
社
シ
タ

ル
後
卜
錐
モ
従
前
ノ
梱
包
ヲ
続

用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
退
社
員
ノ

氏
ヲ
祖
割
中
二
続
用
セ
ン
ト
ス

ル
ト
キ
ハ
本
人
ノ
承
諾
ヲ
受
ク

ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
七
十
七
条
会
社
ハ
書
面
契
約

一
一
因
リ
テ
ノ
ミ
之
ヲ
設
立
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
其
契
約
書
ハ
総
社
員

之
二
連
署
ス

右
ノ
規
定
ハ
会
社
契
約
ノ
変
更

一
一
於
テ
モ
亦
之
ヲ
遵
守
ス

第
七
十
条
会
社
ハ
拙
割
ヲ
設
ケ

社
印
ヲ
製
シ
定
マ
リ
ダ
ル
営
業

所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
七
十
一
条
社
印
一
天
梱
包
ヲ

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

ル
モ
ノ
ヲ
合
名
会
社
卜
為
ス

ス
ル
会
社
ハ
初
ヨ
リ
無
効
タ
リ

若
シ
会
社
ノ
営
業
力
公
安
又
ハ

風
俗
ヲ
害
ス
可
キ
ト
キ
ハ
裁
判

所
ハ
検
事
申
立
ニ
因
り
又
ハ
職

権
ニ
依
り
其
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ

解
散
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

但
其
命
令
一
一
対
シ
即
時
抗
告
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得
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明治二三年法

明治二六年改正法第六章商事会社及上共算第六章商事会社及上共算
商業組合

商業組合

商事会社総則

商事会社総則
第六十六条商事会社ハ共同（同上）シテ商業ヲ営ム為メーーノミ之ヲ設立スルコトヲ得

第六十七条法律一一背キ又ハ第六十七条法律二背キ又ハ禁セラレタル事業ヲ目的卜禁セラレタル事業ヲ目的卜
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ノ
施
行
二
関
ス
ル
事
項
ハ
業
務

担
当
ノ
任
ア
ル
社
員
ノ
多
数
ヲ

以
テ
之
ヲ
決
ス

第
八
十
八
条
会
社
ノ
業
務
ヲ
行

上
及
上
其
利
益
ヲ
保
衛
ス
ル
ー
ー

付
テ
ハ
各
社
員
同
等
ノ
権
利
ヲ

有
シ
義
務
ヲ
負
う
但
会
社
契
約

一
一
別
段
ノ
定
ア
ル
ト
キ
ハ
此
限

一
一
在
ラ
ス

第
八
十
九
条
社
員
ノ
議
決
権
ハ

其
出
資
ノ
額
二
応
シ
テ
等
差
ヲ

立
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
九
十
条
業
務
担
当
ノ
任
ナ
キ

社
員
ハ
何
時
一
一
テ
モ
業
務
ノ
実

況
ヲ
監
視
シ
会
社
ノ
帳
簿
及
上

書
類
ヲ
検
査
シ
且
此
事
二
関
シ

意
見
ヲ
述
フ
ル
コ
ト
ヲ
得

第
九
十
一
条
業
務
担
当
ノ
任
ア

ル
各
社
員
ハ
代
務
ノ
委
任
又
ハ

解
任
ヲ
為
ス
権
利
ア
リ

第
九
十
二
条
各
社
員
ハ
会
社
一
一

対
シ
正
整
ナ
ル
商
人
ノ
自
己
ノ

事
務
二
於
テ
為
ス
ト
同
シ
キ
勉

励
注
意
ヲ
為
ス
責
務
ア
リ
其
責

務
二
背
キ
会
社
二
損
害
ヲ
生
セ

第
七
十
九
条
登
記
及
上
公
告
ス

可
キ
事
項
左
ノ
如
シ

第
一
合
名
会
社
ナ
ル
コ
ト

第
二
会
社
ノ
目
的

第
三
会
社
ノ
闘
弓
及
上
営

業
所

第
四
各
社
員
ノ
氏
名
住
所

第
五
設
立
ノ
年
月
日

第
六
存
立
時
期
ヲ
定
メ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
時
期

第
七
業
務
担
当
社
員
ヲ
特

一
一
定
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
其

氏
名

第
八
十
条
前
条
二
褐
ケ
タ
ル
一

個
又
ハ
数
個
ノ
事
項
二
変
更
ヲ

生
シ
又
ハ
合
意
ヲ
以
テ
変
更
ヲ

為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
七
日
内
二
其

登
記
ヲ
受
ク
可
シ

第
八
十
一
条
会
社
ハ
登
記
前
一
一

闘
翼
刈
川
コ
ト
ヲ
得
ス
之
二
達

フ
ト
キ
ハ
裁
判
所
ノ
命
令
ヲ
以

テ
其
営
謁
ヲ
差
止
ム
但
其
命
令

一
一
対
シ
テ
即
時
抗
告
ヲ
為
ス
コ

ト
ヲ
得

第
八
十
二
条
会
社
其
登
記
ノ
日

第
七
十
九
条
登
記
及
上
公
告
ス

可
キ
事
項
左
ノ
如
シ

第
一
合
名
会
社
ナ
ル
コ
ト

第
二
会
社
ノ
目
的

第
三
会
社
ノ
拙
割
及
上
営

業
所

第
四
各
社
員
ノ
氏
名
住
所

第
五
設
立
ノ
年
月
日

第
六
存
立
時
期
ヲ
定
メ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
時
期

第
七
業
務
担
当
社
員
ヲ
特

一
一
定
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
其

氏
名

（
同
上
）

第
八
十
一
条
会
社
ハ
登
記
前
一
一

事
翼
ゴ
嵩
尹
刻
川
コ
ト
ヲ
得
ス

之
一
一
達
フ
ト
キ
ハ
裁
判
所
ノ
命

令
ヲ
以
テ
其
事
翼
ヲ
差
止
ム
但

其
命
令
二
対
シ
テ
即
時
抗
告
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
八
十
二
条
会
社
其
登
記
ノ
日

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

シ
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
賠
償
ス

ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
九
十
三
条
社
員
ノ
差
入
レ
タ

ル
金
銭
又
ハ
有
価
物
ノ
出
資
ハ

契
約
二
定
メ
タ
ル
評
価
額
ヲ
附

シ
テ
会
社
ノ
財
産
目
録
二
記
入

シ
会
社
ノ
所
有
二
帰
ス

第
九
十
四
条
社
員
其
負
担
シ
タ

ル
出
資
ヲ
差
入
ル
ル
コ
ト
能
ハ

サ
ル
ト
キ
ハ
除
名
セ
ラ
レ
タ
ル

モ
ノ
卜
看
倣
ス
但
総
社
員
ノ
承

諾
ヲ
得
テ
他
ノ
出
資
ヲ
差
入
ル

ル
ト
キ
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

第
九
十
五
条
社
員
其
負
担
シ
タ

ル
出
資
ヲ
差
入
レ
サ
ル
ト
キ
ハ

会
社
ハ
之
ヲ
除
名
ス
ル
ト
頌
百

矧
川
日
刈
利
息
ヲ
払
ハ
シ
ム
ル

ト
ヲ
択
ミ
尚
ホ
執
レ
ノ
場
合
一
一

於
テ
モ
損
害
賠
償
ヲ
求
ム
ル
コ

ト
ヲ
得

第
九
十
六
条
社
員
ハ
契
約
上
ノ

額
外
二
出
資
ヲ
増
シ
又
ハ
損
失

一
一
因
リ
テ
減
シ
タ
ル
出
資
ヲ
補

充
ス
ル
義
務
ナ
シ

第
九
十
七
条
社
員
ハ
総
社
員
ノ

ヨ
リ
『
河
月
内
二
闘
謂
セ
サ
ル

ト
キ
ハ
其
登
記
及
上
公
告
ハ
無

効
ク
リ第
二
款
会
社
契
約
ノ
変

更

第
八
十
三
条
会
社
契
約
ハ
総
社

員
ノ
承
諾
ア
ル
ー
ー
非
サ
レ
ハ
之

ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
其
承

諾
ナ
キ
ト
キ
ハ
契
約
ノ
従
前
ノ

規
定
ニ
従
う

第
八
十
四
条
会
社
契
約
ノ
規
定

一
一
シ
テ
会
社
ノ
施
行
セ
サ
リ
シ

モ
ノ
ハ
社
員
又
ハ
第
三
者
二
対

シ
テ
其
効
用
ヲ
致
サ
シ
ム
ル
コ

ト
ヲ
得
ス

第
三
款
社
員
間
ノ
権
利

義
務

第
八
十
五
条
社
員
間
ノ
権
利
義

務
ハ
本
法
及
上
会
社
契
約
二
因

リ
テ
定
マ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
十
六
条
会
社
ノ
目
的
二
反

セ
サ
ル
モ
之
二
異
ナ
ル
義
務
及

上
事
項
二
付
テ
ハ
業
務
担
当
ノ

任
ア
ル
総
社
員
ノ
承
諾
ヲ
要
ス

第
八
十
七
条
会
社
契
約
ノ
規
定

第
九
十
五
条
社
員
其
負
担
シ
タ

ル
出
資
ヲ
差
入
レ
サ
ル
ト
キ
ハ

会
社
ハ
之
ヲ
除
名
ス
ル
ト
ョ
祖

契
細
引
泪
刈
列
川
利
息
ヲ
払
ハ

シ
ム
ル
ト
ヲ
択
ミ
尚
ホ
執
レ
ノ

場
合
一
一
於
テ
モ
損
害
賠
償
ヲ
求

ム
ル
コ
ト
ヲ
得

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

ヨ
リ
対
刈
則
内
二
事
望
。
笥
尹

セ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
登
記
及
上
公

告
ハ
無
効
ク
リ

第
二
款
会
社
契
約
ノ
変

更

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
） 第
三
款
社
員
間
ノ
権
利

義
務

（
同
上
）

(464）６０ (465） 6１ 
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ル
取
引
ヲ
為
シ
又
ハ
之
二
与
力

ル
コ
ト
ヲ
得
ス
之
一
一
背
キ
タ
ル

ト
キ
ハ
会
社
ハ
其
択
二
従
上
其

社
員
ヲ
除
名
シ
又
ハ
其
取
引
ヲ

会
社
二
引
受
ケ
尚
ホ
其
執
レ
ノ

場
合
一
一
於
テ
モ
損
害
賠
償
ヲ
求

ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
百
五
条
各
社
員
ノ
会
社
ノ
損

益
ヲ
共
分
ス
ル
割
合
ハ
契
約
一
一

於
テ
他
ノ
準
率
ヲ
定
メ
サ
ル
ト

キ
ハ
其
出
資
価
額
二
準
ス

出
資
二
為
シ
タ
ル
労
カ
ノ
価
額

ヲ
契
約
二
於
テ
定
メ
サ
ル
ト
キ

ハ
各
般
ノ
事
情
ヲ
斜
酌
シ
テ
之

ヲ
定
ム

第
百
六
条
社
員
力
業
務
担
当
ノ

任
ナ
ク
シ
テ
業
務
担
当
ノ
所
為

ヲ
為
シ
又
ハ
会
社
二
対
シ
テ
詐

欺
ヲ
行
上
又
ハ
其
他
会
社
二
対

シ
テ
主
要
ノ
責
務
ヲ
甚
シ
ク
欠

キ
タ
ル
ト
キ
ハ
会
社
ハ
之
ヲ
除

名
シ
且
損
害
賠
償
ヲ
求
ム
ル
コ

ト
ヲ
得

第
百
七
条
社
員
力
会
社
契
約
一
一

依
り
又
ハ
本
法
ノ
規
定
ニ
依
り

抵
当
刻
川
闇
利
打
刻

第
九
十
九
条
社
員
ヨ
リ
他
人
一
一

為
シ
タ
ル
持
分
ノ
譲
渡
ハ
会
社

及
上
第
三
者
二
対
シ
テ
其
效
ナ

、
ン

第
百
条
社
員
其
持
分
二
他
人
ヲ

加
入
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
其
関
係

ハ
共
算
商
業
組
合
ノ
規
定
二
依

リ
テ
之
ヲ
定
ム

第
百
一
条
社
員
力
会
社
二
消
費

貸
ヲ
為
シ
又
ハ
会
社
ノ
為
メ
ー
ー

立
替
金
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
単

承
諾
ヲ
得
ル
ー
一
非
サ
レ
ハ
其
出

資
又
ハ
会
社
財
産
中
ノ
持
分
ヲ

減
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
九
十
八
条
社
員
ハ
総
社
員
ノ

承
諾
ヲ
得
ル
ー
非
サ
レ
ハ
第
三

者
ヲ
入
社
セ
シ
メ
又
ハ
第
三
者

ヲ
シ
テ
己
レ
ノ
地
位
二
代
ハ
ラ

シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

諾
ヲ
得
刑
判
『
扣
和
司
り
Ⅱ
型
詞
凋
引

契
約
二
於
テ
反
対
引
珂
詞
匂
別

ハ
ル
コ
ト
ヲ
得
旧
羅
洲
国
劇
Ⅶ
潮

］
貝
ノ
酎
旧
崔
沈
川
到
刈
Ｎ
Ｊ
四
判
蝿

第
百
一
条
社
員
力
会
社
二
消
費

貸
ヲ
為
シ
又
ハ
会
社
ノ
為
メ
ー
ー

立
替
金
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
劃

第
九
十
八
条
社
員
ハ
総
社
員
ノ

承
諾
ヲ
得
ル
ー
一
非
サ
レ
ハ
第
一
一
一

者
ヲ
入
社
セ
シ
メ
又
ハ
第
三
者

ヲ
シ
テ
己
レ
ノ
地
位
二
代
ハ
ラ

シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

（
二
項
削
除
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

テ
会
社
ノ
為
メ
ニ
為
シ
タ
ル
総

テ
ノ
行
為
及
上
取
引
ハ
各
社
員

互
二
之
ヲ
承
認
ス
ル
義
務
ア
リ

第
四
款
第
三
者
二
対
ス

ル
社
員
ノ
権
利

義
務

第
百
八
条
会
社
ハ
業
務
担
当
ノ

任
ア
ル
社
員
ノ
明
示
シ
テ
会
社

ノ
為
メ
ー
ー
為
シ
又
ハ
事
実
会
社

ノ
為
メ
ニ
為
シ
タ
ル
総
テ
ノ
行

為
二
因
リ
テ
直
接
二
権
利
ヲ
得

義
務
ヲ
負
う

第
百
九
条
会
社
ノ
権
利
ハ
業
務

担
当
ノ
任
ア
ル
社
員
裁
判
上
卜

裁
判
外
ト
ヲ
問
ハ
ス
之
ヲ
主
張

シ
又
ハ
有
効
二
之
ヲ
処
分
ス
ル

コ
ト
ヲ
得

第
百
十
条
第
三
者
二
対
ス
ル
会

社
ノ
義
務
ハ
第
三
者
ヨ
リ
業
務

担
当
ノ
任
ア
ル
各
社
員
一
一
対
シ

テ
其
履
行
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
百
十
一
条
業
務
担
当
ノ
任
ア

ル
社
員
ノ
代
理
権
二
加
ヘ
タ
ル

制
限
ハ
第
三
者
二
対
シ
テ
其
効

ナ
シ

司
矧
〃
。
Ⅶ
利
息
ヲ
求
ム
ル
コ

ト
ヲ
得
又
社
員
力
業
務
施
行
ノ

為
メ
直
接
二
受
ケ
タ
ル
損
失
一
一

付
テ
ハ
其
補
償
ヲ
求
ム
ル
コ
ト

ヲ
得

第
百
二
条
会
社
契
約
二
於
テ
明

示
ノ
合
意
ナ
キ
ト
キ
ハ
社
員
ハ

業
務
施
行
ノ
勤
労
二
付
キ
其
報

酬
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
然
し

ト
モ
労
カ
ヲ
出
資
卜
為
シ
タ
ル

社
員
其
負
担
シ
タ
ル
出
資
外
一
一

為
シ
タ
ル
労
カ
ニ
付
テ
ハ
相
当

ノ
報
酬
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
百
三
条
社
員
力
会
社
ノ
為
メ

一
一
受
取
り
ダ
ル
金
銭
ヲ
相
当
ノ

時
日
内
一
一
会
社
二
引
渡
サ
ス
又

ハ
会
社
ノ
金
銭
ヲ
自
己
ノ
用
一
一

供
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
会
社
二
対
シ

テ
瑁
司
研
刈
廿
刈
利
息
ヲ
払
上

且
如
何
ナ
ル
損
害
ヲ
モ
賠
償
ス

ル
義
務
ア
リ

第
百
四
条
社
員
ハ
総
社
員
ノ
承

諾
ヲ
得
ル
ー
一
非
サ
レ
ハ
自
己
ノ

計
算
ニ
テ
モ
又
第
三
者
ノ
計
算

一
一
テ
モ
会
社
ノ
商
部
類
二
属
ス

第
百
三
条
社
員
力
会
社
ノ
為
メ

ニ
受
取
り
ダ
ル
金
銭
ヲ
相
当
ノ

時
日
内
一
一
会
社
二
引
渡
サ
ス
又

ハ
会
社
ノ
金
銭
ヲ
自
己
ノ
用
一
一

供
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
会
社
二
対
シ

テ
ョ
祖
契
絢
コ
ヨ
刈
列
川
利
息

ヲ
払
上
且
如
何
ナ
ル
損
害
ヲ
モ

賠
償
ス
ル
義
務
ア
リ

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
） 第
四
款
第
三
者
二
対
ス

ル
社
員
ノ
権
利

義
務

（
同
上
）

祖
契
絢
ゴ
泪
刈
列
川
利
息
ヲ
求

ム
ル
コ
ト
ヲ
得
又
社
員
力
業
務

施
行
ノ
為
メ
直
接
二
受
ケ
タ
ル

損
失
二
付
テ
ハ
其
補
償
ヲ
求
ム

ル
コ
ト
ヲ
得

（
同
上
）

(467） 6３ (466）６２ 
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第
百
十
二
条
会
社
ノ
義
務
二
付

テ
ハ
先
シ
会
社
財
産
之
ヲ
負
担

シ
次
二
各
社
員
其
全
財
産
ヲ
以

テ
祠
矧
ニ
テ
之
ヲ
負
担
ス

第
百
十
三
条
社
員
一
一
非
ス
シ
テ

淘
矧
二
其
氏
ヲ
表
ス
ル
コ
ト
ヲ

承
認
シ
君
外
州
劃
引
詞
刻
川
。

田
。
又
ハ
会
社
ノ
業
務
ノ
施
行

一
一
与
力
リ
又
ハ
事
実
社
員
タ
ル

ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
社

員
卜
同
シ
ク
連
帯
無
限
ノ
責
任

ヲ
負
う

第
百
十
四
条
商
業
使
用
人
又
ハ

代
務
人
ハ
其
給
料
ノ
全
部
又
ハ

ー
分
ヲ
一
定
又
ハ
不
定
ノ
利
益

配
当
二
因
リ
テ
受
ク
ル
モ
ノ
ト

難
モ
前
条
ノ
者
卜
同
視
セ
ス

第
百
十
五
条
新
二
入
社
ス
ル
社

員
ハ
契
約
上
他
ノ
定
ナ
キ
ト
キ

｜
ハ
其
入
社
前
二
生
シ
タ
ル
会
社

一
ノ
義
務
二
付
テ
モ
責
任
ヲ
負
う

’第州枡吠概員桧鮒鮒溌鮓繩胸
ノ
為
メ
之
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ス
但
差
入
前
一
一
於
テ
其
物
一
一

第
百
二
十
二
条
社
員
退
社
ス
ル

毎
一
一
会
社
ハ
七
日
内
二
其
理
由

第
五
款
社
員
ノ
退
社

第
百
二
十
条
社
員
ハ
会
社
契
約

力
有
期
ナ
ル
ト
キ
ハ
総
社
員
ノ

承
諾
ヲ
要
シ
無
期
又
ハ
終
身
ナ

ル
ト
キ
ハ
其
承
諾
ヲ
要
セ
ス
シ

テ
任
意
二
退
社
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

其
退
社
ハ
六
カ
月
前
一
一
予
告
ヲ

為
シ
タ
ル
上
事
業
年
度
ノ
末
一
一

限
ル
但
急
速
二
退
社
ス
可
キ
重

要
ノ
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
此
限
一
一

在
ラ
ス

第
百
二
十
一
条
右
ノ
外
社
員
ハ

左
ノ
諸
件
二
因
リ
テ
退
社
ス

第
一
除
名

第
二
死
亡
低
□
祖
司
川
地

団
引
岡
川
川
可
判
棡
綴

刈
刃
州
馴
綱
Ｎ
升
引
潮

。
旧
川

第
三
破
産

第
四
能
カ
ノ
喪
失
但
特
約

ナ
ル
ト
キ
ニ
限
ル

１
１
１
１
‐
■
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
 

第
百
十
二
条
会
社
ノ
義
務
二
付

テ
ハ
先
シ
会
社
財
産
之
ヲ
負
担

シ
次
二
各
社
員
其
全
財
産
ヲ
以

テ
週
葡
一
一
テ
之
ヲ
負
担
ス

第
百
十
三
条
社
員
一
一
非
ス
シ
テ

樹
矧
二
其
氏
ヲ
表
ス
ル
コ
ト
ヲ

承
認
シ
又
ハ
会
社
ノ
業
務
ノ
施

行
二
与
力
リ
又
ハ
事
実
社
員
タ

ル
ノ
権
利
義
務
ヲ
有
ス
ル
者
ハ

社
員
卜
同
シ
ク
連
帯
無
限
ノ
責

任
ヲ
負
う

驚溌
（
同
上
）

（
同
上
）第
五
款
社
員
ノ
退
社

（
同
上
）

（
同
上
）

付
キ
第
三
者
ノ
為
メ
権
利
ノ
設

定
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
此
限
一
一

在
ラ
ス

第
百
十
七
条
社
員
ノ
債
権
者
ハ

社
員
自
ラ
要
求
シ
得
ヘ
キ
利
息

又
ハ
配
当
金
ノ
ミ
ヲ
会
社
二
対

シ
テ
要
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

然
レ
ト
モ
社
員
ノ
持
分
ハ
社
員

ノ
退
社
又
ハ
会
社
解
散
ノ
場
合

一
一
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
要
求
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ス

第
百
十
八
条
会
社
二
対
ス
ル
債

務
卜
社
員
二
対
ス
ル
債
権
卜
又

会
社
二
対
ス
ル
債
権
ト
社
員
一
一

対
ス
ル
債
務
ト
ノ
相
殺
ハ
会
社

財
産
ノ
分
割
前
一
一
在
テ
ハ
之
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
百
十
九
条
社
員
ノ
持
分
ヲ
減

シ
タ
ル
為
メ
会
社
ノ
債
権
者
力

其
会
社
財
産
ヨ
リ
得
ヘ
キ
弁
償

ヲ
減
損
セ
ラ
レ
又
ハ
支
障
セ
ラ

レ
タ
ル
ト
キ
ハ
減
少
ノ
時
ヨ
リ

ニ
カ
年
内
ニ
在
テ
ハ
其
減
少
二

対
シ
テ
異
議
ヲ
述
フ
ル
コ
ト
ヲ

得ヲ
附
シ
タ
ル
登
記
ヲ
受
ク
可
シ

第
百
二
十
三
条
会
社
ハ
退
社
員

ノ
為
メ
特
二
作
リ
タ
ル
貸
借
対

照
表
ニ
依
り
退
社
ノ
時
ノ
割
合

ヲ
以
テ
其
持
分
ヲ
退
社
員
又
ハ

其
相
続
人
若
ク
ハ
承
継
人
二
払

渡
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

退
社
前
ノ
取
引
ニ
シ
テ
未
夕
結

了
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
其
結
了
ノ
後

之
ヲ
計
算
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
百
二
十
四
条
退
社
員
ノ
持
分

ノ
価
直
ハ
特
約
ア
ル
ニ
非
サ
レ

ハ
其
出
資
ノ
何
種
類
タ
ル
ヲ
問

ハ
ス
金
銭
ノ
ミ
ニ
テ
之
ヲ
払
渡

ス労
カ
ノ
出
資
又
ハ
其
他
退
社
卜

共
一
一
終
止
ス
ル
出
資
二
付
テ
ハ

特
約
ア
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
二
対

ス
ル
報
償
ヲ
為
ス
義
務
ナ
シ

第
百
二
十
五
条
退
社
員
ハ
退
社

前
一
一
係
ル
会
社
ノ
義
務
二
付
テ

ハ
退
社
後
二
カ
年
間
佃
ホ
全
財

産
ヲ
以
テ
其
責
任
ヲ
負
う

第
九
十
八
条
ノ
場
合
二
於
テ
第

三
者
ヲ
シ
テ
己
レ
ノ
地
位
二
代

■
‐
‐
１
口

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

(468） (469） 6４ 6５ 

－－ 



明治三二年会社法制定の歴史的展開 神戸学院法学第26巻第２号

人
ハ
清
算
ノ
目
的
ヲ
超
エ
テ
営

業
ヲ
保
続
シ
又
ハ
新
二
取
引
ヲ

｜
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
又
清
算
人
ハ

裁
判
上
会
社
ヲ
代
理
シ
且
会
社

ノ
為
メ
和
解
契
約
及
上
仲
裁
契

約
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
百
三
十
一
条
清
算
人
ノ
権
ハ

社
員
之
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
且
重
要
ナ
ル
事
由
二
基
ク
社

員
ノ
申
立
ニ
因
り
裁
判
所
ノ
命

令
ヲ
以
テ
ス
ル
ー
ー
非
サ
レ
ハ
之

ヲ
解
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
其

命
令
二
対
シ
即
時
抗
告
ヲ
為
ス

コ
ト
ヲ
得

第
百
三
十
二
条
清
算
人
ハ
委
任

事
務
ヲ
履
行
シ
タ
ル
後
社
員
一
一

計
算
ヲ
報
告
シ
第
百
五
条
及
上

第
百
二
十
四
条
ノ
規
定
二
準
シ

会
社
財
産
ヲ
社
員
一
一
分
配
ス
又

清
算
中
卜
雌
モ
自
由
卜
為
リ
タ

ル
財
産
ハ
之
ヲ
社
員
一
一
分
配
ス

コ
ト
ヲ
得

第
百
三
十
三
条
社
員
二
分
配
ス

可
キ
物
ハ
会
社
ノ
総
テ
ノ
義
務

ヲ
済
了
ス
ル
ニ
要
セ
サ
ル
会
社

ハ
ラ
シ
メ
タ
ル
者
二
付
テ
モ
亦

前
項
ヲ
適
用
ス

第
六
款
会
社
ノ
解
散

第
百
二
十
六
条
会
社
ハ
左
ノ
諸

件
二
因
リ
テ
解
散
ス

第
一
会
社
存
立
時
期
ノ
満

了

第
二
会
社
契
約
二
定
メ
タ

ル
解
散
事
由
ノ
起
発

第
三
総
社
員
ノ
承
諾

第
四
会
社
ノ
破
産

第
五
裁
判
所
ノ
命
令

第
百
二
十
七
条
第
六
十
七
条
一
一

褐
ケ
タ
ル
場
合
ノ
外
会
社
其
目

的
ヲ
達
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
又
ハ

会
社
ノ
地
位
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト

能
ハ
サ
ル
ノ
理
由
ヲ
以
一
二
人

又
ハ
数
人
ノ
社
員
ヨ
リ
会
社
ノ

解
散
ヲ
申
立
ツ
ル
ト
キ
ハ
裁
判

所
ノ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
散
セ

シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

会
社
ノ
地
位
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト

能
ハ
サ
ル
場
合
一
一
於
テ
会
社
ノ

解
散
二
換
ヘ
テ
或
ル
社
員
ヲ
除

名
ス
可
キ
コ
ト
ヲ
他
ノ
総
社
員

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
） 第
六
款
会
社
ノ
解
散

（
同
上
）

１
１
１
１
１
．
「
Ｉ
１
１
１
 

制
限
セ
ス

第
百
三
十
七
条
合
資
会
社
ハ
本

節
二
定
メ
タ
ル
規
定
ノ
外
総
テ

財
産
二
限
ル

第
百
三
十
四
条
解
散
シ
タ
ル
会

社
ノ
商
業
帳
簿
及
上
其
他
ノ
書

類
ハ
社
員
第
三
十
四
条
ノ
規
定

一
一
従
上
之
ヲ
処
分
ス

第
百
三
十
五
条
会
社
ノ
義
務
一
一

対
ス
ル
社
員
ノ
無
限
責
任
ハ
其

義
務
二
付
キ
五
カ
年
未
満
ノ
時

効
ノ
定
ナ
キ
ト
キ
ハ
限
り
解
散

後
五
カ
年
ノ
満
了
二
因
リ
テ
時

効
二
罹
ル
但
債
権
者
力
未
夕
分

配
セ
ラ
レ
サ
ル
会
社
財
産
二
対

シ
テ
請
求
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
此
限

一
一
在
ラ
ス

第
二
節
合
資
会
社

第
百
三
十
六
条
社
員
ノ
｜
人
又

ハ
数
人
二
対
シ
テ
契
約
上
別
段

ノ
定
ナ
キ
ト
キ
ハ
社
員
ノ
責
任

力
金
銭
又
ハ
有
価
物
ヲ
以
テ
ス

ル
出
資
ノ
ミ
一
一
限
ル
モ
ノ
ヲ
合

資
会
社
卜
為
ス

ヨ
リ
相
当
ノ
理
由
ヲ
以
テ
申
立

ツ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ノ
命
令
ヲ

以
テ
之
ヲ
除
名
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

前
二
項
二
褐
ケ
タ
ル
裁
判
所
ノ

命
令
二
対
シ
テ
ハ
即
時
公
告
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
百
二
十
八
条
第
百
二
十
六
条

ノ
第
一
号
第
二
号
一
一
記
載
シ
タ

ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
総
社
員
又
ハ

社
員
ノ
｜
分
一
一
テ
会
社
ヲ
保
続

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
社
員
ノ
一
分

ニ
テ
保
続
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
離

脱
シ
タ
ル
社
員
ハ
退
社
シ
タ
ル

モ
ノ
ト
看
倣
ス

第
百
二
十
九
条
会
社
解
散
ス
ル

ト
キ
ハ
破
産
ノ
場
合
ヲ
除
ク
外

総
社
員
ノ
多
数
決
ヲ
以
清
算
人

一
人
又
ハ
数
人
ヲ
任
シ
七
日
内

一
一
解
散
ノ
原
由
、
年
月
日
及
上

清
算
人
ノ
氏
名
、
住
所
ノ
登
記

，
ヲ
受
ク
可
シ

第
百
三
十
条
清
算
人
ハ
会
社
ノ

現
務
ヲ
結
了
シ
会
社
ノ
義
務
ヲ

履
行
シ
未
収
ノ
債
権
ヲ
行
用
シ

現
存
ノ
財
産
ヲ
売
却
ス
又
清
算

合
資
会
社
ノ
拙
員
川
数
Ｎ
。
訓

第
二
節
合
資
会
社

第
百
三
十
六
条
社
員
ノ
ー
人
又

へ
数
人
二
対
シ
テ
契
約
上
別
段

ノ
定
ナ
キ
ト
キ
ハ
社
員
ノ
責
任

力
金
銭
又
ハ
有
価
物
ヲ
以
テ
ス

ル
出
資
ノ
ミ
一
一
限
ル
モ
ノ
ヲ
合

資
会
社
卜
為
ス

（
二
項
削
除
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

(471） 6７ (470）６６ 
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鱗溌霧

螺
鍋
騨
織
一

理
ス
ル
専
権
ヲ
有
ス
然
し
ト
モ

会
社
契
約
又
ハ
会
社
ノ
決
議
二

依
リ
テ
騒
束
セ
ラ
ル

数
人
ノ
業
務
担
当
社
員
急

醤
ア
ル
場
合
一
於
テ
各
別
二

業
務
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ヲ
得
ル
モ

ノ
タ
リ
ャ
又
ハ
其
総
社
員
若
ク

ハ
数
人
共
同
一
一
非
サ
レ
ハ
之
ヲ

取
扱
フ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
タ

リ
ャ
ハ
会
社
契
約
又
ハ
会
社
ノ

決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
百
四
十
四
条
業
務
担
当
自

刃
社
一
員
電
ノ
代
理

権
一
一
加
へ
ダ
ル
制
限
ハ
善
意
ヲ

以
テ
之
卜
取
引
ヲ
為
シ
タ
ル
第

三
者
二
対
シ
テ
其
効
ナ
シ

第
百
四
十
五
条
有
限
責
任
社
員

傘
業
務
担
当
川
詞
社
員
又

州
謁
／
認
可
訂
得
テ
其
持

分
ヲ
他
人
一
一
譲
渡
ス
コ
ト
ヲ
得

此
場
合
一
一
於
テ
ハ
取
得
者
ハ
譲

渡
人
ノ
権
利
義
務
ヲ
襲
承
ス

第
百
三
十
八
条
合
資
会
社
ノ
登

記
及
上
公
告
ニ
ハ
第
七
十
九
条

ノ
第
二
号
乃
至
第
六
号
二
列
記

シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
外
尚
ホ
左
ノ
事

項
ヲ
褐
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
一
合
資
会
社
ナ
ル
コ
ト

第
二
会
社
資
本
ノ
総
額

第
三
各
社
員
ノ
出
資
額

第
四
無
限
責
任
社
員
ア
ル

ト
キ
ハ
其
氏
名

第
五
業
務
担
当
社
員
ノ
国

名

第
百
三
十
九
条
社
名
ニ
ハ
社
員

ノ
氏
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但

無
限
責
任
社
員
ノ
氏
ハ
此
限
一
一

在
ラ
ス

又
栩
包
ニ
ハ
何
レ
ノ
場
合
一
一
於

テ
モ
合
資
会
社
ナ
ル
文
字
ヲ
附

ス
可
シ

若
シ
汕
割
二
社
員
ノ
氏
ヲ
用
イ

タ
ル
ト
キ
ハ
其
社
員
ハ
此
力
為

メ
当
然
会
社
ノ
義
務
二
対
シ
テ

第
百
四
十
四
条
業
務
担
当
社
員

ノ
代
理
権
二
加
へ
ダ
ル
制
限
ハ

善
意
ヲ
以
テ
之
ト
取
引
ヲ
為
シ

タ
ル
第
三
者
二
対
シ
テ
其
効
ナ

、
ン

第
百
四
十
五
条
有
限
責
任
社
員

ハ
業
務
担
当
社
員
ノ
認
可
ヲ
得

テ
其
持
分
ヲ
他
人
二
譲
渡
ス
コ

ト
ヲ
得
此
場
合
一
一
於
テ
ハ
取
得

者
ハ
譲
渡
人
ノ
権
利
義
務
ヲ
襲

承
ス

ハ
裁
判
上
卜
裁
判
外
ト
ヲ
問
ハ

ス
総
テ
会
社
ノ
事
務
二
付
キ
会

社
ヲ
代
理
ス
ル
専
権
ヲ
有
ス
然

し
ト
モ
会
社
契
約
又
ハ
会
社
ノ

決
議
二
依
リ
テ
壗
束
セ
ラ
ル

数
人
ノ
業
務
担
当
社
員
ア
ル
場

合
一
一
於
テ
各
別
二
業
務
ヲ
取
扱

フ
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
タ
リ
ャ
又

ハ
其
総
社
員
若
ク
ハ
数
人
共
同

一
一
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
取
扱
フ
コ
ト

ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
タ
リ
ヤ
ハ
会
社

契
約
又
ハ
会
社
ノ
決
議
ヲ
以
テ

之
ヲ
定
ム

無
限
ノ
責
任
ヲ
負
う

第
百
四
十
条
無
限
責
任
ノ
社

員
、
刷
纈
欄
ヲ
除
ク
外
社
員
ハ

自
己
ノ
計
算
又
ハ
第
三
者
ノ
計

算
一
一
テ
会
社
ノ
商
部
類
二
属
ス

ル
取
引
ヲ
為
シ
又
ハ
之
二
与
力

ル
コ
ト
ヲ
得

第
百
四
十
一
条
割
祖
員
Ｎ
契
絢

百
列

第
百
四
十
二
条
拙
員
目
Ｎ
引
趨

鋤
閃
。
倒
川
升
幽
刻

第
百
四
十
三
条
業
務
担
当
刈
田

第
百
四
十
六
条
笥
祖
契
絢
ゴ
洲

判
川
ゴ
Ｈ
引
矧

第
百
四
十
七
条
前
条
二
褐
ケ
タ

ル
無
隅
ノ
責
任
ハ
業
務
担
当
刎

田
司
川
社
員
列
州
刷
繍
欄
ノ
退

任
後
「
刮
瑁
ノ
満
了
二
因
リ
テ

消
滅
ス

第
百
四
十
八
条
業
務
担
当
川
田

司
川
社
員
列
州
珈
纈
衡
ハ
毎
年

少
ナ
ク
ト
モ
一
回
通
常
総
会
ヲ

招
集
シ
其
他
業
務
担
当
川
田
引

川
社
員
列
Ⅱ
刺
繍
倒
二
於
テ
必

要
ト
認
ム
ル
ト
キ
又
ハ
総
社
員

四
分
一
以
上
ノ
申
立
ア
ル
ト
キ

ハ
臨
時
総
会
ヲ
招
集
ス
可
シ

第
百
四
十
九
条
総
会
ヲ
招
集
ス

ル
ニ
ハ
会
日
ヨ
リ
少
ナ
ク
ト
モ

七
日
前
二
各
社
員
一
一
会
議
ノ
目

会
社
ヲ
代
理
ス
ル
権
利
義
務

以
テ
社
員
中
ヨ
リ
人
又
数

取
締
役
ハ
何
時
ニ
テ
モ
会
社
ノ

ユ
ル
会
社
一
一
在
テ
ハ
其
契
約
ヲ

卯
ヲ
以
テ
之
ヲ
任
ス
但
其
決

Ⅱ
 

！ 
ハ
亦
総
社
員
四
分
三
以
上
ノ
多

司
又
Ｎ
第
百
四
十
二
条
二
定
メ

川
臼
創
山
川
調
調
凶
司
付
鋼
烏
講
限
ノ

貢
餌
罰
。
買
う
可
キ
旨
ヲ
予
メ

舶
欄
別
総
員
、
数
人
若
ク
ハ

掴
廻
当
一
一
任
ア
ル
社
員
又
ハ
取

人
ヲ
超
ユ
ル
ト
キ
ハ
会
社
ノ ： 

川
ヨ
ョ
裁
決
ヨ
依
リ
テ
生
ス

…
 

四
ノ
定
諾
「
キ
ト
キ
ハ
同
等
一
一

洵
其
業
務
施
行
中
二
生
シ
ダ ！ 

｜
貝
兀

無
限
ノ
責
任
ヲ
負
う

第
百
四
十
条
無
限
責
任
ノ
社

員
、
調
税
掴
剴
祖
ヨ
ヲ
除
ク
外

社
員
ハ
自
己
ノ
計
算
又
ハ
第
三

者
ノ
計
算
ニ
テ
会
社
ノ
商
部
類

一
一
属
ス
ル
取
引
ヲ
為
シ
又
ハ
之

一
一
与
力
ル
コ
ト
ヲ
得

第
百
四
十
一
条
勇
翻
掴
当
拙
員

第
百
四
十
二
条
翼
潤
抵
当
拙
員

第
百
四
十
三
条
業
務
担
当
社
員

第
百
四
十
六
条
翼
籾
掴
当
祖
員

第
百
四
十
七
条
前
条
二
褐
ケ
タ

ル
團
補
鯛
隅
ノ
責
任
ハ
業
務
担

当
社
員
ノ
退
任
後
。
刈
田
ノ
満

了
二
因
リ
テ
消
滅
ス

第
百
四
十
八
条
業
務
担
当
社
員

ハ
毎
年
少
ナ
ク
ト
モ
一
回
通
常

総
会
ヲ
招
集
シ
其
他
業
務
担
当

社
員
一
一
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
ト

キ
又
ハ
総
社
員
四
分
一
以
上
ノ

申
立
ア
ル
ト
キ
ハ
臨
時
総
会
ヲ

招
集
ス
可
シ ！ 

鼎
ヨ
司
凶
Ｈ
「
幻
多
鋤
孟
凸
司
依
ル

胴
室
貝
任
社
員
ノ
ミ
ヲ
以
テ
之
一
一

ハ
会
社
契
約
ニ
依
り
一
定
ノ
無

（
同
上
）

： 
iｌ 

割
璽
謁
繍
須
凹
中
二
生
シ
タ
ル ！ 

(472） 6８ 

(473） 6９ 
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的
ヲ
通
知
シ
及
上
提
出
ス
可
キ

書
類
ヲ
送
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
百
五
十
条
事
実
年
度
ノ
終
リ

タ
ル
後
直
チ
ニ
通
常
総
会
ヲ
開

キ
其
年
度
ノ
貸
借
対
照
表
及
上

事
業
並
二
其
成
果
ノ
報
告
書
ヲ

社
員
一
一
提
出
シ
テ
検
査
及
上
認

定
ヲ
受
ク
其
認
定
ハ
出
席
社
員

ノ
多
数
決
二
依
ル

第
百
五
十
一
条
臨
時
総
会
一
一
於

テ
議
ス
可
キ
事
項
ハ
総
社
員
ノ

過
半
数
ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス

然
し
ト
モ
合
名
会
社
ニ
在
テ
総

社
員
ノ
承
諾
ヲ
要
ス
可
キ
事
項

ハ
総
社
員
四
分
三
以
上
ノ
多
数

ヲ
以
テ
之
ヲ
決
ス
此
場
合
一
一
於

テ
ハ
不
同
意
ノ
社
員
ハ
直
チ
ニ

退
社
ス
ル
権
利
ア
リ

第
百
五
十
二
条
前
条
二
褐
ケ
タ

ル
決
議
二
要
ス
ル
定
数
ノ
社
員

出
席
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
総
会
一
一

於
テ
仮
二
決
議
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

得
此
場
合
二
於
テ
ハ
其
決
議
ヲ

総
社
員
一
一
通
知
シ
テ
再
上
総
会

ヲ
招
集
ス
其
通
知
一
天
若
シ
第

第
百
五
十
七
条
株
式
会
社
ハ
四

人
以
上
二
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
発
起

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

発
起
人
ハ
目
論
見
書
及
上
仮
定

款
ヲ
作
り
各
自
之
二
署
名
捺
印

ス定
款
ハ
本
法
ノ
規
定
二
抵
触
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
百
五
十
八
条
目
論
見
書
二
記

載
ス
可
キ
事
項
左
ノ
如
シ

第
一
株
式
会
社
ナ
ル
コ
ト

第
二
会
社
ノ
目
的

第
三
会
社
ノ
闘
弓
及
上
営

業
所

第
四
資
本
ノ
総
額
、
株
式

ノ
総
数
及
上
一
株
ノ
金

額

第
五
資
本
使
用
ノ
概
算

第
六
発
起
人
ノ
氏
名
、
住

所
及
上
発
起
人
各
自
ノ

引
受
ク
ル
株
数

第
七
存
立
時
期
ヲ
定
メ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
時
期

第
百
五
十
九
条
発
起
人
ハ
会
社

一
ヲ
設
立
ス
可
キ
地
ノ
地
方
長
官

第
百
五
十
八
条
目
論
見
書
二
記

載
ス
可
キ
事
項
左
ノ
如
シ

第
一
株
式
会
社
ナ
ル
コ
ト

第
二
会
社
ノ
目
的

第
三
会
社
ノ
汕
割
及
上
営

業
所

第
四
資
本
ノ
総
額
、
株
式

ノ
総
数
及
上
一
株
ノ
金

額

第
五
資
本
使
用
ノ
概
算

第
六
発
起
人
ノ
氏
名
、
住

所
及
上
発
起
人
各
自
ノ

引
受
ク
ル
株
数

第
七
存
立
時
期
ヲ
定
メ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
時
期

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

ニ
ノ
総
会
一
一
於
テ
出
席
社
員
ノ

多
数
ヲ
以
テ
第
一
ノ
総
会
ノ
決

議
ヲ
認
可
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ

有
効
卜
為
ス
可
キ
旨
ヲ
明
告
ス

ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
百
五
十
三
条
利
息
又
ハ
配
当

金
ハ
会
社
資
本
額
力
損
失
二
因

リ
テ
減
シ
タ
ル
間
ハ
之
ヲ
社
員

一
一
払
渡
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
節
株
式
会
社

第
一
款
総
則

第
百
五
十
四
条
会
社
ノ
資
本
ヲ

株
式
二
分
チ
其
義
務
二
対
シ
テ

会
社
財
産
ノ
ミ
責
任
ヲ
負
フ
モ

ノ
ヲ
株
式
会
社
卜
為
ス

第
百
五
十
五
条
株
式
会
社
ハ
其

目
的
力
商
業
ヲ
営
ム
ニ
在
ラ
サ

ル
モ
川
朔
劃
引
商
事
急
祖
Ｎ
冒

伽
刻

第
百
五
十
六
条
株
式
会
社
ハ
七

人
以
上
ヲ
以
テ
シ
且
政
府
ノ
免

許
ヲ
得
ル
ー
一
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
設

立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
款
会
社
ノ
発
起
及

上
設
立

ヲ
経
由
シ
テ
目
論
見
書
及
上
仮

定
款
ヲ
主
務
省
二
差
出
シ
発
起

ノ
認
可
ヲ
請
フ
コ
ト
ヲ
要
ス

第
百
六
十
条
発
起
人
ハ
前
条
ノ

認
可
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
目
論
見

書
ヲ
公
告
シ
テ
株
主
ヲ
募
集
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
其
公
告
中
一
六
法

律
二
規
定
シ
タ
ル
発
起
ノ
認
可
一

ヲ
得
ダ
ル
旨
及
上
其
認
可
ノ
年

月
日
卜
各
株
式
申
込
人
二
仮
定

款
ヲ
展
閲
セ
シ
ム
ル
旨
ト
ヲ
附

記
ス

第
百
六
十
一
条
株
式
ノ
申
込
ヲ

為
ス
ニ
ハ
申
込
人
其
引
受
ク
ル

株
数
ヲ
株
式
申
込
簿
二
記
入
シ

テ
之
二
書
名
捺
印
ス
又
其
申
込

ハ
書
名
捺
印
シ
タ
ル
陳
述
書
ノ

送
付
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

得代
人
ヲ
以
テ
申
込
ム
ト
キ
ハ
委

任
者
ノ
氏
名
二
代
人
其
氏
名
ヲ

附
記
シ
テ
之
二
捺
印
ス

第
百
六
十
二
条
株
式
ノ
申
込
一
一

因
リ
テ
申
込
人
ハ
会
社
設
立
ス

ル
ー
ー
至
レ
ハ
定
款
二
従
上
格
株

第
百
五
十
五
条
株
式
会
社
ハ
其

目
的
力
商
業
ヲ
営
ム
ニ
在
ラ
サ

ル
モ
商
事
当
祖
總
則
１
刺
飼
測

口
洲
飼
川
規
冠
。
循
列

（
同
上
）

第
三
節
株
式
会
社

第
一
款
総
則

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

第
二
款
会
社
ノ
発
起
及

上
設
立

(474）７０ 
(475） 7１ 
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式
二
付
テ
ノ
払
込
ヲ
為
ス
可
キ

義
務
ヲ
負
う

第
百
六
十
三
条
総
株
式
ノ
申
込

ア
リ
タ
ル
後
ハ
発
起
人
ハ
創
業

総
会
ヲ
開
ク
可
シ
其
総
会
一
一
於

テ
ハ
少
ナ
ク
ト
モ
総
申
込
人
ノ

半
数
一
一
シ
テ
総
株
金
ノ
半
額
以

上
二
当
ル
申
込
人
ノ
承
認
ヲ
経

テ
定
款
ヲ
確
定
ス

第
百
六
十
四
条
創
業
総
会
一
一
於

テ
ハ
創
業
ノ
為
メ
発
起
人
ノ
為

シ
タ
ル
契
約
及
上
出
費
ノ
認
否

ヲ
議
定
シ
又
有
価
物
ノ
出
資
ヲ

差
入
レ
テ
株
式
ヲ
受
ク
可
キ
者

ア
ル
ト
キ
ハ
其
価
格
ヲ
議
定
ス

前
項
ノ
議
定
ハ
少
ナ
ク
ト
モ
総

申
込
人
ノ
半
数
一
一
シ
テ
総
株
金

ノ
半
額
以
上
二
当
ル
申
込
人
出

席
シ
其
議
決
権
ノ
過
半
数
二
依

リ
テ
之
ヲ
為
ス

第
百
六
十
五
条
其
他
創
業
総
会

一
一
於
テ
ハ
取
締
役
及
上
監
査
役

ヲ
選
定
ス

第
百
六
十
六
条
創
業
総
会
ノ
終

り
シ
後
発
起
人
ハ
地
方
長
官
ヲ

ノ
総
数
及
上
一
株
ノ
金

額

第
五
各
株
式
二
付
キ
払
込

ミ
タ
ル
金
額

第
六
取
締
役
ノ
氏
名
、
住

所

第
七
存
立
時
期
ヲ
定
メ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
時
期

第
八
設
立
免
許
ノ
年
月
日

第
九
開
業
ノ
年
月
日

裁
判
所
ハ
会
社
ヨ
リ
差
出
シ
タ

ル
書
類
ヲ
登
記
簿
二
添
ヘ
テ
保

存
ス

第
百
六
十
九
条
会
社
支
店
ヲ
設

ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
所
在
地
二
於

テ
亦
登
記
ヲ
受
ク
可
シ

第
百
七
十
条
設
立
ノ
免
許
ヲ
得

ダ
ル
後
遅
ク
ト
モ
一
カ
年
内
一
一

登
記
ヲ
受
ケ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
免

許
ハ
効
カ
ヲ
失
う
第
八
十
一
条

及
上
第
八
十
二
条
ノ
規
定
ハ
株

式
会
社
一
三
亦
之
ヲ
適
用
ス

第
百
七
十
一
条
登
記
前
一
一
在
テ

ハ
創
業
総
会
ノ
承
認
ヲ
経
タ
ル

義
務
及
上
出
費
一
一
付
キ
発
起

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

ノ
総
数
及
上
｜
株
ノ
金

額

第
五
各
株
式
二
付
キ
払
込

ミ
タ
ル
金
額

第
六
取
締
役
ノ
氏
名
、
住

所

第
七
存
立
時
期
ヲ
定
メ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
時
期

第
八
設
立
免
許
ノ
年
月
日

第
九
開
業
ノ
年
月
日

裁
判
所
ハ
会
社
ヨ
リ
差
出
シ
タ

ル
書
類
ヲ
登
記
簿
二
添
ヘ
テ
保

存
ス

（
同
上
）

（
同
上
）

１
１
１
「
Ⅱ
「

経
由
シ
テ
主
務
省
一
一
会
社
設
立

ノ
免
許
ヲ
請
う
其
申
請
書
一
天

左
ノ
書
類
ヲ
添
う
可
シ

第
一
目
論
見
書
及
上
定
款

第
二
株
式
申
込
簿

第
三
発
起
ノ
認
可
証

第
百
六
十
七
条
会
社
設
立
ノ
免

許
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
発
起
人
其

事
務
ヲ
取
締
役
二
引
渡
ス
可
シ

取
締
役
ハ
速
二
株
主
ヲ
シ
テ
各

株
式
二
付
キ
少
ナ
ク
ト
モ
四
分

一
ノ
金
額
ヲ
会
社
二
払
込
マ
シ

ム

第
百
六
十
八
条
会
社
ハ
ー
別
条
二

褐
ケ
タ
ル
金
額
払
込
ノ
後
十
四

日
内
一
一
目
論
見
書
、
定
款
、
株

式
申
込
簿
及
上
設
立
免
許
書
ヲ

添
ヘ
テ
登
記
ヲ
受
ク
可
シ

登
記
及
上
公
告
ス
可
キ
事
項
ハ

左
ノ
如
シ

第
一
株
式
会
社
ナ
ル
コ
ト

第
二
会
社
ノ
目
的

第
三
会
社
ノ
商
弓
及
上
営

業
所

第
四
資
本
ノ
総
額
、
株
式

人
、
取
締
役
及
上
株
主
二
於
テ

連
帯
無
限
ノ
責
任
ヲ
負
う

第
百
七
十
二
条
創
業
総
会
ノ
承

認
ヲ
経
サ
ル
義
務
及
上
出
費
一
一

付
テ
ハ
発
起
人
二
於
テ
価
ホ
連

帯
無
限
ノ
責
任
ヲ
負
う

第
三
款
会
社
ノ
商
弓
及

上
株
主
名
簿

第
百
七
十
三
条
商
矧
一
天
株
主

ノ
氏
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
又

商
号
一
天
株
式
会
社
ナ
ル
文
字

ヲ
附
ス
可
シ

第
百
七
十
四
条
会
社
ハ
株
主
名

簿
ヲ
備
へ
之
二
左
ノ
事
項
ヲ
記

載
ス第
一
各
株
主
ノ
氏
名
、
住

所

第
二
各
株
主
所
有
ノ
株
式

ノ
数
及
上
株
券
ノ
番
号

第
三
各
株
主
二
付
キ
払
込

ミ
タ
ル
金
額

第
四
各
株
主
ノ
取
得
及
上

譲
渡
ノ
年
月
日

第
四
款
株
式

第
百
七
十
五
条
各
株
主
ノ
金
額

第
百
六
十
八
条
会
社
ハ
前
条
一
一

褐
ケ
タ
ル
金
額
払
込
ノ
後
十
四

日
内
一
一
目
論
見
書
、
定
款
、
株

式
申
込
簿
及
上
設
立
免
許
書
ヲ

添
ヘ
テ
登
記
ヲ
受
ク
可
シ

登
記
及
上
公
告
ス
可
キ
事
項
ハ

左
ノ
如
シ

第
一
株
式
会
社
ナ
ル
コ
ト

第
二
会
社
ノ
目
的

第
三
会
社
ノ
梱
包
及
上
営

業
所

第
四
資
本
ノ
総
額
、
株
式

第
三
款
会
社
ノ
祖
割
及

上
株
主
名
簿

第
百
七
十
三
条
祖
包
一
天
株
主

ノ
氏
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
又

祖
割
一
天
株
式
会
社
ナ
ル
文
字

ヲ
附
ス
可
シ

（
同
上
）

（
同
上
）第
四
款
株
式

（
同
上
）

（
同
上
）

(476） 7２ (477） 7３ 
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第
百
八
十
八
条
取
締
役
ハ
其
職

分
上
ノ
責
務
ヲ
尽
ス
コ
ト
及
上

定
款
並
一
一
会
社
ノ
決
議
ヲ
遵
守

ス
ル
コ
ト
ー
ー
付
キ
会
社
二
対
シ

テ
自
己
ニ
其
責
任
ヲ
負
う

第
百
八
十
九
条
取
締
役
ハ
会
社

ノ
義
務
二
付
キ
各
株
主
一
一
異
ナ

ラ
サ
ル
責
任
ヲ
負
う
然
し
ト
モ

定
款
又
ハ
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ

ハ
会
社
資
本
ヲ
一
定
平
等
二
分

チ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
ニ
十
円
ヲ

下
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
又
其
資
本
十

万
円
以
上
ナ
ル
ト
キ
ハ
五
十
円

ヲ
下
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
百
七
十
六
条
株
式
ハ
一
株
毎

一
一
株
券
一
通
ヲ
作
り
之
二
其
金

額
、
発
行
ノ
年
月
日
、
番
号
、

闘
矧
、
社
印
、
取
締
役
ノ
氏

名
、
印
及
上
株
主
ノ
氏
名
ヲ
載

ス

第
百
七
十
七
条
株
式
ハ
分
割
又

ハ
併
合
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
百
七
十
八
条
株
金
全
額
払
込

以
前
一
一
於
テ
ハ
会
社
ハ
仮
株
券

ヲ
発
行
シ
全
額
完
納
ノ
後
二
至

り
始
メ
テ
本
株
券
ヲ
発
行
ス
ル

コ
ト
ヲ
得

第
百
七
十
九
条
仮
株
券
及
上
本

株
券
ハ
登
記
前
一
一
之
ヲ
発
行
ス

ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
百
八
十
条
掬
劃
調
鋼
封
外
Ⅱ

ノ
後
再
選
ス
ル
ハ
妨
ナ
シ

取
締
役
ハ
同
役
中
ヨ
リ
主
ト
シ

テ
業
務
ヲ
取
扱
う
可
キ
専
務
取

締
役
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
然
レ
ト

モ
其
責
任
ハ
他
ノ
取
締
役
卜
同

一
ナ
リ

第
百
八
十
六
条
取
締
役
ノ
代
理

権
及
上
其
権
ノ
制
限
二
付
テ
ハ

第
百
四
十
三
条
及
上
第
百
四
十

四
条
ノ
規
定
ヲ
適
用
ス

第
百
八
十
七
条
取
締
役
二
選
マ

ル
ル
為
メ
株
主
ノ
所
有
ス
可
キ

株
数
ハ
会
社
定
款
二
於
テ
之
ヲ

定
ム
取
締
役
ノ
在
任
中
利
剣
機

之
ヲ
会
社

モ
四
分
払
入
Ⅲ
｜
｜
為
シ
ダ

分
二
副
湾
通
ヲ
魅

一
一
預
リ
置
勿
可
剤

第
百
七
十
六
条
株
式
ハ
｜
株
毎

一
一
株
券
一
通
ヲ
作
り
之
二
其
金

額
、
発
行
ノ
年
月
日
、
番
号
、

祖
割
、
社
印
、
取
締
役
ノ
氏

名
、
印
及
上
株
主
ノ
氏
名
ヲ
載

第
百
八
十
九
条
取
締
役
ハ
会
社

ノ
義
務
二
付
キ
各
株
主
二
異
ナ

ラ
サ
ル
責
任
ヲ
負
う
然
し
ト
モ

定
款
又
ハ
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ

第
百
八
十
七
条
取
締
役
二
選
マ

ル
ル
為
メ
株
主
ノ
所
有
ス
可
キ

株
数
ハ
会
社
定
款
二
於
テ
之
ヲ

定
ム
取
締
役
ノ
在
任
中
Ⅶ
融
通

第
百
八
十
条
豊
詞
前
。
淘
刻
列

川
株
式
ノ
譲
渡
ハ
無
効
タ
リ

衛（
同
上
）

…
 

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

デ
ヨ
ヨ
通
川
４
笠
芽
ヲ
媚
明
ル
ー
コ
ト
ヲ

ス

但

国
孑
弓
〈
Ⅲ
し
Ｃ
宮

iii、

川
株
式
ノ
譲
渡
ハ
無
効
タ
リ

第
百
八
十
一
条
株
式
ノ
譲
渡
ハ

取
得
者
ノ
氏
名
ヲ
株
券
及
上
株

主
名
簿
二
記
載
ス
ル
ー
ー
非
サ
レ

ハ
会
社
二
対
シ
テ
其
効
ナ
シ

第
百
八
十
二
条
株
金
半
額
払
込

前
ノ
株
式
ノ
譲
渡
人
ハ
会
社
一
一

対
シ
テ
其
株
金
未
納
額
ノ
担
保

義
務
ヲ
負
う

第
百
八
十
三
条
会
社
ハ
株
主
名

簿
及
上
計
算
ノ
閉
鎖
ノ
為
メ
公

告
ヲ
為
シ
テ
事
業
年
度
毎
一
二

カ
月
ヲ
蹟
エ
サ
ル
期
間
株
券
ノ

譲
渡
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
百
八
十
四
条
払
込
ミ
タ
ル
株

金
額
及
上
会
社
財
産
中
ノ
持
分

ハ
会
社
解
散
前
一
一
於
テ
ハ
之
ヲ

取
戻
サ
ン
卜
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

ス

第
五
款
取
締
役
及
上
監

査
役

第
百
八
十
五
条
総
会
ハ
株
主
中

一
一
於
テ
一
一
一
人
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
サ

ル
取
締
役
ヲ
三
カ
年
内
ノ
時
期

ヲ
以
テ
選
定
ス
但
其
時
期
満
了

取
締
役
ノ
在
任
中
二
生
シ
タ
ル

義
務
二
付
キ
取
締
役
力
連
帯
無

限
ノ
責
任
ヲ
負
う
可
キ
旨
ヲ
予

メ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
其
責
任
ハ

退
任
後
『
刺
頌
ノ
満
了
二
因
リ

テ
消
滅
ス

第
百
九
十
条
取
締
役
ノ
更
送
ハ

其
度
毎
二
登
記
ヲ
受
ク
可
シ

第
百
九
十
一
条
総
会
ハ
株
主
中

一
一
於
テ
ヨ
刈
引
‐
Ⅵ
鋼
制
刈
引
引

ル
監
査
役
ヲ
二
カ
年
内
ノ
時
期

ヲ
以
テ
選
定
ス
但
其
時
期
満
了

ノ
後
再
選
ス
ル
ハ
妨
ナ
シ

第
百
九
十
二
条
監
査
役
ノ
職
分

ハ
左
ノ
如
シ

第
一
取
締
役
ノ
業
務
施
行

力
法
律
、
命
令
、
定
款

及
上
総
会
ノ
決
議
二
適

合
ス
ル
ャ
否
ヤ
ヲ
監
視

刻
団
綱
引
翼
翼
謝
嗣
伺

旦
刈
過
調
団
口
祠
麹
引

樹
出
刻
川
。
Ｈ

第
二
計
算
書
、
財
産
目
録
へ

貸
借
対
照
表
、
事
業
報

告
書
、
利
息
又
ハ
配
当

第
百
八
十
二
条
株
金
半
額
払
込

前
ノ
株
式
ノ
譲
渡
人
ハ
調
潤
倒

。
刺
弔
問
会
社
二
対
シ
テ
其
株

金
未
納
額
ノ
担
保
義
務
ヲ
負
う

（
同
上
）

第
百
九
十
一
条
総
会
ハ
株
主
中

一
一
於
テ
コ
Ｎ
凶
旦
ノ
監
査
役
ヲ

二
カ
年
内
ノ
時
期
ヲ
以
テ
選
定

ス
但
其
時
期
満
了
ノ
後
再
選
ス

ル
ハ
妨
ナ
シ

第
百
九
十
二
条
監
査
役
ノ
職
分

ハ
左
ノ
如
シ

第
一
取
締
役
ノ
業
務
施
行

力
法
律
、
命
令
、
定
款

及
上
総
会
ノ
決
議
二
適

合
ス
ル
ャ
否
ヤ
ヲ
監
視

ス
ル
コ
ト

第
二
計
算
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
事
業
報

告
書
、
利
息
又
ハ
配
当

金
ノ
分
配
案
ヲ
検
査
シ

此
事
二
関
シ
株
主
総
会

（
同
上
）

（
同
上
）

取
締
役
ノ
在
任
中
二
生
シ
タ
ル

義
務
二
付
キ
取
締
役
力
連
帯
無

限
ノ
責
任
ヲ
負
う
可
キ
旨
ヲ
予

メ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
其
責
任
ハ

退
任
後
．
刈
飼
ノ
満
了
二
因
リ

テ
消
滅
ス

（
同
上
） 第
五
款
取
締
役
及
上
監

査
役

（
同
上
）
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金
ノ
分
配
案
ヲ
株
主
一
一
示
シ
テ

其
決
議
ヲ
為
ス

取
締
役
ノ
提
出
ス
ル
書
類
二
付

テ
ノ
監
査
役
ノ
報
告
書
ハ
其
書

類
卜
共
一
一
之
ヲ
提
出
ス

第
二
百
一
条
臨
時
総
会
ハ
臨
時

ノ
事
項
ヲ
議
ス
ル
為
メ
何
時
ニ

テ
モ
之
ヲ
招
集
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

又
総
株
金
ノ
少
ナ
ク
ト
モ
五
分

一
一
一
当
ル
株
主
ヨ
リ
会
議
ノ
目

的
ヲ
示
シ
テ
申
立
ツ
ル
ト
キ
ハ

亦
臨
時
総
会
ヲ
招
集
セ
サ
ル
コ

ト
ヲ
得
ス

第
二
百
二
条
総
会
ハ
本
法
二
於

テ
別
段
ノ
規
定
ア
ル
ト
キ
ノ
外

定
款
ノ
定
二
従
ヒ
テ
ノ
ミ
決
議

ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
定
款
二
其
定

ナ
キ
ト
キ
ハ
総
株
金
ノ
少
ナ
ク

・
ト
モ
四
分
一
二
当
ル
株
主
出
席

シ
其
議
決
権
ノ
過
半
数
二
依
リ

テ
決
議
ヲ
為
ス

第
二
百
三
条
定
款
ノ
変
更
及
上

任
意
ノ
解
散
二
付
テ
ノ
決
議
ヲ

為
ス
ニ
ハ
第
百
六
十
四
条
二
定

メ
タ
ル
決
議
ノ
方
法
二
依
ル

第
百
九
十
三
条
監
査
役
ハ
何
時

一
一
テ
モ
会
社
ノ
業
務
ノ
状
況
ヲ

尋
問
シ
会
社
ノ
帳
簿
及
上
其
他

ノ
書
類
ヲ
展
閲
シ
会
社
ノ
金
箱

及
上
其
全
財
産
ノ
現
況
ヲ
検
査

ス
ル
権
利
ア
リ

第
百
九
十
四
条
監
査
役
中
二
於

テ
意
見
ノ
分
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
其

意
見
ヲ
総
会
一
一
提
出
ス

第
百
九
十
五
条
監
査
役
ハ
第
百

九
十
二
条
二
褐
ケ
タ
ル
責
務
ヲ

州
判
贄
田
訓
ヨ
オ

第
百
九
十
六
条
取
締
役
又
ハ
監

査
役
力
給
料
又
ハ
其
他
ノ
報
酬

ヲ
受
ク
可
キ
ト
キ
ハ
定
款
又
ハ

総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

欠
キ
タ
ル
ー
一
因
リ
テ
ヨ
剣
凹
刈
Ⅱ

兵
債
権
者
二
ｍ
刺
引
刑
掴
泪
雪
ヨ

第
金
ノ
分
配
案
ヲ
検
査
シ

此
事
二
関
シ
株
主
総
会

一
一
報
告
ヲ
為
ス
コ
ト

会
社
ノ
為
メ
ー
ー
必
要

又
ハ
有
益
卜
認
ム
ル
ト

キ
ハ
総
会
ヲ
招
集
ス
ル

コ

ト

第
百
九
十
五
条
監
査
役
ハ
第
百

九
十
二
条
二
褐
ケ
タ
ル
責
務
ヲ

欠
キ
タ
ル
ー
一
因
リ
テ
虫
引
例
川

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

…
 

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

！ 

一
一
報
告
ヲ
為
ス
コ
ト

第
三
会
社
ノ
為
メ
ニ
必
要

又
ハ
有
益
卜
認
ム
ル
ト

キ
ハ
総
会
ヲ
招
集
ス
ル

コ
ト

第
百
五
十
二
条
ノ
規
定
ハ
株
式

会
社
ニ
モ
亦
之
ヲ
適
用
ス

第
二
百
四
条
株
主
ノ
議
決
権
ハ

｜
株
毎
一
二
個
タ
ル
ヲ
通
例
ト

ス
然
し
ト
モ
十
一
株
以
上
ヲ
有

ス
ル
株
主
ノ
議
決
権
ハ
定
款
ヲ

以
テ
其
制
限
ヲ
立
ツ
ル
コ
ト
ヲ

得

第
七
款
定
款
ノ
変
更

第
二
百
五
条
会
社
ハ
定
款
二
定

ア
ル
ト
キ
又
ハ
総
会
ノ
決
議
一
一

依
り
テ
定
款
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
然
レ
ト
モ
法
律
ノ
規
定
又

ハ
政
府
ヨ
リ
免
許
二
附
シ
タ
ル

条
件
二
違
背
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
百
六
条
会
社
資
本
ノ
増
加

ハ
株
券
ノ
金
額
ヲ
増
シ
又
ハ
新

株
券
君
列
Ⅱ
圖
淵
ヲ
発
行
シ
テ

之
ヲ
為
シ
又
其
減
少
ハ
株
券
ノ

金
額
又
ハ
株
数
ヲ
減
シ
テ
之
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得
但
資
本
ハ
其
全

額
ノ
四
分
一
未
満
二
減
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ス
比
圖
淵
川
詞
包
刈
刊

第
百
九
十
七
条
取
締
役
又
ハ
監

査
役
ハ
何
時
一
一
テ
モ
総
会
ノ
決

議
ヲ
以
テ
之
ヲ
解
任
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
其
解
任
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ

会
社
二
対
シ
テ
解
任
後
ノ
給
料

若
ク
ハ
其
他
ノ
報
酬
又
ハ
償
金

ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
六
款
株
主
総
会

第
百
九
十
八
条
総
会
ハ
取
締

役
、
監
査
役
又
ハ
其
他
本
法
一
一

依
リ
テ
招
集
ノ
権
ヲ
有
ス
ル
者

之
ヲ
招
集
ス

第
百
九
十
九
条
総
会
ノ
招
集
ハ

会
日
引
Ⅲ
對
打
列
Ｎ
ａ
刊
四
田

前
一
一
其
会
議
ノ
目
的
及
上
事
項

ヲ
示
シ
且
定
款
二
定
メ
タ
ル
方

法
二
従
ヒ
テ
之
ヲ
為
ス

此
規
定
ハ
創
業
総
会
ノ
招
集
ニ

モ
亦
之
ヲ
適
用
ス

第
二
百
条
通
常
総
会
ハ
毎
年
少

ナ
ク
ト
モ
｜
回
定
款
二
定
メ
タ

ル
時
二
於
テ
之
ヲ
開
キ
其
総
会

一
一
於
テ
ハ
前
事
業
年
度
ノ
計
算

書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

事
業
報
告
書
、
利
息
又
ハ
配
当

，
ノ
ニ
シ
ー
ナ
茸
【
（
雪
鏑
函
「
「
何
コ
詞
刮
刊
観
弱

口
七
十
卉
墓
干
臼
型
画
引
適
用
刀

第
二
百
六
条
会
社
資
本
ノ
増
加

ハ
株
券
ノ
金
額
ヲ
増
シ
又
ハ
新

株
券
ヲ
発
行
シ
テ
之
ヲ
為
シ
又

其
減
少
ハ
株
券
ノ
金
額
又
ハ
株

数
ヲ
減
シ
テ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

得
但
資
本
ハ
其
全
額
ノ
四
分
一

未
満
二
減
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
百
九
十
九
条
総
会
ノ
招
集
ハ

会
日
前
二
其
会
議
ノ
目
的
及
上

事
項
ヲ
示
シ
且
定
款
二
定
メ
タ

ル
方
法
二
従
ヒ
テ
之
ヲ
為
ス

此
規
定
ハ
創
業
総
会
ノ
招
集
ニ

モ
亦
之
ヲ
適
用
ス

第
七
款
定
款
ノ
変
更

（
同
上
）

（
同
上
） 第
六
款
株
主
総
会

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

シ
テ
其
金
額
「
司
回
刀
引
雷
冑

ｃ
五
Ｍ
ロ
ハ
壁
原
呼
ガ
ヨ
ン
群

ヲ
得
此
債
券
ハ
記
名
ノ
モ
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第
二
百
七
条
会
社
資
本
ヲ
減
セ

ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
会
社
ハ
其
減

少
ノ
旨
ヲ
総
テ
ノ
債
権
者
二
通

知
シ
且
異
議
ア
ル
者
ハ
三
十
日

内
一
一
申
出
シ
可
キ
旨
ヲ
催
告
ス

ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
二
百
八
条
前
条
二
褐
ケ
タ
ル

期
間
二
異
議
ノ
申
出
ア
ラ
サ
ル

ト
キ
ハ
異
議
ナ
キ
モ
ノ
ト
看
倣

ス異
議
ノ
申
出
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

会
社
ハ
其
債
務
ヲ
弁
償
シ
又
ハ

之
二
担
保
ヲ
供
シ
テ
異
議
ヲ
取

除
キ
タ
ル
後
二
非
サ
レ
ハ
資
本

ヲ
減
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
百
九
条
資
本
ノ
減
少
シ
タ

ル
部
分
ノ
払
一
民
ヲ
受
ケ
タ
ル
株

主
ハ
過
誤
ナ
キ
不
知
ノ
為
メ
其

減
少
二
付
キ
異
議
ヲ
申
出
テ
サ

ル
債
権
者
二
対
シ
テ
登
記
ノ
日

ヨ
リ
ニ
カ
年
間
其
受
ケ
タ
ル
払

戻
ノ
額
二
至
ル
マ
テ
自
己
二
責

任
ヲ
負
う

第
二
百
十
条
会
社
ノ
定
款
中
既

Ⅱ
劃
剣
Ⅲ
４
川
旬
Ⅱ
闘
川

第
二
百
十
五
条
所
笥
鯛
圀
引
詞
ｕ

込
ヲ
為
サ
サ
ル
為
メ
株
主
ノ
被

フ
ル
可
キ
損
失
ヲ
併
示
ス

第
二
百
十
三
条
払
込
期
節
ヲ
怠

リ
タ
ル
株
主
ハ
銅
司
知
刈
匂
刈

遅
延
利
息
及
上
其
遅
延
ノ
為
メ

ー
一
生
シ
ダ
ル
費
用
ヲ
支
払
う
義

務
ア
リ

第
二
百
十
四
条
払
込
ヲ
怠
り
ダ

ル
株
主
力
更
二
少
ナ
ク
ト
モ
十

四
日
ノ
期
間
二
於
テ
払
込
ム
可

キ
催
告
ヲ
会
社
ヨ
リ
受
ケ
価
ホ

払
込
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
会
社

ハ
其
株
主
二
対
刻
升
掬
淵
刈
所

翁
既
二
催
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
払
込

金
額
二
満
タ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
不

足
金
及
上
第
二
百
十
三
条
二
記

載
シ
タ
ル
利
息
並
二
費
用
ノ
支

払
二
付
キ
価
ホ
責
任
ヲ
負
う
但

タ
リ
ト
宣
一
一
一
一
ロ
セ
ラ
レ
馴
引
山
槻
翌

テ
廿
諒
槻
剥
零
割
引
パ
ヨ
調
割
引
川
。
匂
剴
痢
祠

ノ
従
前
ノ
所
有
権
僧
引
今
司
側
引
司
澗

コ
ト
ヲ
得
然
ル
ト
キ
ハ
茸
弘
型 ； 

第
二
百
十
五
条
掛
詞
匂
引
川
外

第
二
百
十
三
条
払
込
期
節
ヲ
怠

リ
タ
ル
株
主
ハ
泪
訓
。
泪
刈
列

刈
遅
延
利
息
及
上
其
遅
延
ノ
為

メ
ニ
生
シ
タ
ル
費
用
ヲ
支
払
う

義
務
ア
リ

第
二
百
十
四
条
払
込
ヲ
怠
り
ダ

ル
株
主
力
更
二
少
ナ
ク
ト
モ
十

四
日
ノ
期
間
二
於
テ
払
込
ム
可

キ
催
告
ヲ
会
社
ヨ
リ
受
ケ
価
ホ

払
込
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
会
社

ハ
其
株
主
二
週
矧
刻
計
測
槻
謝

引
側
ヨ
詞
刈
川
。
Ⅱ
引
衞

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

急
側
鎖
刺
既
二
催
告
ヲ
受
ケ
タ

ル
払
込
金
額
二
満
タ
サ
ル
ト
キ

ハ
其
不
足
金
及
上
第
二
百
十
三

条
二
記
載
シ
タ
ル
利
息
並
二
費

用
ノ
支
払
二
付
キ
価
ホ
責
任
ヲ

負
う
但
剰
余
ア
ル
ト
キ
ハ
会
社

ハ
之
ヲ
従
前
ノ
所
有
者
二
還
付

品
宋
ノ
詞
聖
疋
ヲ
適
用
ス

謂
列
Ｎ
債
務
ノ
弁
償
ノ
為
メ
若

ク
ハ
其
他
ノ
事
由
二
因
リ
テ
会

社
一
一
交
付
セ
ラ
レ
若
ク
ハ
移
属

シ
タ
ル
株
券
二
カ
月
内
二
於

テ
公
二
之
ヲ
売
り
其
代
金
ヲ
会

社
二
収
ム

第
二
百
十
八
条
会
社
ハ
毎
年
少

ナ
ク
ト
モ
一
回
計
算
ヲ
閉
鎖
シ

一
一
登
記
ヲ
受
ケ
タ
ル
事
項
ヲ
変

更
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
直
チ
ニ
其
変

更
ノ
登
記
ヲ
受
ク
可
シ
登
記
前

一
一
在
テ
ハ
其
変
更
ノ
効
ヲ
生
セ

ス営
業
所
ヲ
移
転
ス
ル
ト
キ
ハ
旧

所
在
地
二
於
テ
移
転
ノ
登
記
ヲ

受
ケ
新
所
在
地
二
於
テ
ハ
新
一
一

設
立
ス
ル
会
社
二
付
キ
要
ス
ル

諸
件
ノ
登
記
ヲ
受
ク
可
シ
又
同

一
ノ
地
域
内
二
於
テ
移
転
ス
ル

ト
キ
ハ
移
転
ノ
ミ
ノ
登
記
ヲ
受

ク
可
シ

第
二
百
十
一
条
会
社
定
款
ノ
変

更
ノ
登
記
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ

地
方
長
官
ヲ
経
由
シ
テ
主
務
省

一
一
其
変
更
ヲ
届
出
ツ
ル
コ
ト
ヲ

要
ス

第
八
款
株
金
ノ
払
込

第
二
百
十
二
条
株
金
払
込
ノ
期

節
及
上
方
法
ハ
定
款
二
於
テ
之

ヲ
定
ム
其
払
込
ヲ
催
告
ス
ル
ニ

ハ
払
込
ノ
日
ヨ
リ
少
ナ
ク
ト
モ

十
四
日
前
一
一
各
株
主
二
通
知
ス

ル
コ
ト
ヲ
要
ス
其
通
知
一
六
払

余
ア
ル
ト
キ
ハ
会
社
ハ
之
ヲ
従

前
ノ
所
有
者
二
還
付
ス

会
社
ハ
其
定
款
ヲ
以
テ
別
二
違

約
金
ヲ
払
う
可
キ
コ
ト
ヲ
定
ム

ル
コ
ト
ヲ
得

第
九
款
会
社
ノ
義
務

第
二
百
十
六
条
会
社
ハ
株
金
ノ

全
部
又
二
分
ヲ
株
主
二
払
戻

ス
コ
ト
ヲ
得
ス

若
シ
払
戻
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
金

額
ハ
会
社
又
ハ
其
債
権
者
直
接

一
一
之
ヲ
取
戻
サ
ン
卜
求
ム
ル
コ

ト
ヲ
得

第
二
百
十
七
条
会
社
ハ
自
己
ノ

株
券
ヲ
取
得
シ
又
ハ
之
ヲ
質
一
一

取
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
所
司
掴
引
渕

ヒ
タ
リ
ト
一
己
｜
言
セ
ラ
レ
タ
ル
司
欄

第
二
百
十
七
条
会
社
ハ
自
己
ノ

株
券
ヲ
取
得
シ
又
ハ
之
ヲ
質
一
一

取
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
低
債
務
ノ
弁

償
ノ
為
メ
若
ク
ハ
其
他
ノ
事
由

一
一
因
リ
テ
会
社
二
交
付
セ
ラ
レ

若
ク
ハ
移
属
シ
タ
ル
株
券
ハ
ー

ヵ
月
内
二
於
テ
公
二
之
ヲ
売
り

其
代
金
ヲ
会
社
二
収
ム

ス会
社
ハ
其
定
款
ヲ
以
テ
別
二
違
約

金
ヲ
払
う
可
キ
コ
ト
ヲ
定
ム
ル
コ

ト
ヲ
得

（
同
上
）

（
同
上
）第
八
款
株
金
ノ
払
込

（
同
上
）第
九
款
会
社
ノ
義
務

（
同
上
）

(482） (483） 7８ 7９ 
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計
算
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対

照
表
、
事
業
報
告
書
、
利
息
又

ハ
配
当
金
ノ
分
配
案
ヲ
作
り
監

査
役
ノ
検
査
ヲ
受
ヶ
総
会
ノ
認

定
ヲ
得
ダ
ル
後
其
財
産
目
録
及

上
貸
借
対
照
表
ヲ
公
告
ス
其
公

告
ニ
ハ
取
締
役
及
上
監
査
役
ノ

氏
名
ヲ
載
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
二
百
十
九
条
利
息
又
ハ
配
当

金
ハ
損
失
二
因
リ
テ
減
シ
タ
ル

資
本
ヲ
填
補
シ
及
上
規
定
ノ
準

備
金
ヲ
控
取
シ
タ
ル
後
二
非
サ

レ
ハ
之
ヲ
分
配
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス準
備
金
力
資
本
ノ
四
分
一
二
達

ス
ル
マ
テ
ハ
毎
年
ノ
利
益
ノ
少

ナ
ク
ト
モ
ニ
十
分
一
ヲ
準
備
金

ト
シ
テ
積
置
ク
コ
ト
ヲ
要
ス

第
二
百
二
十
条
前
二
条
ノ
成
規

一
一
依
ラ
ス
シ
テ
払
出
シ
タ
ル
利

息
又
ハ
配
当
金
ハ
会
社
又
ハ
其

債
権
者
直
接
二
之
ヲ
取
一
民
サ
ン

卜
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
百
二
十
一
条
利
息
又
ハ
配

当
金
ノ
分
配
ハ
各
株
二
付
キ
払

上
財
産
ノ
現
況
ノ
検
査
ヲ
命
ス

ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
百
二
十
五
条
検
査
官
吏
ハ

会
社
ノ
金
箱
、
財
産
現
在
高
、

帳
簿
及
上
総
テ
ノ
書
類
ヲ
検
査

シ
取
締
役
及
上
其
他
ノ
役
員
｝
｜

説
明
ヲ
求
ム
ル
権
利
ア
リ

第
二
百
二
十
六
条
検
査
官
吏
ハ

検
査
ノ
顛
末
及
上
其
面
前
一
一
於

テ
為
シ
タ
ル
供
述
ヲ
調
書
二
記

載
シ
之
ヲ
授
命
ノ
裁
判
所
二
差

出
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

調
書
ノ
謄
本
ハ
裁
判
所
ヨ
リ
之

ヲ
会
社
二
付
与
シ
又
株
主
及
上

其
他
ノ
者
ヨ
リ
手
数
料
ヲ
納
ム

ル
ト
キ
ハ
其
求
二
応
シ
テ
之
ヲ

付
与
ス

第
二
百
二
十
七
条
主
務
省
ハ
何

時
一
一
テ
モ
其
職
権
ヲ
以
テ
地
方

長
官
又
ハ
其
他
ノ
官
吏
二
命
シ

テ
第
百
二
十
四
条
二
掲
ケ
タ
ル

検
査
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
一
款
取
締
役
及
上

監
査
役
二
対
ス

ル
訴
訟

１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
 

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）第
十
一
款
取
締
役
及
上

監
査
役
二
対
ス

ル
訴
訟

第
二
百
二
十
三
条
諸
帳
簿
検
正

ノ
為
メ
事
業
年
度
毎
一
二
回
一

カ
月
ヲ
超
エ
サ
ル
期
間
前
条
一
一

定
メ
タ
ル
展
閲
ヲ
停
止
ス
ル
コ

ト
ヲ
得第
十
款
会
社
ノ
検
査

第
二
百
二
十
四
条
総
株
金
ノ
少

ナ
ク
ト
モ
五
分
一
一
一
当
ル
株
主

ノ
申
立
二
因
リ
テ
会
社
営
業
所

ノ
裁
判
所
ハ
｜
人
又
ハ
数
人
ノ

官
吏
一
一
会
社
ノ
業
務
ノ
実
況
及

込
ミ
タ
ル
金
額
二
応
シ
総
株
主

ノ
間
二
平
等
二
之
ヲ
為
ス

第
二
百
二
十
二
条
会
社
ハ
其
本

店
及
上
各
支
店
二
株
主
名
簿
、

目
論
見
書
、
定
款
、
設
立
免
許

書
、
総
会
ノ
決
議
書
、
毎
事
業

年
度
ノ
計
算
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
事
業
報
告
書
、

利
息
又
ハ
配
当
金
ノ
分
配
案
、

及
上
抵
当
若
ク
ハ
不
動
産
質
ノ

債
権
者
ノ
名
簿
ヲ
備
置
キ
通
常

ノ
取
引
時
間
中
何
Ｎ
ゴ
割
角
調

第
二
百
二
十
八
条
総
会
ハ
監
査

役
又
ハ
特
二
選
定
シ
タ
ル
代
人

ヲ
以
テ
取
締
役
又
ハ
監
査
役
一
一

対
シ
テ
訴
訟
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

第
二
百
二
十
九
条
会
社
資
本
ノ

少
ナ
ク
ト
モ
ニ
十
分
一
一
一
当
ル

株
主
ハ
亦
特
二
選
定
シ
タ
ル
代

人
ヲ
以
テ
取
締
役
又
ハ
監
査
役

一
一
対
シ
テ
訴
訟
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

得
但
各
株
主
ノ
自
己
ノ
名
ヲ
用

イ
又
ハ
参
加
人
卜
為
り
裁
判
所

一
一
於
テ
其
権
利
ヲ
保
衛
ス
ル
件

ヲ
妨
ケ
ス

第
十
二
款
会
社
ノ
解
散

第
二
百
三
十
条
会
社
ハ
左
ノ
諸

件
二
因
リ
テ
解
散
ス

第
一
定
款
二
定
メ
タ
ル
場

〈ロ

第
二
株
主
ノ
任
意
ノ
解
散

第
三
株
主
ノ
七
人
未
満
二

減
シ
タ
ル
コ
ト

第
四
資
本
ノ
四
分
一
未
満

一
一
減
シ
タ
ル
コ
ト

第
五
会
社
ノ
破
産

第
六
裁
判
所
ノ
命
令

ｌ
ｌ
ｌ
 ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
「
１
口

Ｉ
 

第
二
百
二
十
二
条
会
社
ハ
其
本

店
及
上
各
支
店
二
株
主
名
簿
、

目
論
見
書
、
定
款
、
設
立
免
許

書
、
総
会
ノ
決
議
書
、
毎
事
業

年
度
ノ
計
算
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
事
業
報
告
書
、

利
息
又
ハ
配
当
金
ノ
分
配
案
、

及
上
抵
当
若
ク
ハ
不
動
産
質
ノ

債
権
者
ノ
名
簿
ヲ
備
置
キ
通
常

ノ
取
引
時
間
中
槻
劃
列
口
劃
祖

第
十
款
会
社
ノ
検
査

（
同
上
）

…
 

（
同
上
）

（
同
上
）第
十
二
款
会
社
ノ
解
散

（
同
上
）

（
同
上
）

ノ
債
権
者
ノ
求
二
応
シ
展
閲
ヲ

(484）８０ (485） 8１ 
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第
二
百
三
十
一
条
会
社
解
散
ノ

場
合
一
一
於
テ
ハ
既
二
始
メ
タ
ル

取
引
ヲ
完
結
シ
又
ハ
現
二
存
在

ス
ル
会
社
義
務
ヲ
履
行
ス
ル
外

其
業
務
ヲ
止
ム
取
締
役
之
二
拘

ハ
ラ
ス
シ
テ
営
業
ヲ
続
行
ス
ル

ト
キ
ハ
此
力
為
メ
其
全
財
産
ヲ

以
テ
自
己
二
責
任
ヲ
負
う

第
二
百
三
十
二
条
会
社
解
散
ノ

場
合
一
一
於
テ
ハ
取
締
役
ハ
総
会

ヲ
招
集
シ
解
散
ノ
決
議
ヲ
取
ル

但
裁
判
所
ノ
命
令
二
依
リ
テ
解

散
ス
ル
場
合
ハ
此
限
二
在
ラ
ス

其
総
会
一
一
於
テ
ハ
破
産
ノ
場
合

ヲ
除
外
一
人
又
ハ
数
人
ノ
清
算

人
ヲ
選
定
ス

第
二
百
三
十
三
条
前
条
二
褐
ケ

タ
ル
解
散
ノ
決
議
又
ハ
清
算
人

ノ
選
定
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
裁

判
所
ハ
債
権
者
若
ク
ハ
株
主
ノ

申
立
ニ
因
り
又
ハ
職
権
ニ
依
り

其
命
令
ヲ
以
テ
決
議
二
換
へ
又

ハ
清
算
人
ヲ
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
百
三
十
四
条
会
社
ハ
破
産

ノ
場
合
ヲ
除
ク
外
決
議
後
七
日

会
社
又
ハ
第
三
者
二
生
セ
シ
メ

タ
ル
損
害
一
一
付
キ
其
全
財
産
ヲ

以
テ
自
己
二
責
任
ヲ
負
う

第
二
百
三
十
九
条
解
散
及
上
清

算
ノ
費
用
ハ
現
在
ノ
会
社
財
産

中
ヨ
リ
最
モ
先
二
之
ヲ
支
払
フ

モ
ノ
ト
ス

第
十
三
款
会
社
ノ
清
算

第
二
百
四
十
条
清
算
人
ノ
職
分

一
一
付
テ
ハ
第
百
三
十
条
及
上
第

１
百
三
十
一
条
ヲ
適
用
ス

第
二
百
四
十
一
条
清
算
人
ノ
職

分
ノ
践
行
ニ
付
テ
ハ
総
会
ヨ
リ

又
ハ
株
主
若
ク
ハ
債
権
者
ノ
申

立
二
因
リ
テ
裁
判
所
ヨ
リ
清
算

人
二
訓
示
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ヲ
得

清
算
人
ハ
其
訓
示
及
上
法
律
ノ

規
定
ヲ
遵
守
ス
ル
責
任
ヲ
負
う

第
二
百
四
十
二
条
会
社
ノ
債
権

者
ノ
相
当
ノ
理
由
ヲ
以
テ
為
シ

タ
ル
申
立
ニ
因
り
総
会
又
ハ
時

宜
二
従
ヒ
テ
裁
判
所
ハ
債
権
者

ノ
利
益
護
視
ノ
為
メ
ー
人
又
ハ

数
人
ノ
代
人
ヲ
シ
テ
清
算
ヲ
監

査
シ
又
ハ
清
算
人
二
参
加
セ
シ

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
） 第
十
三
款
会
社
ノ
清
算

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

内
二
解
散
ノ
原
由
、
年
月
日
、

及
上
清
算
人
ノ
氏
名
、
住
所
ノ

登
記
ヲ
受
ヶ
之
ヲ
裁
判
所
二
届

出
テ
又
何
レ
ノ
場
合
一
一
於
テ
モ

之
ヲ
各
株
主
二
通
知
シ
且
地
方

長
官
ヲ
経
由
シ
テ
主
務
省
二
届

出
ツ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
二
百
三
十
五
条
裁
判
所
ハ
解

散
及
上
清
算
ノ
実
況
ヲ
監
視
ス

ル
権
ア
リ

第
二
百
三
十
六
条
登
記
ヲ
受
ク

ル
ト
共
一
一
取
締
役
ノ
代
理
権
ハ

清
算
人
二
移
ル
然
し
ト
モ
取
締

役
ハ
清
算
人
ノ
求
二
応
シ
清
算

事
務
ヲ
補
助
ス
ル
義
務
ア
リ

第
二
百
三
十
七
条
登
記
後
二
為

シ
タ
ル
株
式
ノ
譲
渡
及
上
清
算

ノ
目
的
ノ
為
メ
ニ
セ
サ
ル
財
産

ノ
処
分
ハ
総
テ
無
効
タ
リ
回
報

ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
百
四
十
三
条
清
算
人
ハ
其

選
定
ノ
日
ヨ
リ
六
十
日
内
一
一
会

社
帳
簿
二
依
リ
テ
其
財
産
ノ
現

況
ヲ
取
調
へ
少
ナ
ク
ト
モ
三
回

ノ
公
告
ヲ
以
テ
債
務
者
一
天
其

債
務
ノ
弁
済
期
限
二
至
り
ダ
ル

時
直
チ
ー
一
之
ヲ
弁
済
ス
可
ク
又

債
権
者
一
天
或
ル
期
間
二
其
債

権
ヲ
申
出
シ
可
キ
旨
ヲ
催
告
ス

ル
コ
ト
ヲ
要
ス
但
其
期
間
ハ
六

十
日
ヲ
下
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

其
公
告
一
一
ハ
債
権
者
期
間
一
一
申

出
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
債
権

ヲ
清
算
ヨ
リ
除
斥
セ
ラ
ル
ル
旨

ヲ
附
記
ス
然
し
ト
モ
清
算
人
ハ

期
間
二
申
出
テ
サ
ル
債
権
者
ト

錐
モ
其
知
レ
タ
ル
者
ヲ
清
算
ヨ

リ
除
斥
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
二
百
四
十
四
条
清
算
人
ハ
其

期
間
満
了
前
一
一
於
テ
債
権
者
一
一

支
払
ヲ
為
シ
始
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

ス

第
二
百
四
十
五
条
期
間
後
二
申

出
テ
タ
ル
債
権
者
ハ
会
社
ノ
債

ラ
ス

第
一
一
百
三
十
八
条
取
締
役
ヵ
総

会
ノ
招
集
又
ハ
登
記
ノ
届
出
ヲ

為
サ
サ
リ
シ
ト
キ
ハ
此
力
為
メ

別
刈
理
由
ヨ
リ
テ
裁
判
所
ノ
許

第
二
百
三
十
七
条
登
記
後
二
為

シ
タ
ル
株
式
ノ
譲
渡
及
上
清
算

ノ
目
的
ノ
為
メ
ー
ー
セ
サ
ル
財
産

ノ
処
分
ハ
総
テ
無
効
ク
リ

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）
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務
ヲ
済
了
シ
タ
ル
後
未
夕
株
主

一
一
分
配
セ
サ
ル
会
社
財
産
ノ
ミ

一
一
対
シ
テ
其
弁
償
ノ
請
求
ヲ
為

ス
コ
ト
ヲ
得

第
二
百
四
十
六
条
清
算
人
ハ
清

算
ノ
為
メ
株
主
ヲ
シ
テ
其
未
夕

全
額
ヲ
払
込
マ
サ
ル
株
券
二
付

キ
払
込
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
権
利
ア

リ

第
二
百
四
十
七
条
清
算
人
ハ
必

要
又
ハ
有
益
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ

何
時
ニ
テ
モ
総
会
ヲ
招
集
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
又
清
算
人
ハ
定
款
又

ハ
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
定
メ
タ

ル
ト
キ
又
ハ
総
株
金
ノ
少
ナ
ク

ト
モ
五
分
一
一
一
当
ル
株
主
ヨ
リ

申
立
ツ
ル
ト
キ
ハ
総
会
ヲ
招
集

ス
ル
義
務
ア
リ

第
二
百
四
十
八
条
清
算
人
ハ
委

任
事
務
ヲ
履
行
シ
タ
ル
後
総
会

一
一
計
算
書
ヲ
差
出
シ
テ
其
認
定

ヲ
求
ム

’
第
二
百
四
十
九
条
清
算
人
ハ
前

条
二
褐
ケ
タ
ル
認
定
ヲ
得
ダ
ル

｜
ト
キ
ハ
会
社
ノ
債
務
ヲ
済
了
シ

主
ハ
清
算
人
二
対
シ
テ
其
権
利

ノ
承
認
及
上
損
害
ノ
賠
償
ヲ
求

ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
百
五
十
二
条
清
算
人
ハ
卸

任
ヲ
得
ダ
ル
後
商
業
登
記
簿
一
一

清
算
結
了
ノ
登
記
ヲ
受
ケ
且
之

ヲ
公
告
ス
其
公
告
ニ
ハ
清
算
一
一

付
キ
生
シ
タ
ル
会
社
二
対
ス
ル

請
求
ア
レ
ハ
之
ヲ
三
カ
月
ノ
期

間
二
主
張
ス
可
キ
旨
ノ
催
告
ヲ

附
ス
其
請
求
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

清
算
人
二
於
テ
之
ヲ
弁
了
ス

第
二
百
五
十
三
条
清
算
中
二
現

在
ノ
会
社
財
産
ヲ
以
テ
会
社
ノ

総
債
権
者
一
一
完
済
シ
能
ハ
サ
ル

コ
ト
ノ
分
明
ナ
ル
ー
ー
至
リ
タ
ル

ト
キ
ハ
清
算
人
ハ
破
産
手
続
ノ

開
始
ヲ
為
シ
テ
其
旨
ヲ
公
告
シ

且
会
社
ノ
取
引
先
二
通
知
ス

此
場
合
一
一
於
テ
既
二
債
権
者
又

ハ
株
主
二
支
払
ヒ
タ
ル
モ
ノ
有

ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
取
戻
ス
コ
ト
ヲ

得
清
算
人
力
貸
方
借
方
ノ
此
ノ

如
キ
関
係
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ

為
シ
タ
ル
支
払
一
一
シ
テ
其
受
取

第
二
百
五
十
三
条
清
算
中
二
現

在
ノ
会
社
財
産
ヲ
以
テ
会
社
ノ

総
債
権
者
一
一
完
済
シ
能
ハ
サ
ル

コ
ト
ノ
分
明
ナ
ル
ー
ー
至
リ
タ
ル

ト
キ
ハ
清
算
人
ハ
破
産
手
続
ノ

開
始
ヲ
為
シ
テ
其
旨
ヲ
公
告
シ

且
会
社
ノ
取
引
先
二
通
知
ス

此
場
合
一
一
於
テ
既
二
債
権
者
又

ハ
株
主
二
支
払
ヒ
タ
ル
モ
ノ
有

ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
取
戻
ス
コ
ト
ヲ

得
清
算
人
力
貸
方
借
方
ノ
此
ノ

如
キ
関
係
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ

為
シ
タ
ル
支
払
ニ
シ
テ
其
受
取

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

第
二
百
五
十
四
条
総
会
ノ
決
議

一
一
依
リ
テ
会
社
ノ
帳
簿
及
上
其

他
ノ
書
類
ノ
貯
蔵
ヲ
委
任
セ
ラ

レ
タ
ル
者
ノ
氏
名
、
住
所
ハ
清

算
人
ヨ
リ
之
ヲ
裁
判
所
二
届
出

シ
可
シ
此
届
出
前
一
一
在
テ
ハ
清

算
人
其
貯
蔵
ノ
責
任
ヲ
負
う

第
二
百
五
十
五
条
清
算
ノ
結
果

即
チ
左
ノ
事
項
ハ
清
算
人
ヨ
リ

裁
判
所
二
届
出
テ
且
之
ヲ
公
告

ス
可
シ

第
一
支
払
又
ハ
示
談
二
因

リ
テ
総
債
権
者
二
弁
償

ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト

第
二
会
社
ノ
残
余
財
産
ヲ

株
主
一
一
分
配
シ
タ
ル
コ

ト
及
上
其
分
配
ノ
金
額

第
三
清
算
費
用
ヲ
弁
済
シ

及
上
清
算
二
付
キ
生
シ

ダ
ル
残
余
ノ
財
産
ヲ
各
株
主
―
―

其
所
有
株
数
二
応
シ
金
銭
ヲ
以

テ
平
等
二
分
配
ス
此
分
配
ハ
総

債
権
者
二
弁
償
シ
タ
ル
時
ヨ
リ

三
カ
月
ノ
満
了
ノ
後
二
非
サ
レ

ハ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

株
主
ハ
総
会
一
一
於
テ
金
銭
二
非

サ
ル
物
ヲ
以
テ
分
配
ス
可
キ
決

議
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ト
難
モ
之

ヲ
受
取
ル
義
務
ナ
シ

第
二
百
五
十
条
清
算
ノ
終
リ
タ

ル
後
清
算
人
ハ
総
計
算
書
及
上

｜
般
ノ
事
務
報
告
書
ヲ
総
会
一
一

差
出
シ
テ
卸
任
ヲ
求
ム
若
シ
総

会
一
一
於
テ
卸
任
ヲ
許
サ
サ
ル
ト

キ
ハ
裁
判
所
ハ
清
算
人
ノ
申
立

一
一
因
り
其
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
許

ス
ト
否
ト
ヲ
定
ム
但
其
命
令
一
一

対
シ
テ
即
時
抗
告
ヲ
為
ス
コ
ト

ヲ
得

第
二
百
五
十
一
条
清
算
人
ハ
其

行
為
二
付
キ
総
会
ノ
ミ
一
一
対
シ

テ
責
任
ヲ
負
う
然
し
ト
モ
其
行

為
二
因
り
或
ル
株
主
ノ
｜
己
ノ

権
利
ヲ
害
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
株

人
ヨ
リ
取
一
民
シ
得
サ
ル
モ
ノ
ー
ー

付
テ
ハ
債
権
者
一
一
対
シ
テ
其
責

任
ヲ
負
う

（
同
上
）

（
同
上
）

引
網
ｍ
則
訓
凹
司
刎
Ｎ
刀

（
同
上
）

（
同
上
）

務
ヲ
引
溺
嵯
乳
例
川
刑
Ⅲ
詞
川
劃
濁
出

人
ヨ
リ
取
戻
シ
得
サ
ル
モ
ノ
ニ

付
テ
ハ
債
権
者
二
対
シ
テ
其
責

任
ヲ
負
う

鼻
人
ハ
破
産
管
財
人
二
其
事
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ダ
ル
請
求
ヲ
弁
了
シ
タ

ル
コ
ト

第
四
総
会
ヨ
リ
又
ハ
裁
判

所
ノ
命
令
一
一
因
リ
テ
卸

任
ヲ
得
タ
ル
コ
ト

第
五
会
社
ノ
帳
簿
及
上
書

類
ノ
貯
蔵
一
一
関
ス
ル
処

置
ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト

第
六
会
社
ノ
株
券
又
ハ
債

券
ノ
其
効
カ
ヲ
失
ヒ
タ

ル
コ
ト

其
清
算
ノ
結
果
ハ
亦
清
算
人
ヨ

リ
地
方
長
官
ヲ
経
由
シ
テ
主
務

省
一
一
届
出
ツ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
四
節
罰
則

第
二
百
五
十
六
条
業
務
担
当
ノ

任
ア
ル
社
員
又
ハ
取
締
役
ハ
左

ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ
五
円
以
上
五

十
円
以
下
ノ
過
料
一
一
処
セ
ラ
ル

第
一
本
章
一
一
定
メ
タ
ル
登

記
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
怠

リ
タ
ル
ト
キ

第
二
登
記
前
二
劃
第
シ
タ

ル
ト
キ

第
二
百
五
十
七
条
翔
剛
刃
昌
剣
凹
川

一
一
反
シ
利
息
又
ハ
配
当

金
ヲ
株
主
二
払
渡
シ
タ

ル
ト
キ

第
四
二
百
二
十
五
条
ノ
場

合
一
一
於
テ
会
社
ノ
金

箱
、
財
産
現
在
高
帳
簿

及
上
総
テ
ノ
書
類
ノ
検

査
ヲ
妨
ケ
又
ハ
求
メ
ラ

レ
タ
ル
説
明
ヲ
拒
ミ
タ

ル
ト
キ

合
資
会
社
ノ
業
務
担
当
刈
田
司

川
社
員
列
Ｎ
瑚
繍
倒
力
第
百
五

十
三
条
ノ
規
定
二
反
シ
利
息
又

ハ
配
当
金
ヲ
社
員
一
一
払
渡
シ
タ

ル
ト
キ
ハ
亦
本
条
二
定
メ
タ
ル

罰
則
ヲ
之
二
適
用
ス

第
二
百
五
十
九
条
株
式
会
社
ノ

清
算
人
ハ
左
ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ

十
円
以
上
百
円
以
下
ノ
過
料
一
一

処
セ
ラ
ル

第
一
第
二
百
四
十
三
条
二

定
メ
タ
ル
公
告
ヲ
為
ス

コ
ト
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ

第二規鰯一一一一晒畑朏嘩燕約一

第
四
節
罰
則

第
二
百
五
十
六
条
業
務
担
当
ノ

任
ア
ル
社
員
又
ハ
取
締
役
ハ
左

ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ
五
円
以
上
五

十
円
以
下
ノ
過
料
二
処
セ
ラ
ル

第
一
本
章
一
一
定
メ
タ
ル
登

記
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
怠

リ
タ
ル
ト
キ

第
二
登
記
前
二
事
業
。
濁

尹
シ
タ
ル
ト
キ

第
二
百
五
十
七
条
取
締
役
ハ
左

（
同
上
）

一
一
反
シ
利
息
又
ハ
配
当

金
ヲ
株
主
二
払
渡
シ
タ

ル
ト
キ

第
四
二
百
二
十
五
条
ノ
場

合
一
一
於
テ
会
社
ノ
金

箱
、
財
産
現
在
高
帳
簿

及
上
総
テ
ノ
書
類
ノ
検

査
ヲ
妨
ケ
又
ハ
求
メ
ラ

レ
タ
ル
説
明
ヲ
拒
ミ
タ

ル
ト
キ

合
資
会
社
ノ
業
務
担
当
社
員
力

第
百
五
十
三
条
ノ
規
定
二
反
シ

利
息
又
ハ
配
当
金
ヲ
社
員
一
一
払

渡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
亦
本
条
二
定

メ
タ
ル
罰
則
ヲ
之
二
適
用
ス

取
締
役
ハ
左
ノ
場
合
二
於
テ
ハ

五
円
以
上
五
十
円
以
下
ノ
過
料

一
一
処
セ
ラ
ル

第
一
株
主
名
簿
ヲ
備
ヘ
ス

又
ハ
之
二
不
正
ノ
記
載

ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ

第
二
会
社
解
散
ノ
場
合
一
一

於
テ
総
会
ノ
招
集
又
ハ

株
主
ヘ
ノ
通
知
ヲ
怠
リ

タ
ル
ト
キ

第
二
百
五
十
八
条
槻
珂
封
祖
川

取
締
役
ハ
左
ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ

ニ
十
円
以
上
二
百
円
以
下
ノ
過

料
二
処
セ
ラ
ル

第
一
第
二
百
十
六
条
ノ
規

定
二
反
シ
株
金
ノ
全
部

又
ハ
ー
分
ヲ
払
一
民
シ
タ

ル
ト
キ

第
二
第
二
百
十
七
条
ノ
規

定
二
反
シ
会
社
ノ
為
メ

其
株
券
ヲ
取
得
シ
又
ハ

質
二
取
り
又
ハ
公
売
セ

サ
ル
ト
キ

第
三
第
二
百
十
八
条
又
ハ

第
二
百
十
九
条
ノ
規
定

ノ
開
始
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ

怠
リ
タ
ル
ト
キ

第
二
百
六
十
条
株
式
会
社
ノ
清

算
人
ハ
左
ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ
一
一

十
円
以
上
二
百
円
以
下
ノ
過
料

一
一
処
セ
ラ
ル

第
一
第
二
百
四
十
四
条
ノ

規
定
二
反
シ
債
権
者
一
一

支
払
ヲ
為
シ
始
メ
タ
ル

ト
キ

第
二
第
二
百
四
十
九
条
ノ

規
定
二
反
シ
株
主
一
一
分

配
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ

第
二
百
六
十
一
条
前
数
条
二
褐

ケ
タ
ル
過
料
ハ
裁
判
所
ノ
命
令

ヲ
以
テ
之
ヲ
科
ス
但
其
命
令
一
一

対
シ
テ
即
時
抗
告
ヲ
為
ス
コ
ト

ヲ
得

過
料
ノ
弁
納
二
付
テ
ハ
業
務
担

当
ノ
任
ア
ル
社
員
、
取
締
役
又

ハ
清
算
人
連
帯
シ
テ
其
責
任
ヲ

負
う

第
二
百
六
十
二
条
業
務
担
当
ノ

任
ア
ル
社
員
、
取
締
役
、
監
査

役
、
又
ハ
清
算
人
ハ
左
ノ
場
合

第
二
百
五
十
八
条
取
締
役
ハ
左

ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ
ニ
十
円
以
上

二
百
円
以
下
ノ
過
料
二
処
セ
ラ

ル

第
一
第
二
百
十
六
条
ノ
規

定
二
反
シ
株
金
ノ
全
部

又
ハ
ー
分
ヲ
払
戻
シ
タ

ル
ト
キ

第
二
第
二
百
十
七
条
ノ
規

定
二
反
シ
会
社
ノ
為
メ

其
株
券
ヲ
取
得
シ
又
ハ

質
二
取
り
又
ハ
公
売
セ

サ
ル
ト
キ

第
三
第
二
百
十
八
条
又
ハ

第
二
百
十
九
条
ノ
規
定

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ
五
円
以
上
五

十
円
以
下
ノ
過
料
二
処
セ
ラ
ル

第
一
株
主
名
簿
ヲ
傭
ヘ
ス

又
ハ
之
二
不
正
ノ
記
載

ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ

第
一
一
会
社
解
散
ノ
場
合
二

於
テ
総
会
ノ
招
集
又
ハ

株
主
ヘ
ノ
通
知
ヲ
怠
リ

ク
ル
ト
キ

(490）８６ (491） 8７ 
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―
私
が
こ
れ
ま
で
に
担
当
し
た
外
国
人
刑
事
事
件
（
要
通
訳
刑
事
事
件
）
の
う
ち
の
一
事
例
を
通
し
て
、
外
国
人
刑
事
事
件
に
つ

き
日
頃
感
じ
て
き
た
問
題
点
に
つ
き
、
い
く
つ
か
を
指
摘
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
事
案
の
説
明
を
す
る
。
本
件
は
、
私
が
一
九
九

一
一
年
の
蟇
に
国
選
弁
護
人
と
し
て
受
任
し
た
事
件
で
あ
り
、
罪
名
は
強
盗
罪
で
あ
っ
た
。

一
一
被
告
人
の
身
上
及
び
日
本
滞
在
歴
等
被
告
人
Ｘ
は
、
犯
行
当
時
一
三
才
の
男
性
で
、
国
籍
及
び
出
身
地
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

連
邦
共
和
国
で
あ
る
。
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
公
用
語
は
、
諸
部
族
一
一
一
一
口
語
と
英
語
で
あ
る
が
、
右
の
う
ち
諸
部
族
言
語
は
大
ま
か

刑
事
手
続
の
最
前
線
（
五
）
（
編
集
責
任
・
渡
辺
修
）

一
一
於
テ
ハ
五
十
円
以
上
五
百
円

以
下
ノ
罰
金
二
処
セ
ラ
レ
情
重

キ
ト
キ
ハ
罰
金
二
併
セ
｜
年
以

下
ノ
重
禁
固
二
処
セ
ラ
ル

第
一
官
庁
又
ハ
総
会
一
一
対

シ
書
面
若
ク
ハ
ロ
頭
ヲ

以
テ
会
社
ノ
財
産
ノ
現

況
若
ク
ハ
業
務
ノ
実
況

一
一
付
キ
故
意
二
不
実
ノ

申
立
ヲ
為
シ
又
不
正
ノ

意
ヲ
以
テ
其
現
況
若
ク

ハ
実
況
ヲ
隠
蔽
シ
タ
ル

ト
キ

第
二
公
告
ノ
中
二
詐
偽
ノ

陳
述
ヲ
為
シ
又
ハ
事
実

ヲ
隠
蔽
シ
タ
ル
ト
キ

前
二
褐
ケ
タ
ル
者
ノ
外
会
社
ノ

他
ノ
役
員
及
上
使
用
人
力
之
卜

共
二
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
亦
右
ノ

罰
二
処
セ
ラ
ル

第
二
百
六
十
三
条
発
起
人
力
株

式
申
込
二
付
キ
詐
偽
ノ
記
載
ヲ

為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
ニ
十
円
以
上

二
百
円
以
下
ノ
罰
金
二
処
セ
ラ

ル

＊
本
稿
は
、
’
九
九
四
年
四
月
三
日
開
催
し
た
「
外
国
人
と
刑
事
手
続
」
研
究
会
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

外
国
人
事
件
と
弁
護
の
難
し
き

は
じ
め
に
事
案
の
説
明

ｌ
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
人
の
強
盗
事
件
か
ら
Ｉ

串
Ｔ
ｌ
一
コ

（
同
上
）

弁
護
士
（
大
阪
弁
護
士
全
和
田
重
大

第
二
百
六
十
四
条
前
二
条
二
褐
（
同
上
）

ケ
タ
ル
罰
一
一
処
ス
ル
ー
ー
ハ
刑
事

裁
判
上
ノ
手
続
ヲ
以
テ
ス

第
五
節
共
算
商
業
組
合

第
五
節
共
算
商
業
組
合

（
以
下
略
）

（
以
下
略
）

(493） 8９ (492） 8８ 


